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プロローグ




　夜、『闇の手』の本拠地にいくつもの影が集まってきていた。

「お前も来たのか」

「ああ。緊急招集らしいからな」

　黒いマントとフードで顔と風ふう体ていを隠した影たちは、声をかけあってすぐに建物の中へと入っていく。

　建物の地下には三十人くらいは収容できる広さの部屋があり、そこに総裁とゲレールターがすでに来ている。

　彼らは露骨に不機嫌で集まった面子メンツは萎縮してしまう。

　何があったのか聞きたいところだが、言葉にして質問する勇気が出なかった。

　やがて幹部クラスが十人ほど集まった時、総裁が口を開く。

「非常事態だ。《紫し眼がん導どう師し》が敵に敗れて捕まった」

「えっ!?」

「《紫眼導師》がですか!?」

　総裁の言葉を聞いて大きなどよめきが起こる。

《紫眼導師》は失敗して地位を落としたものの、組織の主力の一人にして大きな功労者である。

　彼らの心しん裡りには大きな波紋が起こった。

「奴やつが我らの情報をしゃべるとは思わないが、捨て置くわけにはいかない」

　という総裁の言葉に半数がうなずく。

　残り半数のうち一人が右手を挙げてたずねる。

「相手は何者なのですか？　《紫眼導師》が捕まるとなると大きな組織じゃないかと思うのですが」

「相手は例の帝国だ。そこまでは間違いない」

　忌いま々いましそうに顔をゆがめつつ総裁は答えた。

「あの帝国……」

　一同の盛り上がりかけた空気は鎮まってしまう。

　八神輝レーヴアテインと精鋭の軍を擁ようする帝国は比較するのも馬鹿馬鹿しくなるくらい強大だ。

　ちょっかいを出さないほうが正しいのではないか、という考えの者は少なくない。

「まともに戦ってもまず勝ち目はないだろうね」

　そこでゲレールターが口を挟む。

「だからまともじゃない作戦を考えたい」

　と言って幹部たちを安心させた。

　勝ち目がない戦いを強制しても士気は落ちるし、帝国に勝てるはずもない。

　総裁もゲレールターもその点は現実的だった。

「失礼ですがまともじゃない作戦とは？」

　と一人が挙手してたずねる。

「今から考える。そのためにお前たちを集めたのだ」

　総裁はそう言い、幹部たちを納得させた。

「相手はおそらく現存する国家の中でも最強を誇る帝国で、生なま半はん可かな作戦は通用しないだろうね」

　とゲレールターは言う。

「手ごわい相手なら奇襲で先手を取ることが肝要かと」

　一人がそう発言すると、別の一人が反論する。

「帝国には何度も奇襲を仕かけたが、すべて失敗に終わって戦力を失う結果になった。奇襲をしても通じない相手だと思うべきだ」

　最初の発言者は首を横に振った。

「強さと大きさで上回る相手に正攻法を挑むほうが無謀だぞ。つまり俺たちは奇襲を仕かけるしかないんだよ。やり方が同じじゃダメだとは思うが」

「とにかく八神輝レーヴアテインを何とかしないとダメでしょうね」

　と女性の声が意見を放つ。

　彼女は唯一の女性幹部だった。

「《紫眼導師》が総裁に報告した話によると、八神輝レーヴアテインを各地におびき出してその隙をつくという計画だったらしいですけど、失敗したということは阻止されちゃったんでしょう？　八神輝レーヴアテインがいるかぎりどんな奇襲を仕かけても失敗に終わると思うんです」

「帝国を潰つぶすだけなら八神輝レーヴアテインと戦う必要はないだろ？」

　四番目の男が意見を言った。

「《紫眼導師》のアイデアはよかったと思う。八神輝レーヴアテインを出動させなきゃいけない何かを起こせば、本国が空からになるんだ」

「八神輝レーヴアテインがいなくなるほどの事件を起こせる戦力を用意する必要があるな」

「たいていの事件は一人を派遣して解決してるようだからな」

　活発に意見が飛び交う。

　彼らなりに八神輝レーヴアテインの情報を集めていることがうかがえる内容だった。

「帝国は初動が早い。それを逆手に取ればどうだ？　何も実際に大事件を起こす必要なんてないんだ。大事件になるかもしれないと帝国が警戒さえすれば」

「だからその戦力が足りないんだよ！」

　と一人がイライラした声を出す。

「戦力増強案を出していったほうがいいんじゃないか？」

　別の一人も言ったところで、

「いえ、危険を考慮しないならアイデアはあります」

　と女性幹部が発言する。

「アイデア？　どんなものだ？」

　総裁とゲレールターが興味を持ったところで彼女は明かす。

「ここの情報を知られればいいんです。『闇の手』の本拠地を攻撃するとなれば、八神輝レーヴアテインは出てくると思われます」

「何だと!?」

「本拠地をエサにするつもりか!?」

　幹部たちはいっせいに反発した。

「待てい！」

　それを総裁が一喝して制止する。

「アイデアは悪くないぞ」

　総裁は言ってから考える。

「我らとの決戦となれば帝国は当然力を入れてくるだろう。それに戦いの場をこちらで選べることの利点は多い」

「こちらの優位を相手に押し付けることができるのは大きいね」

　とゲレールターも認めた。

　これによって一気に女性幹部のアイデアを支持する空気になる。

「だがどうやってそれを実現するのか？　が大切だよね。こっちの戦力を大きいと思わせなければ、敵の主力は出てこないよね」

　ゲレールターは当然の指摘をした。

「大きいように見せかける、だけじゃ意味はないですよね」

　わいわいと意見交換がはじまる。

　やがて一人が言った。

「ドラゴンの飼育に成功したって噂うわさを流すのはどうだろう？」

「じゃあ何で今まで投入してこなかったって思われるだけだろ？」

　別の一人が容赦なく否定する。

「いや、子どものドラゴンを手なずけたってだけならまだ現実的では？　ゲレールター様の能力は向こうは知らないでしょうし。そういった能力を持つ【魔界の民】がいると思わせたら、信じるかもしれません」

　と女性幹部が主張する。

「なるほど。だが、ゲレールター様の存在を向こうは気づいているか？」

　とある幹部が疑問を口にした。

「十中八九、気づいてるだろうね」

　ゲレールター自身が答える。

「敵にはエルフだってついてるんだろう？　エルフは我々に引けを取らないほど知識を蓄えた者もいる。地上の魔術知識と技術ではできないことを君たちがやっていると、分からないほどマヌケじゃないだろう」

「そんなマヌケなら我々がここまで追い込まれてないでしょうな」

　総裁は嘆息してゲレールターの考えを肯定した。

「敵は強大だという意識が徹底できてないね」

　ゲレールターのおだやかな一言に幹部たちが震えあがる。

「も、申し訳ありません！」

「肝に銘じます！」

　必死に叫ぶ彼らに対してゲレールターは冷めた視線を送る。

「まあ今君たちを咎とがめてる余裕なんてないからね」

「寛大なお心、感謝いたします！」

　幹部たちは安心しながらも力いっぱい叫ぶ。

「さて、君たちの意識が統一されたことで次の話ができるね」

　ゲレールターはそう言うと黒い腕輪を取り出す。

「これは特殊な魔術具で、死体を魔力に変換できるんだよ。これを使えば今後の作戦を有利に運ぶことができるだろう」

「死体を魔力に？」

　総裁以下、必死に頭を働かせる。

　死体さえ用意できればいくらでも魔力を貯ためることができるのは大きい。

「まだ君たちに渡した魔術具は残っているね？」

「はい」

　一同はうなずく。

　いくつかの魔術具は失ってしまったが、帝国との戦いに参加しなかった者たちのものは無傷で残っている。

「色々と使って死体を量産し、魔力をかき集めるんだ。それを実行することで次のステージへと君たちは進めるだろう」

「おお」

　総裁以下の幹部たちは希望で表情を輝かせた。

「大いなる明日のために」

「大いなる明日のために」

　彼らはそう誓い合って互いの成功を祈り、解散する。

（……そろそろかな）

　ゲレールターは人間たちを見ながらそんなことを考えた。







第一話　反撃準備




「結局、《紫し眼がん導どう師し》とやらから大して情報は引き出せなかったな」

　マヌエルが舌打ちする。

　少し前にクロードに討うたれた《紫眼導師》のことを彼は会議で話題に出した。

「これで『闇の手』が動き出せばいいけどよ」

　時間が経たって疑問や不安が湧わいてきたらしい。

　そしてじろりとアリアを見る。

「で、今後の動きを予想してもらえるんだろうな？」

「できることはします」

　アリアは怯ひるまずに言った。

　彼女は自分が置かれた立場を理解している。

『闇の手』が今後どう動くのか、思いつくことを全て話さなければならない。

　そして的中率も必要とされるだろう。

　でなければ裏切ったふりをして混乱を招いたと判断され、処刑されてしまう。

　今度こそバルトロメウスも助けてくれないに違いない。

　自分と妹を守れるのは自分の情報と予想のみ。

（上手うまくやってみせる）

　と彼女は固い決意で臨む。

「総裁の性格とこれまでの行動パターン的に何らかの行動には出るでしょうが、《紫眼導師》の奪回を試みる可能性は低いと思います」

「理由は？」

　とクロードが聞く。

「私も《紫眼導師》も駒こまにすぎないからです」

「あなたはともかく《紫眼導師》は違うのではなくて？」

　シドーニエが疑問を口にする。

「私もそう思っていたのですが」

　アリアはそう言ってバルを見た。

「バルトロメウス様」

「何だ？」

　バルが聞くと、

「《紫眼導師》を捕らえた時、他ほかに誰もいなかったのですよね？」

　とアリアは問う。

「そうだ」

「私からすればありえないことなんです。理由は分かりませんが、《紫眼導師》の重要性が組織内で低くなっていたのではないかと」

「……重要な存在なら護衛になる戦力はつけられていたということか」

　バルの相手になるかどうかは別にして。

　その場にいたメンバーが同じ意見にたどり着く。

「となると《紫眼導師》の救出には動かず、別のことを行うわけか」

　皇帝はうなってアリアに問いかけた。

「ではその行動とは何だ？」

「分かりませんが、ゲレールターという一いつ角かく鬼きがついています。その能力の詳細は知りませんが、お話ししたように地上にはない魔術具を創つくることができます」

　一同の顔がいっせいにくもる。

　地上にはない凶悪な魔術具を創れる【魔界の民】など、どう考えても害悪だった。

「結局その一角鬼を倒さないとどうにもならないのか」

　イングウェイが話す。

「はい。総裁と同等以上の人望を集めていますから」

「【魔界の民】が本当にそいつらに優しいのかは疑問だがな」

　とマヌエルが言う。

「それでも縋すがるしかないのです」

　アリアは目を伏せて答える。

「ふん」

　バルと皇帝を除いた面子メンツが彼女に向ける視線は冷淡だった。

「アリアを連れて一角鬼とやらを探しに行けたらいいんだがな」

　とギーゼルヘールがぼやく。

「中央大陸まで船で二週間はかかる。ヴィルヘミーナが魔術で飛び続けたとしても十日ほどだ。それにアリアを保護した時点ですでに拠点は移しただろう」

　バルがそう返し、誰も異論は唱えない。

　ただ、シドーニエが別の意見を出す。

「けれど別の大陸までは行けないんじゃなくて？　中央大陸に乗り込むというアイデア自体はそんなに悪いものじゃないかもしれないわ」

「賛成だな」

　とミーナが言った。

「アリアを保護した時点で即座に実行していれば、何らかの手がかりくらいは見つけられたかもしれないぞ？」

　彼女は皮肉な顔で皇帝を見つめる。

　慎重な道を選んだことを遠回しに批判しているのだった。

「そうだな。過あやまちだったかもしれぬと認めよう」

　皇帝はあっさりそう言う。

「陛下……」

　宰さい相しようをはじめ何人かが複雑な顔になる。

　己の非を率直に認める器の大きさが彼の美点の一つだ。

「大切なのはここから挽ばん回かいすることだ」

　と皇帝は発言する。

「ああ、さっさと善後策を出せ」

　ミーナはそれを咎めず命令口調で催促した。

「ミーナ」

　みなのイライラが募りはじめたところでバルが声をかける。

　ミーナはうなずいて少し後ろに下がった。

「今すぐ思いつく案はアリア、ヴィルヘミーナ、クロードの三名を中央大陸に派遣することだな」

　と皇帝は言って全員を驚かせる。

「どうしてそのメンバーなのですか？」

　宰相が最初にたずねた。

「ヴィルヘミーナはあくまでも魔術師だし、もう一人接近戦に長たけた者がいたほうが堅実だろう」

「なぜバルトロメウス様ではないのだ？」

　皇帝の返しを聞いたミーナが、無感情の言葉を放つ。

「バルトロメウスとそなたを同時に送ったら、中央大陸を征服するつもりだと誤解されるだろう。そして解くのは非常に困難となる」

　皇帝の答えにミーナを除く八神輝レーヴアテインがなるほどとうなずいた。

「クロードでもあまり変わらない気がするが」

　ミーナが疑問を口にする。

「クロードは帝都防衛の任があると誰もが思っている。だからそれだけの事態なのだと言い訳が成り立つ」

　相手がどう思うかより、帝国が言い訳をしやすいかどうかが重視される。

「たしかにクロードは残されると思っていました」

　とバルが意表を突かれたと認めた。

「バルトロメウスとヴィルヘミーナのコンビが最強だろうが、実のところこの二人を組ませる戦略的効果は乏しい」

　皇帝の発言は正しいとバルは思うし、ミーナですら否定しない。

　バルとミーナこそ八神輝レーヴアテインの双璧で、できれば別の場所に配置したいものだ。

「分かった」

　とミーナは言う。

　正しさは理解するが感情は認めていない顔だった。

「残りのメンバーは待機ですか？」

　バルが聞く。

「そうだ。敵は『闇の手』ばかりとはかぎらん」

　皇帝が言うと、宰相が言葉を継いだ。

「王国の動きは不穏だし、聖国は戦力を失ったことで魔物たちの動きが活発になってきている。戦力を残しておかねば」

　仕方ないという空気が流れる。

「何かあれば追って連絡する」

　と皇帝の一言で解散となった。

　歩き出したアリアへクロードとミーナが寄っていく。

「そういうことになったんだ。相談させてもらおう」

　クロードがそう声をかける。

「いやだとは言わせんぞ」

　とミーナはつけ加える。

「もちろんです。私は『闇の手』から見れば裏切り者でしょう。帝国に勝っていただかないと、リリが危ない」

　アリアの中では自分の安全は入っていない。

　無意識のうちにそのことを明かしている。

「帝国は負けぬ」

　クロードはおだやかに笑って言ってアリアはうなずく。

　負けるはずがないと思うが油断はできない。

「とりあえず準備が必要だ。十日ほどの水と食料を用意しておけ」

　ミーナが二人に告げる。

「承知している。私が全員分を手配しよう」

　クロードが答えた。

　ミーナはともかくアリアには苦しいと考えてだ。

「そのほうがいいな」

　ミーナも賛成する。

　アリアは黙って頭を下げた。

　クロードはともかくミーナは単に任務のためだろうが。

「中央大陸の端に上陸することになるだろう。そこからはアリアが案内をやるんだぞ？」

「分かっています」

　ミーナの言葉に彼女は大きくうなずく。

　ミーナにクロードという強大な戦力を効果的に機能させられるかどうかは、自分の案内ぶりにかかっている。

　責任重大だとアリアは自覚していた。




「さて、あいつらは上手うまくやれるのかねえ？」

　マヌエルは皮肉たっぷりに隣を歩くバルとシドーニエに言った。

「大丈夫だろう」

　バルは楽観的な反応をする。

「ヴィルヘミーナが他の奴やつらと仲よくやれると思ってんのか？」

　マヌエルは彼に対して懐疑的な目を向けた。

「たしかにクロードはあなたの次くらいにヴィルヘミーナと上手くやれますが、あくまでも他の者と比べた話ですわよ？」

　シドーニエもマヌエル寄りの態度だった。

「拒否しなかったんだから大丈夫さ。決まったことを後からひっくり返すようなまねをする奴じゃない」

　とバルは言う。

　彼はミーナの性格をよく理解している。

「あなたがそう言うなら安心かしら」

　シドーニエはそう言った。
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「だといいがな」

　マヌエルのほうはまだ疑っている。

「むしろ問題は私たちのほうだろう」

　バルが言うと彼は首をかしげた。

「何かあったっけ？」

「何もないから動きようがない」

　とバルは告げる。

「待つのはつらいですね。敵がいるとはっきりしているのに」

　シドーニエが共感を示す。

「守るもんがあるんだから仕方ねえよ」

　マヌエルは忌いま々いましそうに言った。

　バルは少し考え込む。

「どうかしました？」

　シドーニエがそれに気づき話しかける。

「いや、いいアイデアは浮かんだんだが、実行を認められるか不安だなと思ってね」

　バルはそう答えた。

「何だそりゃ？　実行できないならいいアイデアとは言えねえだろ」

　マヌエルが訝いぶかしげに言う。

「まあな。陛下に相談してくる」

　と言ってバルは踵きびすを返す。

「おい」

「いいのではなくて？」

　呼び止めようとしたマヌエルを、シドーニエが制止する。

「見込みがあるなら陛下が採用されるでしょう」

「そりゃそうだが」

　マヌエルはちょっと迷って結局バルをそのまま行かせた。

　バルが戻ってきた時、皇帝と宰相と重臣たちは次の話に移っていた。

「バルトロメウス、どうかしたか？」

　バルが声をかけるより早く気づいた皇帝が、視線を彼に向ける。

「一つアイデアを思いつきました」

「聞こう」

　バルの発言でその場にいる面子はみなが興味を持ったようだった。

「私が冒険者として中央大陸に派遣されるというのはいかがでしょう？」

　彼はそう提案する。

「アイデアは面白いな」

　と皇帝は言った。

「バルトロメウス殿はたしか六級になったところでは？」

　宰相が聞く。

「ええ、そうですが」

　バルが答えると彼は難しい顔をして目を閉じる。

「六級冒険者を大陸の外に出す理由を考えるのが至難の業わざと言えるだろう」

　と皇帝が宰相の気持ちを代弁する。

「それはまだ思いついていません」

　バルは正直に答えた。

「そこを埋められたらあるいは、だな」

　宰相はそう返す。

「他国と協議する必要はあるだろうからな」

　皇帝はそう言いつつ考え込む。

「エルフの協力を得られればあるいは……」

「何か妙案でも？」

　彼の口ぶりに宰相が聞いた。

「エルフなら大陸をまたいで調査に乗り出すのはさほど不自然ではあるまい」

「おお、なるほど」

　最後まで言われなくても宰相には伝わる。

「エルフから人手を出すように頼まれたので、冒険者を出すわけですか」

「うむ。未知の土地を調べるなら騎き士しよりも冒険者のほうが向いている」

　皇帝の言葉にバルは納得した。

「さすが陛下、名案です」

　バルは喜んだ。

「六級冒険者を選ぶ理由がまだだがな」

　と皇帝が苦笑する。

「他大陸ともなれば後方支援要員も必要でしょう。それでしたら下級冒険者が必要になってもかまわないのでは？」

　そこで宰相が口を挟む。

「その通りですね」

　とバルは答える。

　上級冒険者が戦闘を担当し、下級冒険者が支援補給を担当するというのはそれなりにあることだった。

「他ほかの大陸のことは分かりませんが、国内では普通にありえますしね。怪しまれることはないでしょう」

「ならその方向で話を進めるか」

　と皇帝が言う。

「バルトロメウス殿も送ってしまってよいのですか？　守りが手薄になりますが」

　宰相が皇帝に問う。

「たしかにな」

　皇帝はうなずく。

　バル、ミーナ、クロードの三強がいなくなってしまうと、実際はさておき心理的に不安を覚えてしまう。

「八神輝レーヴアテインが五名残っていれば対処可能だろう。楽観は禁物だが。それよりも中央大陸か帝国内かどちらかで『闇の手』との決戦になる可能性が高い」

とつぶやいてから慎重な皇帝はここで決断を下す。

「撤回はなしだ。この件で『闇の手』を壊滅させ、一連の事件に終止符を打つ」

「はっ」

　皇帝の決定に異論は出なかった。

　重臣一同もいい加減『闇の手』の問題を解決したかったのだ。

「そのためにはいろいろと打つ手がございますな」

　大臣の一人が言う。

「うむ。バルトロメウス、下がってくれ」

　と皇帝は命令した。

「分かりました」

　バルは皇帝に一礼して引き下がる。

　彼はあくまでも戦力で、戦略を練るのは他の者の仕事だ。

　再度退出したバルを待っていたのはミーナだった。

「ミーナ、クロードやアリアとの打ちあわせはどうした？」

「済ませました」

　ミーナはしれっと答える。

　バルは顔をしかめて聞く。

「詳細を話せ」

「私が彼らを魔術で運び、着いた後は地道にアリアが知る土地を行く。それ以上に現段階では計画を組みようがないと判断しました」

　ミーナは悪びれず話す。

「それはそうだな」

　バルは同意する。

『闇の手』側に気け取どられないためには目立つことはできない。

　そうなると実行できることは自然と少なくなる。

「バルトロメウス様はどうなさったのですか？」

　先ほど一人出てきた理由を聞かれたのだろう。

「私もおそらくだが中央大陸に行くことになる」

「えっ」

　よほど意表を突かれたらしく、彼女は珍しく目を丸くする。

「バルトロメウス様が、ですか？」

　疑問を持った彼女に彼は手早く説明する。

「そういうわけだ。私とお前とクロードの三人が行けば、だいたいは何とかなるだろう。おそらく別行動だろうが」

　バルの言葉にミーナはうなずく。

「お互い目立つわけにはいかないですから」

　そして首をかしげる。

「しかし、冒険者を中央大陸に派遣しても、上手く探せるでしょうか？」

『闇の手』はそこまで甘い相手ではないとミーナは思う。

「何かひと工夫が必要だろうな」

　とバルは認める。

　今のところバルたち三名を送り出す方策があるだけで、現地に着いてからどうするのかという作戦が足りない。

「あと一手か二手足りませんね」

「それは私たちだけで考えず、エルフなどの知恵も借りたらどうかな」

　ミーナの指摘にバルは答える。

「奴らですか？」

「人間にはできない発想に期待しよう」

　渋じゆう面めんを作ったミーナにバルは言う。

　別に彼女を責めているわけではなく、彼女もそれを分かっているのでうなずいた。

「我々ができることは当面ないのですね」

「何かあればいいんだがな。目的を達成するための魔術具作りとか」

　バルが口にしたのは思い付きだった。

「そうですね。シュタルク・オルドヌングなら、昔の道具が何か残っているかもしれませんね」

　ミーナは同意を示す。

「もっとも我々が行った時に何も言われなかったのだから、期待はできないんじゃないか？」

　バルは首をかしげる。

「ごもっともですが、案外分かりませんよ。あれ以降、本格的に過去の情報や道具を探しはじめた可能性は高いと思います」

　ミーナはそう答えた。

「何せエルフは人間と感覚が違います。エルフの一年は人間の一日くらいだと思っていたほうがよいでしょう」

「なるほどな」

　バルは納得する。

「つまりエルフの知恵には期待できるわけだ」

　と彼は前向きに受け取った。

「御ぎよ意い」

　ミーナはうれしそうに答える。

　ゴチャゴチャ言わない彼の精神はとても好ましい。

「ところでバルトロメウス様」

「どうした、改まって？」

　かしこまった風さえあるミーナにバルは聞いた。

「事情が事情ですから、五級を目指してみるのはいかがですか？」

　と彼女は提案する。

「五級にあがっておいたほうが、巻き込む冒険者がマシになるか」

「御意」

　彼女の言いたいことをバルは理解した。

　対外的な名目を用意してバルを中央大陸に送るのは確定事項だ。

　その場合、隠かくれ蓑みの代わりに他の冒険者も派遣されるだろう。

　バルが五級になっていれば五級まで自然に連れていけるが、六級のままだと怪しまれないために他の六級を選出する必要がある。

「冒険者になった以上、死のリスクを覚悟せよとバルトロメウス様は言える方ではないですものね」

　というミーナの指摘は正しい。

　バルは割り切ることはできても最初から突き放すのは、性格上厳しいことだった。

「甘いと思うか？」

「思いますが、美徳でしょう」

　バルの問いにミーナはそう返す。

　彼に関してはかなり判定が甘くなるミーナだった。

　彼らはさらに簡単な話をして別れる。







第二話　結婚の話




　バルは極秘にイェレミニアスと接触していた。

　いつかのようにギルド本部を訪れたのではなく、冒険者として相談があるという形をとった。

「いらっしゃい」

　彼を出迎えたのは銀髪の美び貌ぼうを持ったイェレミニアスの妻ライザである。

　バルを招き入れた彼女は鼻歌を歌いながらお茶を出す。

　そこへイェレミニアスが来て三人がソファーで向かい合う。

「で、冒険者としての相談って何だ？」

　イェレミニアスが率直に聞く。

「ミーナと相談して私が五級にあがったほうが都合がいいと考えてね」

　バルは簡単に説明する。

　ライザはヴァインベルガー将軍の実の妹で、現役の近この衛え騎き士しで元々バルの素顔を知っている人物だ。

　だから彼は秘密保持に不安を抱いていない。

「たしかにそうだろうけど、あなたはちょっと長く七級でいすぎたわね」

　とライザが指摘する。

「その通りだ。だから相談しに来たんだよ」

　バルは苦笑気味に答えた。

「今さら実力が伸びたとは言えないわね」

　ライザはそう言う。

　まず無理なことを挙げていく手法でいくらしい。

「遅咲きで伸びてくるタイプがいないわけじゃないが」

　とイェレミニアスは言う。

　バルの実際の知り合いに存在しているので頭ごなしには否定しない。

「そうだな。だが、私の場合きっかけがない」

　バルが答えると、

「いい例はすでに経験したな」

　イェレミニアスはそう切り返す。

　バルが六級になる事件のことを言っているのだ。

「たしかにな」

　もう一度起きることは期待してはいけないのものだ。

「次は現実的な線を考えてみましょうか」

「そうだな」

　ライザの提案にバルは同意する。

　そちらのほうが早そうだったからだ。

「何らかの手柄を立てて五級に昇格する」

　とバルは言う。

　さっきのアイデアと似て非なるものだ。

「あるいは五級パーティーに必要とされる技能を認められるとかね」

　ライザは言った。

「たしかに現実的だが、私は知り合いを増やしすぎたからな」

　バルは嘆息する。

　帝都の五級は全員知っていて、彼が必要なパーティーはないと断言できた。

「発想を変えよう」

　とイェレミニアスがつぶやく。

「何か思いついたのか？」

　バルが聞くと彼はうなずいた。

「五級冒険者じゃなくて、六級にしたらどうか？」

「なるほど」

　バルは彼の言いたいことを察する。

「私が入れば五級になれそうなパーティーを、ということか」

「そうだ。それならいくつか心当たりもある」

　イェレミニアスは小さく首を縦に振った。

「私もあるな」

　バルも言ったがあまり気乗りしない態度だった。

「自分が入るせいで危険が増えると思っているのか？」

　イェレミニアスが聞く。

「まあな。傲ごう慢まんなんだろうが」

　バルが自じ嘲ちようすると、

「そうだな。冒険者が危険な目に遭うのは自己責任だ」

　イェレミニアスはきっぱりと言い切る。

「他ほかにも道はあるのにあえて危険なものを選んだのは彼ら自身だろう？　自分の意志で選んだ結果の責任は、自分で負うべきだ」

「正論だな」

　バルは苦笑する。

「もっともみだりにリスクを強制する気はないが」

　とイェレミニアスは言う。

「中央大陸にもギルドはあるんでしょ？　あっちにも戦力を出してもらえばいいんじゃない？」

　ライザがそう提案する。

「もちろんそのつもりだが、あちらの情報は少ない」

　イェレミニアスは渋い顔をした。

「どれくらいの戦力がいるのか、信頼できる人材がいるのかさえも分かっていないんだ」

「いたところで残っているかどうかだな」

　バルが声を低める。

　これにイェレミニアスとライザがハッとした。

「そうだな」

「『闇の手』にやられてる可能性はあるわね」

　それも想定すべきことだ。

「となると一気に厳しくなるな」

　イェレミニアスの顔がけわしくなる。

「バルトロメウス、クロード、ヴィルヘミーナを送り込むんだから平気だろうけど……」

　ライザの歯切れもよくない。

「案内役が期待できないのは厳しいな」

　とバルは言う。

　彼は敵を捉とらえてからが仕事だ。

　敵を捉えるまでを信頼できる相手に任せられるなら、そのほうがよい。

「アリアに頑張ってもらうか」

　イェレミニアスは結論を出す。

「そもそもクロードとヴィルヘミーナがいれば過剰戦力だろ」

　この意見にバルは返答に迷う。

　一国を滅ぼすことが可能な二人を送ったと中央大陸に知られたら、間違いなく外交問題に発展するだろう。

「まだ分からない」

　とバルはようやく言った。

「と言うと？」

　イェレミニアスは彼を見る。

「追い詰められたゴブリンはオークを倒すって警句を知ってるだろう」

　バルが言うと、

「ああ」

　イェレミニアスはすぐにピンときた。

「何それ？」

　冒険者の警句だからか、騎士のライザは知らなかったらしい。

「弱者だって追い詰められると強者を倒せる力を発揮するって意味だよ」

　イェレミニアスが妻に教える。

「……他の面子メンツはともかく【魔界の民】は怖いわね」

　ライザはバルが何を言いたいのかすぐに気づいた。

「偶発的要因もあったかもしれないが、元げん帥すいクラスが召喚されたからな」

　バルは懸念材料をはっきりと口にする。

「戦ってみてどうだった？」

　イェレミニアスは改めて聞いた。

「ミーナとクロード以外は危ういな」

　とバルは答える。

「ヴィルヘミーナとクロードを選んだ陛下は正しいということか」

　イェレミニアスはうなる。

「ああ。私が気にしていることを念頭に置いた選出だと思う」

　バルはそう答えた。

　慎重で思慮深い皇帝のことだからと確信している。

「何か話がズレちゃったねえ」

　ライザが笑い、男たちも苦笑した。

「一緒に五級にあがれるチームを探すということでいいか」

　イェレミニアスが念を押すように聞く。

「ああ」

　バルはうなずいた。

　あくまでも同意の上でならウダウダ言うまいと思う。

（一緒にいるなら守りようもあるからな）

　と過保護なことを考えてもいるが。

「こっそり手を回しておこう」

　イェレミニアスがニヤリと笑う。

「怪しまれるなよ」

　バルは念押しをする。

「怪しむどころじゃないだろうよ、冒険者たちにはな」

　と答えたイェレミニアスの顔はいたずら小僧そのものだった。

「悪あく童どうイェレミニアス」

　バルがつぶやくと、

「なつかしい呼び名だな」

　イェレミニアスは笑う。

「男同士だけで分かり合ってる感じがちょいと気持ち悪いね」

　ライザが皮肉を言った。

「はは、すまん。だから拗すねるな」

　イェレミニアスは苦笑して妻を抱き寄せる。

「イチャつくのは二人きりの時にやってくれ」

　バルは年長の友に抗議をした。

「もちろん、そのつもりだ」

　イェレミニアスの言葉にライザは満足する。

「バルトロメウスの用件はそれだけか？」

「ああ。他にはないな」

　少なくともイェレミニアスに相談したいことは以上だ。

　バルが言うと、ライザが口を出す。

「ならこっちから質問したいことがある」

「何だ？」

　彼女が何を言うのだろうとバルは首をひねる。

「あんたの嫁についてだ」

　バルが顔をしかめると、

「そんな嫌がるなよ。あんただって結婚しなきゃだろ」

　とライザは言う。

「願望がないわけじゃないが、押し付けられたくはないな」

　バルはそう答える。

　かすかに嫌悪がにじんだのは政略結婚を持ちかけられたことを思い出したからだ。

「分からんでもない。同じ平民同士だからな」

　とイェレミニアスは共感する。

「ああ、好きな相手と結婚したいって平民は思うわけね」

　ライザが目を細めた。

　ヴァインベルガー家の令嬢だった彼女には理解できないのだろう。

「どちらがよいかなんて意味ない仮定ではあるが」

　イェレミニアスはあやふやな言い方をする。

「好いた相手と政略結婚するという道もあるぞ？」

「私たちみたいね」

　ライザがにやりと笑う。

「まあ、ライザが嫌いな男と素直に結婚するタイプとは思えないな」

　バルは笑みを返す。

「何だ、分かってるじゃないか」

　ライザは満足そうに胸を張る。

「あんたの周りの女だって大人しく政略に従って結婚するタマじゃない子が、何人もいるじゃないか」

　バルはその言い方でピンとくる。

「ヴィルヘミーナやシドーニエか」

　彼女たちはたしかに自分が納得しないかぎり、誰とも結婚しないだろう。

　シドーニエは貴族令嬢でもあるので、皇帝も胃が痛いに違いない。

「ベアーテ皇女もよ」

　ライザは何を言ってるのかという顔で名前を出す。

　バルは危うく吹き出すところだった。

「彼女はさすがに年が離れすぎているだろう」

　彼は一般論を口にするが、この際説得力はない。

「そうかしら？」

　ライザは意味ありげに首をひねり、

「皇女がなついている異性はお前くらいしかいないぞ、バルトロメウス」

　イェレミニアスが真顔で指摘する。

「……」

　バルは否定しようとして、言葉が出てこなかった。

　たしかにベアーテと最も親しい異性は彼になる。

「だからと言って」

　バルが言い返そうとすると、

「帝国最強の男と、帝国の皇女。理想的な縁組だな」

　イェレミニアスがかぶせてくる。

「勝手なことを言うなよ」

　バルはあきれてため息をついた。

「たしかに勝手な話だけど、政略ってそんなものよ？」

　ライザが言う。

「あなたに言われると説得力があるな」

　バルはその点だけは認める。

「でしょ」

　ライザはにやりと笑う。

「皇女相手なら皇帝陛下の意思が大切だろ」

　バルは話に終止符を打つ一言を放つ。

「そりゃそうだ」

　イェレミニアスは笑って同意する。

「実際、あんたがいつまでも独身ってのは問題だよ。反省しておくれ」

　とライザは言った。

「気になる女性がいるなら、宰さい相しようが何とかしてくれると思うが」

「いないな」

　バルは真ま面じ目めな顔で答える。

　それ以上言うなという意思表示だ。

「もったいないね」

　ライザは舌打ちする。

「言われるのは慣れた」

　バルはにべもなく答えた。

「その辺にしておこう」

　イェレミニアスが妻をたしなめる。

「分かったよ」

　ライザも旦だん那なに言われて引き下がった。

「詫わび代わりにご飯をごちそうするよ。食べていきな」

　と彼女は言う。

「ライザの手料理か？」

「悪いかい？」

　バルの問いにライザが聞き返す。

「悪くはないが珍しいな」

　ライザという女性は、料理はできるが嫌いという女性だった。

　イェレミニアスは意外と料理好きなのでお似合いなのだが。

「ありがたく思うんだね」

　恩着せがましい言い方だが、不思議とライザが言うと不快感はない。

「ああ。感謝しよう」

　バルが微笑ほほえみながら返すとライザは立ち上がった。

「さすがだな」

　彼女が部屋から出て行ったところでイェレミニアスが言う。

「何がだ？」

「ライザと上手うまくつき合えることだ」

　イェレミニアスは感心したという目でバルを見る。

「じゃじゃ馬扱いされていたという話は事実なんだろうなとは思う」

　バルはそんな言い方をあえて選ぶ。

「はは、あいつも隠す気はなさそうだからな」

　イェレミニアスは笑って答える。

「お前だって『暴ぼう虎こ』とか呼ばれているんだからお似合いだな」

「まったくだ！」

　バルの言葉で彼は哄こう笑しようした。

「しかし、食事ができるまではヒマだな」

　とイェレミニアスは言う。

「まあな」

　バルも同意する。

　彼らはどちらも話題が豊富なタイプではない。

「じゃあ軽く手合わせでもしないか？　最近体がなまっていてな」

　イェレミニアスは右腕をぐるぐる回しながら言った。

「総長もしょせんは組織のトップというわけか？」

　バルがからかうようにたずねる。

「ああ。自分で勝手気ままに動くわけにはいかん」

　イェレミニアスは苦笑した。

「それは不安だな。お前は非常時の戦力なんだから」

　とバルは真剣に言う。

　八神輝レーヴアテインや上級冒険者のおかげで彼は第一線から外されているが、いざという時は戦力として計算されるはずだ。

「分かっている。だからこその頼みだ」

「承知した」

　バルはうなずく。

　もっともな理由なら断ることもない。

「だがどこでやる？　外ではまずくないか」

　とバルが言った。

　できれば彼とイェレミニアスの戦いは知られたくない。

「まあ俺がなまってるとバレるのもまずいからな」

　イェレミニアスも察した。

「ヴィルヘミーナがいれば頼めたんだが」

「今は別件で近くにいないな」

　バルは答えて二人で残念がる。

「ライザに相談してみないか？」

　とバルは提案した。

　騎士で実家がヴァインベルガーの彼女なら、何かいいツテがあるのではないかと期待したのである。

「ふむ」

　イェレミニアスは一瞬だけ迷った。

「やむを得ないな」

　気乗りしない顔で立ち上がる。

「頼んでみよう」

　そう言って部屋を出ていく。

　彼が頼みに行くのが筋なのでバルは黙って見送る。

　ほどなくして左頰ほおを真っ赤にしてイェレミニアスは戻ってきた。

「戦うことしか考えられないのか、馬鹿男どもだそうだ」

「正論だな」

　バルは苦笑する。

　的確すぎて反論する気にもなれない。

「じゃあ失敗か」

　仕方ないとバルは思う。

　突然言い出して何とかしろというのは身勝手だ。

「いや、許可は出た。彼女が使っていた魔術具を貸してくれるそうだ」

「許可は出たのか？」

　会話の流れ的にダメだったと思っていたバルは目を丸くする。

「ああ。食事ができたら終われって条件は出された」

「当然だな。先約はあっちなんだから」

　バルはライザの条件はもっともだと思う。

　食事の準備がはじまった後で戦おうと言い出したのだから。

「それになまってるお前じゃ大して時間かからないだろう」

　そしてバルは挑発的な言い方をする。

「何を？」

　イェレミニアスは苦笑しながらも乗っかってきた。

「三合ごうくらいは打ち合ってみせるぞ」

「微妙に情けないな」

　しかも現実的なのでバルとしては反応に困る。

「お前と三合打ち合えるのは帝国で何人いる？　八神輝レーヴアテインくらいじゃないか？」

　イェレミニアスは開き直ったように問いかけた。

「ヴァインベルガーとライヘンバッハはいけるはずだが」

　バルは真面目に答える。

「九人じゃないか」

　十分すごいだろうとイェレミニアスは胸を張った。

「乗っておいて何だが、私が肯定してもいいのか？」

　バルは冷静に考えてしまう。

「そこは豪快な対応でいいんじゃないか。頂点としてな」

　イェレミニアスは気楽に言うが、

「性に合わない」

　バルは割りきれず渋じゆう面めんを作る。

「まあいい。会話はここまでだ。時間に猶予はないからな」

　イェレミニアスはそう言ってポケットから壺つぼタイプの魔術具を取り出す。

「それか、ライザから借りたのは？」

　とバルが問う。

「ああ。実際に使ってみせよう」

　イェレミニアスが壺をなでると二人は中に吸い込まれる。

　壺の中は何もない虚きよ無むの空間が広がっていた。







第三話　轟雷の暴虎




「へえ、こんな風になっているのか」

　バルは物珍しそうに見てから、

「隠れるには打ってつけじゃないか？」

　と感想を言う。

「残念ながら外にいる奴やつが壺に触ると、中にいる人間は強制的に外に放り出される仕組みらしい」

　イェレミニアスが笑いながら答える。

「何だ」

　バルは少しだけ本気で残念だった。

「閉じ込められて外に出られなくなるというリスクを回避する、緊急機能だそうだ」

「そりゃもっともな機能だ」

　説明されたバルはついていて当然だとうなずく。

「ここなら戦えるし、時間が来ればライザが呼び出せるわけだな」

「そういうことだ」

　イェレミニアスはにやりと笑い、両拳こぶしを打ちつける。

　そして全身からピリピリと雷を放つ。

「さあ、はじめよう」

　イェレミニアスは全身に雷をまとう。

　その重圧は軽く一級冒険者たちのソレを超える。

「プレッシャー自体は変わってなさそうだな」

「大切なのは実戦感覚だろ？」

　イェレミニアスはそう言って地を蹴けった。

　雷をまとった移動は音と同じ速度を出せ、一撃は大地を軽く割る。

　その一撃をバルはひらりとかわし、反撃の蹴りをイェレミニアスの左側頭部へと繰り出す。

　イェレミニアスが左腕でとめた瞬間を狙ねらい、

「【エルヴス】」

　バルは光のビームを撃つ。

　イェレミニアスは間一髪で避よけて苦笑する。

「おいおい、いきなりか。容赦ないな」

「感覚取り戻したいなら容赦する必要ないだろう？」

　とバルは聞く。

「違いない」

　イェレミニアスは張りきった顔でうなずいた。

「もっとも今の一撃をかわせるなら大丈夫だと思いたいが」

　彼はそう評価する。

　八神輝レーヴアテインや特級冒険者はともかく、一級冒険者は無理な動きだろう。

「まあな。ただ昔のお前ならさらに反撃してきただろう」

　とバルは指摘した。

「そういう意味じゃなまってるのは確実だな」

「うむ。そうなんだろうな」

　イェレミニアスは苦い顔でうなずく。

「この体に昔の感覚を思い出してもらうとしよう」

　そう言って口を開いた。

【嵐ラン雷ライ吼コウ】

　虎の咆ほう哮こうとともに雷の嵐を放つイェレミニアスの得意技だ。

　バルの視界を塗り潰つぶすように襲いかかる。

　それをバルは上に飛んでかわす。

「そこだ、【雷ライ穿セン槍ソウ】！」

　雷の槍やりを形成して投げつける。

　空中では身動きが取れないというのは常識で、イェレミニアスは反射的に攻撃を仕かけたのだった。

（かかった）

　バルは魔力を足から強烈に噴き出して強引に向きを変え、さらに固体化させて疑似的な足場を作り出し、そこから跳ぶ。

「あ？」

　イェレミニアスが自分の失敗に気づいた時には遅く、バルは槍をかわして反撃を繰り出していた。

「【スプライトコール】」

　右手と左手から青白い光を放つ。

　二つの光は大きな弧を描きながら左右からイェレミニアスを襲う。

「うおお！」

【剛ゴウ雷ライ鎧ガイ】

　イェレミニアスは力を振り絞って全身に強烈な雷光をまとう。

　バルが放った光は雷の鎧によって相そう殺さいされる。

　だが、次の瞬間、バルの手刀がイェレミニアスの首に触れた。

「詰みだ」

「……さっきの一撃は防御を誘うためか」

　イェレミニアスは彼の意図を察する。

「そうだ。少しは戻ってきたか？」

「ああ」

　イェレミニアスはうなずき、次いで苦笑した。

「かなり手加減してもらってこのザマか」

「なかなか強かったぞ」

　バルは素直に褒める。

　なかなかとつけたのは、彼の心情を汲くんだからだ。

「だといいんだがな」

　イェレミニアスは考え込み、そしてバルに聞く。

「どれくらいの強さだと思う？」

「一級冒険者よりは強い程度だろうな」

　バルは正直に言った。

「そうか」

　イェレミニアスはため息をつく。

　そこで彼らの体が急激な力で外に引っ張られる。

「おっと時間がきたか」

　光に包まれ、そして次の瞬間には壺の外に出ていた。

　戻ってきた彼らを見てライザが鼻を鳴らす。

「男ども、そろそろ飯の時間だよ」

「ああ、すまない」

　イェレミニアスは詫わび、

「ありがとう」

　バルは礼を言う。

「で、首尾はどうなんだい？　ダイニングに来てから聞かせてもらおうか」

　ライザの後に二人は続いて部屋を出て廊下を歩き、広々としたダイニングに着く。

　三人分のスープ、焼いた肉などが並んでいる。

「昔ならギーゼルヘールといい勝負ができたんだが、かなり衰えたか」

　席に着くや否いなや、イェレミニアスは嘆く。

「現場から何年も離れていたんだからやむをえまい」

　バルが慰める。

「ふん、サボってたこの男が悪いよ」

　ライザは容赦なく言った。

「はっきり言うな」

　イェレミニアスは妻の舌ぜつ鋒ぽうに慣れているので笑って流す。

「日頃の備えが足りなかったってことだろ、要約すればさ」

「その通りだな」

　バルは彼女の正しさを認める。

「帝国が妙なことに巻き込まれはじめたのは分かってたのに、手を打たなかった奴の責任ということだな」

　イェレミニアスは反省した。

「そろそろ止やめないか？　せっかくの食事なんだから」

　とバルは提案する。

「だね。ほら、ウジウジするな！」

　とライザがパーンとイェレミニアスの背中を叩たたく。

「大した激励だ」

　バルは感心する。

　イェレミニアスにここまで言える存在はなかなかいない。

　よい奥さんを持ったなと彼は感じる。

「弱音を吐く暇もないな」

　イェレミニアスは苦笑して食器に手を伸ばす。

「弱音を吐くなとは言わないよ。ただ、大事なのはこれからだろ？」

　ライザは言う。

「同感だ」

　バルはうなずいて、

「八神輝レーヴアテインたちと連戦してみればどうだ？」

　とイェレミニアスに提案する。

「それはいいね！」

　ライザがすばやく賛成した。

「後七回も戦えばある程度は勘だって戻るだろう」

「戦ってくれる相手を探さないとな」

　イェレミニアスは真剣に検討する。

「何なら私が八回戦ってもいいが」

　バルが言うと、彼は首を横に振った。

「お前は中央大陸行きのための準備があるだろう。そっちを頑張ってくれ」

「分かった」

　イェレミニアスの言うことはもっともだとバルは引き下がる。

「代わりにミーナに頼んでみよう」

　アイデアを新しく出しておく。

「ヴィルヘミーナか」

　イェレミニアスは複雑な顔をする。

「今のあんたが戦ったら殺されるんじゃない？」

　ライザがズバリと言ってのけた。

「そこまでミーナは手加減が下手じゃないよ」

　とバルが苦笑する。

「まあその気になればいつでも殺せると思われてそうだが」

　イェレミニアスもつられて苦笑した。

「そこまで物騒じゃないって」

　バルは笑う。

　彼らも分かっていて言っていると承知しているので、注意しようとは思わない。

「ライザはミーナと戦ったことあるのか？」

「あるよ」

　バルの問いにライザは即答する。

「ボコボコにされた」

　彼女はそう言って肩をすくめた。

「むしろバルトロメウス以外にボコボコにされなかった奴はいるのか？」

　イェレミニアスは首をかしげる。

「私に聞かれてもな」

　バルは肩をすくめた。

「それもそうか」

　イェレミニアスは本気で知りたかったわけでもなかったようだ。

「ヴィルヘミーナ自身に聞いたってどうせ覚えてないだろうね」

　スープを飲みながらライザが言う。

「だろうな」

　バルはうなずいて肉を頰ほお張ばった。

「うん、美味うまい」

　飲み込んで彼は感想を言う。

　どうせ気の利いたことは言えないので率直で飾らない表現を選ぶ。

「どうも。バルトロメウスはちゃんと感想を言ってくれてありがたいね」

　とライザはじろりと隣に座る夫を見る。

「たまにしか作らないじゃないか！」

　イェレミニアスは心外だと言い返す。

「毎回感想を言ってくれたらちょっとはやる気が出るってもんだけどね」

　ライザの一言に彼はたじたじとなる。

（ライザのほうが上手だな）

　バルは微笑ましく夫婦喧げん嘩か（？）をながめていた。

「バルトロメウス、助けてくれ」

　イェレミニアスが情けない声で助けを求め、

「バルトロメウス、あんたからもこの男に何か言ってやりな」

　ライザは加勢を求めてくる。

「奥さんは大切にしろよ。私が言っても説得力ないだろうが」

　とバルは言った。

「説得力はないな」

　イェレミニアスが笑うと、

「罰ばちが当たるよ」

　とライザがもう一度彼を叩く。

「ぶっ」

　イェレミニアスはせき込んでしまう。

「今のはお前が悪いと思うぞ？」

　バルは同情しなかった。

　照れがあるとは言え、褒めないのはよくない。

　それくらいは彼でも何となく分かる。

「たまには素直になったらどうだ？」

「独り身に言われたくないなあ」

　イェレミニアスはそんなことを言い、バルは怪け訝げんに思う。

　彼が知るイェレミニアスはあまり意地を張る性格ではない。

「奥さん相手じゃ素直になれないのか。案外子どもじみたところもあるんだな」

　バルはにやりと笑う。

「うぐっ」

　図星を突かれたイェレミニアスは言葉に詰まる。

「バルトロメウスの勝ちだね。でかした！」

　ライザがバルにいい笑顔を向けた。

「男は惚ほれた相手だからこそ素直になれないっていう子どもっぽくて、面倒な一面もあるんだ。そこは分かってくれないか」

　バルは彼女にそう言う。

「そんなものなのかねえ」

　ライザも相手がバルということで、素直に聞けたようだった。

「少なくともイェレミニアスはそういうタイプだろうな」

　バルが言えば、

「それは分かる。想像しやすい」

　ライザは大いに納得する。

「二人とも」

　イェレミニアスの表情が情けなくなったので、二人して笑う。

「おかしいな。バルトロメウスに結婚をすすめる展開を狙っていたのだが」

　腕を組んで首をひねるイェレミニアスにバルは、

「残念だったな」

　と言ってポンと彼の肩を叩く。

「くっ」

　イェレミニアスは悔しそうに拳を握り締める。

「何かバルトロメウスの勝ちになったね」

　ライザは不本意そうだったが、異は唱えなかった。

「バルトロメウスと話す時はだいたいそうだ。気づいたらやり込められている」

「うーん、単に強いだけの男じゃないね」

　夫婦から感心の視線を浴びたバルは、すました表情で食事に戻る。

「この余裕が憎たらしいと思わないか、ライザ」

　とイェレミニアスが妻に話しかける。

「うーん、私はそうでもないね」

　ライザは同調しなかった。

「邪魔するぞ」

　そこへ遠くから声が聞こえる。

　全員にとって聞き覚えがある女性の声だ。

「ヴィルヘミーナか？」

　イェレミニアスが大きな声で呼びかける。

「ああ。バルトロメウス様がいらっしゃるはずだが？」

　ミーナの声は大きくないのに不思議と三人によく聞こえた。

「入ってくれ」

　イェレミニアスが許可を出すとほどなくしてエルフがダイニングに姿を見せる。

「いや、いいのか、これ？」

　バルは思わずイェレミニアスにたずねた。

　彼の反応次第ではミーナを[image: ]るつもりだったのだが、

「別にかまわない」

「ヴィルヘミーナが相手じゃね」

　ライザも諦め顔だった。

「黙って入ってこないだけまだ分別はあるというか……」

　イェレミニアスは小声で言う。

「おい、ミーナ」

「来客があったのに迎えに出ないほうも大概ですよね」

　たしなめようとしたバルに対して、ミーナは珍しく言い返す。

「それは否定できないな」

　公正でありたいと思うバルは認めざるを得ない。

「それにしてもお前の役目は終わったのか？」

「ええ」

　ミーナはバルの問いにうなずき、当然という顔で彼の隣に座る。

　ライザが立ち上がって彼女のためのお茶を準備しに行った。

「もしかしてミーナは意外とここに来てるのか？」

「ああ」

　イェレミニアスが短く肯定する。

「知らなかった」

　バルは意外だと認める。

「数か月に一度くらいですけどね。交流を持てとあなたがおっしゃったので」

　ミーナとしては彼の言いつけを守っているつもりだった。

「それはすまなかった」

　バルが謝ると、

「お気になさらず」

　ミーナは微笑んで許す。

「きちんと謝るのがバルトロメウスのいいとこだよね」

　お茶を手に戻ってきたライザが言って、じろりと旦だん那なを見る。

「うちのも見習ってほしいよ」

「バルトロメウス様ほどの器量、ザラにいるわけがない」

　不満をこぼしたライザにミーナは言い切る。

「照れずに言い切るのがヴィルヘミーナらしいな」

　イェレミニアスとライザは互いの顔を見合わせてため息をついた。

「まったくだな」

　とバルは少し恥ずかしい思いをしつつ同調する。

「事実を言って照れる意味が分からないが？」

　ミーナはそう言って首をかしげるありさまだった。

「これは重症じゃないか？」

「たしかにね」

　イェレミニアスとライザ夫婦は顔を見合わせて嘆息する。

「この二人は何を言いたいのです？」

　ミーナがバルに聞く。

「俺たちを結婚させたいらしい。簡単に言うと」

「はあ」

　バルの返事に彼女は生返事をする。

「驚いてはないな。嫌がってもないが」

　イェレミニアスが観察してそう言った。

「人間たちの考えそうなことだと呆あきれただけだ」

　ミーナは鼻で笑う。

「知りたいな、エルフの価値観」

「興味あるわね」

　ここぞとばかりにイェレミニアスとライザが言う。

「はっ」

　嘲ちよう笑しようがミーナの返事だった。

　まともに答えるつもりはないという意思表示である。

　こうなると彼らでは教えてもらえないので、バルが頼みだと二人の視線が一人の男に集まった。

「ミーナ、イェレミニアスが勘を取り戻すため、強敵との戦いを望んでいるようだぞ」

　バルに彼らの期待に応こたえる意思はない。

　そこで話題に出ていたことを打ち明ける。

「ちょっ!?」

　イェレミニアスは目を開き、腰を浮かす。

　いつかは話すべき用件だったが、タイミングが最悪だ。

「おや、そうなのですか？」

　ミーナは冷徹な笑みを浮かべる。

　イェレミニアスはもちろん、【魔界の民】ですら畏い怖ふしそうな凄すごみがあった。

「ではせいぜい尽力しましょう」

　というミーナの言葉が処刑宣言に聞こえた男がいる。

「ああ。本来の力を思い出させてやってくれ」

　バルは素敵な笑顔を浮かべて言った。







第四話　五級昇格クエストの話




　その後ミーナとイェレミニアスは七回戦い、イェレミニアスが七回ぼろ負けした。

「ひ、酷ひどい目に遭った」

　イェレミニアスは精根尽き果てた顔で倒れ込む。

「失礼な。ちゃんと殺さなかっただろう」

　ミーナは冷笑する。

「いいところ何もなかったね！」

　ライザはゲラゲラ笑う。

「手ごたえはどうだった、ミーナ？」

　とバルが問いかける。

「なまり方が酷いですね。【魔界の民】と戦いになっても、使い物にならない可能性が高いと思います」

　ミーナははっきりと言った。

「そうか。イェレミニアスが戦力外なのは痛いな」

　バルはため息をつく。

「それほどの敵が出てくるのかねえ」

　ライザは懐疑的だった。

「備えあれば憂うれいなしというだろう」

　ミーナが言う。

「帝国じゃなくて王国の言葉だったか？」

　バルが自分の記憶を探る。

「ええ。たしか西のほうでした」

「陛下は心の底から共感しそうだね」

　というライザの発言にバルはうなずいた。

「そうだな。さて私は二等エリアに戻る」

「ああ。五級冒険者に昇格するんだっけ」

　ライザはイェレミニアスを抱き起こしながら言う。

「ミーナ、飛ばしてくれるか？」

「はい」

　ミーナはバルに手を向けて魔術を発動させる。




　次の瞬間、バルは二等エリアの自宅に戻っていた。

「ふう」

　息を吐き出して服を着替える。

　次の日ギルドへと向かった。

　ドアを開ければニエベがいつもの笑顔で出迎えてくれる。

「いらっしゃい、バルさん」

「やあ」

　バルは何も知らない顔であいさつし、それから彼女にたずねた。

「何か手ごろな仕事はないかな？」

「最近、あんまりなかったですもんね」

　ニエベはうなずいてからニコッと笑う。

「そんなバルさんに朗報ですよ？」

「朗報？」

　バルのとぼけ方は堂に入っている。

　ニエベは気づかず得意そうに言った。

「現在は特別昇格クエストが設定されたんです」

「何だい、それ？」

　イェレミニアスの手回しかなと思いつつバルは不思議そうに聞く。

「最近続発している事件について調査するチームを編成するそうですよ」

　情報が断片的だなとバルは思う。

　ニエベはにっこり笑って言った。

「詳細はクエストに合格しないと話せないのですが、バルさんにとってはチャンスだと思いますよ」

「たしかにチャンスだね」

　バルは認める。

「五級になれたら受けられる依頼も増えるしね」

「そうですよ！　ぜひ！」

　ニエベはバルよりも明らかに張り切っていて、ぐいっと身を乗り出す。

「しかし、一人だと受けられないだろう？」

　バルは懸念を表す。

「ええ。五級への昇格チャレンジだと六級の方と組んでもらうことになります」

　ニエベが即答する。

「受けたい知り合いがいるかな」

　さすがのバルもそこまでは読めない。

「え、バルさん、本気で言ってますか？」

　ニエベが驚き半分、あきれ半分という顔で聞く。

　それでバルはピンとくる。

「もしかして？」

「はい」

　ニエベはにっこりと笑う。

「『野を駆けるリス』のみなさんも、そろそろ五級昇格が視野に入っていますよ」

　彼の予想通りだった。

「そうなんだ」

　バルは素直に驚きを表す。

　見込みがある三人だと思ってはいた。

　しかしこんなに早くその位置までくるとは。

「若者の成長は早いな」

　バルは思わずしみじみと言う。

「バルさん、何だかおじさんくさいですよ」

　ニエベが笑いながらからかう。

「俺はもうおじさんだよ」

「またまた～」

　バルの言葉を彼女は笑って受け流す。

　まともに取りあってもらえなかったバルは話を戻した。

「その三人はどこかな？　受けるなら四人一緒でなんだろう？」

　本人の知らないところで話が進んでいたという事態を防ぐためのルールだ。

　まるで冗談のようだが、ルールが制定される前には何度かあったという。

「ちょうど他ほかの依頼を受けて不在なんですよね」

　ニエベがえへっと笑う。

「俺に話をしておくように頼まれたわけか」

「ずばり的中です。さすがバルさん」

　拍手をする彼女にバルは仕方ないと息を吐く。

「戻ってくる日が分からないと待つのは難しいんだが」

　ただの冒険者のバルはお金にあまり余裕がない。

　だから何日も待てないというほうが自然だった。

「そろそろのはずなんですが」

　ニエベが少し困惑したところで、ギルドのドアが開く。

「ただいまあ！」

　少女の明るい声が聞こえる。

「あっ、バルさん！」

　次に喜びで華やいだ声。

　どちらもバルには聞き覚えがある。

「イェニー、ヘレナ、エーファか」

『野を駆けるリス』の三名で、後ろには『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』のメンバーもいた。

　彼に向かって笑顔を浮かべる女子たちは、どやどやと入ってくる。

「ニエベさん、つっかれたー！」

　と三人はまずニエベに甘えながら報告に行く。

　真っ先にバルのところに来ていれば、彼は注意しただろう。

　彼女たちもそれを理解できている。

　ただレナータはバルの横に立った。

「久しぶりよね、バルさん」

「そうだったっけ」

　バルはとぼけたわけではない。

「うれしくないの、バルさん？」

「うれしいよ？」

　甘えるようなレナータにバルは笑顔で返す。

「レナータは頑張ってる」

「相手は強大なのに」

『夜空の月桂樹』の面子メンツは好き好き言っている。

　そんな外野をよそにレナータは、

「じゃあもっとうれしそうな顔でお願い」

　と要求した。

「こうかな？」

　バルはニコッとさわやかな笑顔を作る。

「あう……」

　間近で見たレナータは耳まで真っ赤になった。

「バルさんつよい……」

「レナータは一発でやられちゃったね」

「私も一瞬ドキッとしたわ」

『夜空の月桂樹』の面子は小さく黄色い声をあげるという器用な芸当を実行する。

「ズ、ズルイわよ、バルさん」

　レナータは小声で抗議した。

「お姫様はワガママだね」

　バルは笑って受け流す。

「ううう」

　レナータは敗北感に打ちのめされている。

　そこに『野に駆けるリス』の三名が寄ってきた。

「レナータさんも報告しましょうよー」

　エーファがバルの手を取りながら彼女に言う。

「ええ、そうね」

　レナータは形勢を立て直す必要がありと判断し、素直に聞き入れてニエベのところに足を運ぶ。
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「バルさんは手て強ごわいですからねえ」

　しっかり把握しているらしいニエベに言われ、

「身に染みたわ」

　レナータはため息をついた。

「バルさーん」

　もう大丈夫だとばかりに『野を駆けるリス』の三名はバルにべったりする。

「私たち、そろそろ五級昇格に挑戦してもいいんですよー」

　エーファが褒めてほしがっている子犬のような顔で言う。

「頑張ったんだな。すごいぞ三人とも」

　バルは希望通り褒める。

　しかし、彼女たちがすごいことは噓うそではない。

　一年以内に五級が見えてくるパーティーは意外と少ないのだ。

「えへへ」

「やったね」

　三人は尻尾しつぽを揺らしたり、もじもじして喜びをあらわにする。

「バルさんって下の子に甘いのね」

　そこに戻ってきたレナータが不満そうに言った。

「そりゃ自立した大人と、まだ危ないところがある子どもを同じ扱いにはできないだろう？」

　バルが言うと、

「切り返しが上手い。文句を言えない」

　レナータは降参する。

「子どもって誰のこと？」

　エーファが不満を示すと、

「子どもじゃないならもう俺の手助けはいらないな」

　とバルは切り返す。

「あう」

　エーファたちも両手を上げて参ったと意思表示する。

「一人残らず返り討うちですね」

　カウンターから見ていたニエベが吹き出す。

「おいおい、物騒な表現はやめてくれよ」

　バルが苦笑する。

「ごめんなさい」

　ニエベはぺろっと舌を出す。

　謝ったが反省はしてなさそうだ。

「とりあえずバルさんがモテるで結論を出しましょう」

「何か違う気がするが」

　バルは首をひねるが、誰も賛成はしなかった。

「本題に入りますね」

　ニエベですら反応せず話を続ける。

「五級昇格クエストは二つあります。両方クリアが条件ですからお気をつけください」

「はーい」

　エーファが代表して元気よく返事した。

「一つは『マンドラゴラ』の採取。もう一つは『スライム』の討伐です」

「うわぁ……」

　明るかったエーファたちが一気に暗くなる。

「見事な選び方だな」

　とバルが本気で苦笑した。

（選んだの絶対イェレミニアスだな）

　そう確信する。

「どっちも強くはないけど面倒よね」

　レナータが口を挟んできた。

「これ、選んだの誰？」

「総長ですよ」

　彼女の問いにニエベが答える。

「やっぱりか～。経験豊富な人が担当したとは思ったのよねえ」

　レナータが同情を込めて『野を駆けるリス』を見た。

「知ってる？」

「ええ、知識はあります」

　レナータの問いにヘレナが返事する。

「『マンドラゴラ』は抜く手順を間違えると、【即死の叫びデススクリーム】を放ってくるんですよね？」

「そうよ。上位魔法で防げばいいけど、あなたたちはまだ無理でしょう」

　レナータの言葉にヘレナはうなずく。

「はい」

「まあ手順は教えてもいいはずだし、たぶんバルさんは知ってるわよね？」

「知っているよ」

　バルは即答する。

『マンドラゴラ』は扱いを間違えると命に関わる魔物として有名だ。

　彼が知っていたとしても不思議ではない。

「バルさんに頼ってたらダメよ。自分たちで調べること」

　レナータが指導者っぽく『野を駆けるリス』に言う。

「はーい」

　エーファは少し残念そうに、

「承知しています」

　イェニーとヘレナは当然だという顔で答える。

「三日あげよう」

　とバルは少女たちに言った。

「三日あればそれなりに調べることはできるからね」

「まあ妥当なところかしら」

　レナータは納得する。

「三日後の昼、ここに集合しよう。そこで答え合わせだ」

　バルの提案に異論は出なかった。

「じゃあバルさんはそれまで予定があくわね」

　レナータがうれしそうに言う。

「まあね」

　否定するのも変だと思いバルは認める。

「じゃあ私たちと一緒に依頼をこなさない？」

「うーん」

　彼女の申し出を予期していたバルは迷う。

　本来、二級冒険者と依頼をこなしても意味がない。

（だけどなあ、五級昇格に挑戦する気になっているわけだからな）

　そんな立場で経験を積むチャンスを不意にするだろうか。

　彼はそう考えてすぐに否定する。

「いいな。五級昇格にはずみがつきそうなものをお願いしたい」

　と希望を告げた。

「ええ、もちろん。私たちが優しく教えてあげるね」

　レナータは意味ありげに甘い声を出す。

「こらー」

　エーファたちが反応して彼女に抗議する。

「残念だけど、バルさんには効かないのよね」

　レナータは苦笑した。

　バルは平然として何も言わない。

「さ、さすがバルさん」

「でもこの人、何で平気なんだろう？」

『野を駆けるリス』の面子は喜びながらも、疑問を持つ。

　レナータは同性が憧れるような美女だ。

　他の『夜空の月桂樹』の面々もそれぞれ美しい。

　自分たちだって可愛かわいらしさでは負けていないはずだ。

「バルさん、誰か好きな人いるんですか？」

　イェニーが思い切って問いかける。

　好きな人がいるというのは彼女なりに納得できる答えだった。

「まあね」

　バルはそれを感じあいまいに肯定する。

「えっ、誰ですか？」

　一番過敏に反応したのはニエベだった。

「内緒だよ」

　バルはあえてあいまいな表情を作る。

「う……」

　訳アリっぽい様子を見て、女性たちはいっせいにためらう。

　知りたいが踏み込んで嫌われるのが怖い。

　そんな気持ちが彼女たちを支配する。

「さて依頼について相談したいんだが」

　バルがニエベに言うと、彼女はすぐに立ち直った。

「はい。『夜空の月桂樹』のみなさんと一緒なら、五級相当でも大丈夫ですよ」

　いつもの笑みを浮かべて話す。

「さすが」

　レナータは感心した。

　ニエベもまたプロの受付嬢である。

　他の点はともかく精神力は冒険者にも引けを取らない。

「どうする？」

　バルはあえてレナータに振る。

　ダメだったら一人で行くつもりだった。

　そのことに感づいたレナータは慌てて口を開く。

「も、もちろん行くわ！」

「依頼内容決まってないんですけど」

　すかさずニエベが言うと、どっと笑いが起こる。

「レナータ、意外とそそっかしいんだな？」

「バルさんの意地悪！」

　レナータは力いっぱい抗議した。







第五話　昇格クエスト




　三日後、バルはギルドの中で『野を駆けるリス』に、

「合格。よく調べたな」

　と言った。

「えへへ～」

「やった！」

　エーファとイェニーがハイタッチをして喜びを分かち合う。

「頑張った甲か斐いがありました」

　ヘレナがうれしそうに微笑ほほえむ。

「じゃあニエベちゃんに言って四人分のクエストを頼もうか」

　バルが言うと、

「ちょっと待ってください」

　ニエベが難しい顔をして言った。

「うん？」

　バルが首をひねると、

「『マンドラゴラ』の採取は上級者がつく必要があります」

　と彼女は言う。

「そんなルールあったっけ？」

　少なくともバルは知らない。

「実は五級昇格クエストで導入されることになりました」

　ニエベが事情を明かす。

「なるほど」

　急きゆう遽きよ決まったのならバルが知らないのも無理ない。

「もしかして『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』か？」

　彼はふとひらめいた。

「よく分かりましたね」

　ニエベが目を丸くする。

「ほとんど勘だな。根拠はないから」

　バルは苦笑した。

「『夜空の月桂樹』が同行を希望し、他ほかにふさわしいチームがいるというわけじゃなかったので、すんなり決まりました」

　ニエベが説明する。

　下の冒険者の監督は基本不人気だ。

　拘束される割に報酬が少ないからである。

「この場合『夜空の月桂樹』が変わってるんだよな」

　とバルがつぶやくと、

「そうですけど理由は分かりやすいですよね」

　ニエベが笑顔で応じた。

　同時にからかうような視線を彼に向ける。

　バルは無言で聞き流す。

「むう」

　と言ったのはイェニーだ。

　そこへ当の本人たちがやってくる。

「あら、お待たせしちゃった？」

　レナータが揃そろってる面子メンツを見て首をかしげた。

「いや、ちょうどいいところだよ」

　バルが答えてさらに、

「三人が合格すると思っていたんだね」

　とレナータに言った。

「そりゃバルさんの教え子だもの」

　彼女は笑顔で三人を見る。

「基本をしっかり教わってて、危なげなかったものね」

　槍やり使いのサーラが褒めた。

「ほんとね。楽だったわ」

　ヒーラーのエイミもうなずく。

「バルさんが《トレーナー》なんて異名を持ってる理由、よーく分かりました」

　レナータは笑いながら敬礼してみせる。

「彼女たち自身の頑張りだよ」

　バルはそう言って笑みを返す。

　これは謙けん遜そんではない。

　教えてもダメな者はダメで、冷たいと言われようともバルは線を引いている。

「バルさんが教え上手だからよ」

　エーファがそう主張し、残り二人がこくこくとうなずく。

「そういうことにしておくか」

　バルが認めたのは、そうしないと話が進まないと判断したからだ。

『野を駆けるリス』もレナータも頑固なところは頑固だと彼は知っている。

「話をいい加減進めてくださいね」

　彼の意を察したらしいニエベが笑いを堪こらえている顔で言う。

「あ……」

「ごめんなさい」

『野を駆けるリス』と『夜空の月桂樹』は揃って謝った。

「いいんだよ」

　バルは笑って許し、

「どっちから行く？」

　と『野を駆けるリス』に聞く。

「んー」

　エーファとイェニーは即答せず悩む。

「『マンドラゴラ』採取から行ったほうがいいかと」

　ヘレナがそこで提案する。

「理由は？」

　バルがさらにたずねる。

「えっと……」

　ヘレナは迷って仲間たちを見た。

　自分が全部答えていいのかという顔だ。

「『スライム』は魔法使いが必要だけど、気をつければ怖くないから？」

　エーファが自信なさそうに言う。

「えっと『スライム』を先に倒せばいいんじゃない？　消耗した状態で『スライム』と戦うのは、私たちにはまだ無理じゃない？」

　イェニーはそう発言する。

「うーん」

　ヘレナはイェニーの言葉を否定せず、少しの間を置いて言った。

「そうだね。ただ、危険なのは『マンドラゴラ』だし、『マンドラゴラ』の採取に魔力はほぼ使わないから、先に済ませたいなって」

「なるほど」

　ヘレナの言葉にエーファが納得する。

「消耗してたら危険なのはむしろ『マンドラゴラ』のほうだね」

「私もそんな気がしてきた」

　イェニーが笑ってそう言う。

　三人の意見が一致したところで彼女たちはバルを見る。

「どうですか、バルさん？」

　答え合わせを求める彼女たちにバルは微笑んだ。

「じゃあそれでいこうか」

　正解とも外れとも言わない。

　この段階ではどちらかは決まっていない。

　彼女たちがどう動くかで変わるのだ。

「お気をつけて」

　それを知るニエベは『野を駆けるリス』を励ます。

「ニエベさん、バルさんにも言わないと」

　レナータが横から口を挟む。

「おっと」

　ニエベは失敗したと首をすくめる。

「バルさんもやるんでしたね」

「そうだよ」

　バルは吹き出す。

「気持ちは分かる」

　とサーラは言った。

「バルさんは審査する側って雰囲気だもの」

　エイミも同意する。

「それは分かる」

　エーファもうなずく。

「年だけ食ってるからね」

　バルが自虐すると、

「もー、またそんなことを言う」

　エーファがふくれっ面になる。

「ダメですよ、謙遜もいきすぎたら」

　ニエベがやんわりと彼に忠告した。

「おっと」

　バルは頭をかいて反省を示す。

「ではニエベさんから依頼書を受け取ってもらいましょうか」

　ひと区切りついたと判断したレナータが手を叩いて仕切る。

『夜空の月桂樹』のリーダーである彼女が仕切るのが妥当だからだ。

「あ、はい」

　エーファが『スライム』と『マンドラゴラ』に関する依頼書を受け取る。

　そして『野を駆けるリス』のメンバーで内容をたしかめた。

「さて、ここから俺は口を出してもいいんだよな？」

　バルがからかうようにレナータを見る。

「もちろん！」

　エーファが元気よく叫ぶ。

「うーん」

　レナータは判断しかねて唸うなる。

「バルさんも審査対象なんだったらいい気もするわね」

　エイミが苦笑して言った。

「そうなのよね、審査対象なのよね」

　とレナータが言う。

　意識しないと忘れそうなのだった。

（あんまりやりすぎると、『野を駆けるリス』のためにならないと言いたいところだが、『マンドラゴラ』は命がけだからな）

『夜空の月桂樹』の助けが間に合わないこともありえる。

　それくらい厄介な魔物が『マンドラゴラ』なのだ。

『スライム』は弱いわけではないが、ヘレナを正しく使えば負ける心配はいらない。

　その差だった。

「バルさん、じゃあバルさんの意見は言ってもいいんじゃない？」

　ギルドを出たところでイェニーがたずねる。

「先に『スライム』だ」

　バルは即答した。

「えっ」

『野を駆けるリス』の三名が驚いて固まる。

　一方で『夜空の月桂樹』に驚きはない。

　知識、経験ともに差があることが明白だった。

「なぜスライムなんですか？」

　ヘレナが聞く。

「生け捕りにしたスライムを使えば、安全に『マンドラゴラ』の採取をできるからだよ」

　とバルが答えると、

「さすが。正解」

　レナータが感心した。

「そうだったんだ」

　エーファが目を丸くし、

「スライムの特性までは気が回りませんでした」

　ヘレナが悔しそうに反省する。

「まあ六級じゃ知らなくてもおかしくないわよ」

　レナータが慰めるように言う。

「どっちかと言うと知ってるバルさんが不思議よね」

　サーラが続けた。

「そこは年の功ってやつだな」

　バルが笑う。

　そして『野を駆けるリス』に問いかける。

「ニエベちゃんからもらったスライムの出現場所は？」

「えっと、帝都の北にあるルブラ草原です」

　エーファが確認して答えた。

「ここから徒歩で一時間程度だな」

　バルは言って内心変に思う。

　魔物が出るには帝都から近すぎる。

（また『闇の手』とは限らないが）

　彼らの暗躍のせいで魔物の生態系に変化が起こった可能性はあった。

「妙だわ」

　レナータが端正な顔に懸念を浮かべる。

「スライムは人が多い都市の付近には出ないはずだからね」

　サーラも言った。

「そう言えば」

　ヘレナがハッとする。

　彼女はスライムに関する知識も勉強していたのだろう。

「どういうことなんでしょう？」

　エーファが不安そうにバルを見る。

「また敵が攻めてくるんでしょうか？」

　ヘレナが若干怯おびえを含んだ顔でつぶやく。

「分からない」

　バルはうかつなことを言えなかった。

「調べてみないとな」

「そのうち一級や二級に要請が来そうね」

　レナータは険しい顔で話す。

「どうして帝国ばかりが」

　イェニーが愚ぐ痴ちる。

「豊かだからだろうな」

　バルは言った。

「農産物も金属も岩塩も豊富にあるものね、うちは」

　レナータが続く。

「海の幸さちも山の幸も豊富だしね」

　サーラも渋い顔で話す。

「外国からすればぜひとも手に入れたいだろうな」

　バルがそう結ぶ。

「うーん……」

『野を駆けるリス』の三名は納得がいかないという顔だった。

　それでも敵にも事情はあると飲み込んだらしく、言葉には出さなかった。

　会話は途切れ一行は北へと進んでいく。

「今のところ変わった様子はないな」

　三十分くらい歩いたところでバルが言う。

「ええ。新種の魔物がいるわけでもないし、植物に変化があるわけでもないですね」

　レナータがすぐに応じる。

　彼らは何気ない様子で周囲をしっかり観察していたのだ。

「たまたま流れてきた可能性もあるか」

　とバルは言う。

「今はまだいろんな可能性を排除できませんね」

　レナータも慎重な反応を見せる。

『野を駆けるリス』のメンバーは会話に入ることができない。

「すごいね」

「勉強になるよ」

　それでも腐らず、先輩たちから学び取ろうとしている。

　この姿勢にもバルは成長を感じる。

（この調子なら連れて行ってもいいかもしれないな）

　決めるのは彼ではないが、反対する理由はなくなりそうだ。

「さて、スライムの発生地はどこだと思う？」

　バルは三人に問いかける。

「えっと、水辺の近くで日陰になっている場所です」

　ヘレナがさらりと答えた。

「基本臆病で、大きな音が苦手なんですよね」

　とイェニーが言う。

「ああ。だから音をなるべく立てないようにな」

　スライムを探す時の注意事項だ。

　もっとも小さな音くらいなら平気なので、神経質になる必要もない。

　バルはちらりとレナータを見る。

　彼女なら音を殺す魔術を使えても不思議ではないからだ。

「私は何もしないわよ？」

　レナータは微笑みながら拒否する。

「やっぱりですか」

　と言ったのはヘレナで、彼女は気づいていたらしい。

　エーファとイェニーはしまったという顔をしている。

「ダメか」

　バルは頭をかく。

「ええ。私たちが手を出したら、その場で失格よ？」

　レナータが指摘する。

　バルをじっと見たのは気づいていただろうと言いたいからだ。

「念のためだよ」

　とバルは言ってイェニーとエーファを見る。

　この二人はまだ純粋でずる賢さとは無縁だ。

　人として好ましいのだが、冒険者としては裏目に出る時だってある。

「そういうこと」

　レナータも感じ取って納得する。

「《トレーナー》と言われるわけね」

　彼女はそう言い、

「納得した」

　仲間たちも共感した。

「そっかぁ」

「バルさん、そこまで考えていたんですね」

『野を駆けるリス』のほうはバルの思慮深さに感心する。

　バルはさっと右人差し指を口に当てた。

『野を駆けるリス』の三人はハッとしてうなずく。

　草が揺れると同時に、ガサガサという音が聞こえる。

　そして青いボディのスライムが三匹出現した。

（三匹か。増えたようだな）

　とバルは推測する。

　放っておけばスライムはどんどん増えるだろう。

　単体ではともかく、群体となると一気に脅威になる。

　早めに排除するべき魔物だった。

「【アイスショット】」

　ヘレナが氷の魔術を撃ち込み、一匹を凍らせる。

　そのせいで残り二匹が彼らの存在に気づいて方向転換した。

　エーファとイェニーがヘレナをかばうように前に立つ。

　バルはエーファの隣に立ち、拾っていた石を投げる。

　するとスライムは警戒するように後ろに下がった。

「えっ？」

　エーファたちは驚く。

「スライムは知能が高くないからね」

　とバルは短く解説する。

　スライムに物理攻撃は効かないが、効かない攻撃をあえて受ける判断力がない。

　律義にすべての攻撃を避よけようとする。

「知っていれば時間は稼げるのさ」

　バルが言ったところで、

「【アイスショット】」

　ヘレナが二撃目を放つ。

　二匹目を凍らせたところで残り一匹がゆっくりとだが逃げ出す。

　その退路に向かってバルが石を投げ、スライムはぶるっと震えて固まる。

「そら」

　バルに促うながされて、エーファとイェニーもスライムが逃げられないように石を投げはじめた。

「【アイスショット】」

　そこへヘレナの魔術が命中し、全てのスライムが凍り付く。

「後はとどめだな」

　バルが一匹砕くと、エーファとイェニーが一匹砕いた。

「残り一匹は生け捕りですよね？」

「そうだ」

　エーファの確認にバルは答え、凍ったスライムを腕に抱える。

「冷たいな」

　本当は防ぐ手段を持っているバルだが、当然今は実行できない。

「防ぐ魔術はまだ覚えていなくて」

　ヘレナが申し訳なさそうに言う。

「気にしないでくれ。ヘレナが今回のクエストの主軸なんだから」

　バルは彼女は悪くないと笑いかける。

「ええ。そうね。よく言えば魔術具を買えばよかったわね」

　とレナータが口を挟む。

　事態が終わってからの採点ということだ。

「なるほど……」

「バルさんが下準備は大事って言ってたけど、そういうことかあ」

　エーファとイェニーは納得し、気づかなかったことを悔しがる。

「日々勉強だね」

　彼女たちに向かってサーラが微笑む。

「マンドラゴラを採取した後に保存する魔術具は買ったんですけどね」

　ヘレナが失敗したと苦笑する。

「まあスライムを利用することを思いついてなかったんだから仕方ない」

　とバルは言った。

　もっとも考えてほしいことではあるので、擁よう護ごしたわけではない。

『野を駆けるリス』も分かったようで、小さくうなずいた。

「じゃあ次はマンドラゴラ採取に行こうか」

　バルが言うとエーファが首をかしげる。

「もしかしてバルさん、そのまま行くの？」

　凍ったスライムを抱えて行くのかという問いに、

「できれば四人で交代して持ちたいな」

　彼は少し弱いところを見せた。

　五級冒険者を目指す身としては強すぎてはいけない。

「ええ、いいわよ！」

　エーファがうれしそうにすらして答える。

「あ、でもヘレナはやめたほうがいい？」

　イェニーがハッとして聞いた。

　ヘレナは魔術を三発も使って消耗している。

　さらに負担をかけるのはよくないと彼女は気づいたのだ。

「そうだ。よく気づいたね」

　バルはイェニーを褒める。

「えへへ」

　バルに褒められて、イェニーは大いに照れる。

「いいなぁ」

　彼女をエーファがうらやましがった。

「一歩リードかしら」

　レナータが言うと、

「何の話だよ」

　バルが苦笑する。

「バルさんポイントを集めま賞？」

　エイミが冗談っぽく言った。

「俺は何も聞いてないんだが」

　バルはとがめる。

「言ってませんから」

　レナータが素敵な笑顔で応じた。

「なんてことだ」

　ふざけていると承知の上で、バルは天を仰いで嘆いてみせる。

「えっと」

　ヘレナが困惑しながら言った。

「そろそろマンドラゴラ採取に行きませんか？」

「そうだな」

　バルは笑顔でうなずく。

　それでヘレナたちはピンとくる。

「私たちが言い出すのを待っていたんですね」

「そうだよ」

　バルは認めた。

　五級冒険者として他大陸に派遣されるなら、上級冒険者相手にしっかり発言をする必要だってあるだろう。

　レナータたち親交のある相手にも言えないなら、評価的には減点となる。

　彼女たち自身が気づかなくてはいけないことだ。

「バルさん、私持ちますよ」

　エーファが申し出たので彼は素直に渡す。

「ひゃ、冷たい」

　彼女は反射的に声をあげる。

「落とさないように気をつけてくれよ」

　バルは一応声をかけた。

「は、はい」

　エーファはうなずく。

　凍ったスライムが地面に落ちれば砕けて死ぬ。

　彼女は理解していた。

　スライムが死んでも即クエスト失敗にはならないが、難易度は上がると。

「スライムがクエストに関係なかったら、レナータさんが何とかしてくれたのよね」

　イェニーが悔しそうに愚痴る。

「ええ」

　レナータは微笑で肯定した。

「さ、反省はあと。急ぎましょう」

　エーファが仲間たちに声をかける。

「うん、そうだね」

　二人はそれで気持ちを切り替えた。

（へえ）

　バルは感心する。

　見事なリーダーシップだった。

（前からリーダー適性があるとは思っていたが）

　彼はそう考えてレナータを見ると、にこりと微笑む。

　成果を誇っていると思える表情に、彼女が鍛えた結果かと納得する。

『野を駆けるリス』はまっすぐにマンドラゴラが発生した場所へ進む。

　三人で順番にスライムを抱えるので、バルは途中で分担する。

「ところでバルさん、スライムを使う方法って何ですか？」

　そう言えばとヘレナが聞く。

「スライムをマンドラゴラにけしかけると、スライムがマンドラゴラを体内に取り込んでマヒ毒で倒すんだよ」

　バルはもういいだろうと答えを言う。

　人間と違って地面から根っこを引き抜けない上に毒にも強いので、マンドラゴラの持ち味が一切通用しない。

　つまりスライムはマンドラゴラの天敵なのだ。

「なるほど」

　エーファは感心し、

「スライムってマンドラゴラの天敵なんですね」

　ヘレナが納得して何度もうなずいた。

「スライムって単なる厄介者じゃなかったんだ～」

　イェニーがそう言う。

　魔力を用いた攻撃しか効かず、体液で衣服や武器を溶かす能力を持った個体もいるのがスライムの特徴だった。

「何でも使い方次第ってところかな」

　レナータがそう言う。

「それ考えると、魔物も魔物同士でつぶし合わせたらもっと楽なのにね」

　エーファが思いつきを口にする。

「そんな上手うまくいくわけないでしょ」

　レナータが苦笑し、

「アイデアはみんな思いつくけどね」

　とサーラが肩をすくめた。

（いや、待てよ？）

　バルはふと思う。

【魔界の民】と地上の魔物は必ずしも相あい容いれるとは限らない。

（今まで見落としていたんじゃないか？）

　彼の中ではっきりとした疑問になる。

　魔物の発生理由はよく分かっておらず、魔界が原因ではないかという説が有力だった。

「バルさん？」

　エーファが不思議そうに声をかけたので、彼は思考を中断する。

「うん、何だ？」

「いや、急に考え出したからどうしたのかなって」

　エーファに指摘され、バルはみんなの視線を集めていると自覚した。

「ああ、俺は考えたことなかったからな。魔物と魔物をぶつけ合う、みたいなことを」

　とバルは恥ずかしそうに言う。

「へー、そうなんだ？」

　レナータが目を丸くする。

「意外と言えば意外ですね」

　誰もが意表を突かれる発言だったようだ。

（あ、誤解されたな）

　バルは気づく。

　地上の魔物同士については彼も考えたことはある。

　だが、本当のことを話すわけにもいかないので、彼は肩をすくめた。

「誰にでもうっかりはあるものさ」

「そうですね」

　誰もそれ以上は言わず、マンドラゴラが確認された土地へと着く。

　正確には林の前だった。

「ここですか」

　エーファが声を出す。

「林の中で早期発見されてよかったな」

　とバルが言う。

「マンドラゴラを知ってる人が見つけたのも幸運ですよね」

　エーファが笑った。

　彼らが言う通り今回の依頼はよい偶然が重なったと言える。

　マンドラゴラは知らずに触れて命を落とす人が出やすい魔物だからだ。

「そう言えば死者が確認されてないマンドラゴラは久しぶりかも」

　レナータが物騒な言い方をするが、けっして脅おどしではない。

「わぁ……」

　それを感じ取った『野を駆けるリス』の三人の顔が引きつる。

「別にマンドラゴラだけじゃないけどな。死者が確認されてないことが珍しい魔物は」

　バルは三人に改めて過酷な現実を示す。

「そうですよね……」

　三人は神妙な顔になる。

　最初に気を取り直したのはエーファだった。

「じゃあゼロのうちにマンドラゴラを採取しちゃおう。それが今の私たちにできることだよ！」

「うん」

「そうだよね」

　彼女の言葉に残り二人も笑顔になる。

「いいリーダーだ」

　バルはそう褒める。

「えへへ」

　エーファはうれしそうに頰ほおを緩ませたが、すぐにキリッとした表情に戻った。

「リーダーの決断がみんなを守るんですもんね。私、重要！」

　彼女はそう言って胸を張る。

　可愛かわいらしい責任感の出し方にバルは思わず微笑む。

「その意気だ。じゃあ引き続きよろしく頼む」

「え？　はい」

　バルに言われて、エーファはみんなに林の中を進むよう指示を出す。

「こっちね。イェニー、お願い」

「うん」

　イェニーは斥せつ候こうとして修行中だ。

　彼女が先行して周囲を確認する。

「うん、異常なし」

　仲間二人が呼び、その後をバルが続き、最後に『夜空の月桂樹』の面子だ。

　林の中は人が通れるように道ができている。

「人の出入りは日常的だったみたいですね」

　とイェニーが言う。

「足跡的にはまだ出入りあるのかな？」

　彼女は最新の足跡を見てつぶやく。

「正解」

『夜空の月桂樹』の斥候のシーナが言った。

　イェニーはホッとする。

「正解を言うのは少し早かったんじゃない？」

　とレナータが仲間をたしなめた。

「まあね。でも成長が見えるからね」

　シーナは微笑する。

「甘いわね」

　レナータが息を吐く。

　バルは助け船を出さず様子を見守る。

「……減点やむなしですね」

　とエーファが申し出た。

「それはちょっと可哀かわい想そうかな？」

　サーラが『野を駆けるリス』をかばう発言をする。

「彼女たちに責任はない。どっちかと言うとシーナの勇み足でしょ」

「同感だ」

　バルがぼそっと言った。

「バルさんに一票」

　レナータが言い、他の面子も同じ顔になる。

「うう、バルさんに言われると」

　シーナは情けない顔で反省した。

　彼女たちは会話を切り上げて奥へと進んでいく。

　冒険の最中とは思えないのどかさだが、そこがよいとバルは思う。

「あ、あった」

　先頭を歩いていたイェニーが立ち止まる。

　大きな木の根元にいくつもの赤い花が生えていて、一本だけ色違いの青い花があった。

「この青いほうがマンドラゴラですよね」

　イェニーが言うと、

「そうだよ」

　バルが認める。

　正しい答えを言っているなら隠す意味もない。

「じゃあこれにスライムを放してと」

　エーファが抱えていたスライムを花びらの上に置く。

「溶けるまでもう少し時間はかかるだろうな」

　とバルは言ってヘレナを見る。

「殺さずに加熱できるか？」

「えっと」

　ヘレナはオロオロしていたが、やがてこくりとうなずく。

「やってみます」

「失敗したらまたスライム退治だね」

　エーファは軽く言う。

「だね。気楽にやって」

　イェニーが明るくヘレナに声をかける。

　彼女たちは仲間の緊張をほぐそうとしているのだ。

「うん」

　おかげでこわばっていたヘレナの顔が穏やかになり、体からはほどよく力が抜ける。

「【ヒート】」

　ヘレナは凍ったスライムにゆっくり熱を与える。

　誤って倒さないため火力を十分に落とす分、魔術を使い続けなければならない。

　魔力の消費量はともかく、集中力の維持が不可欠な作業だ。

　スライムはやがて解凍されて、ゆっくりと動き出す。

　ヘレナたちから逃げようとしていたが、その最中でマンドラゴラにの前で動きを止める。

　マンドラゴラの存在に気づいたのだ。

「冷静に考えると、ここでマンドラゴラを襲いますか？」

　エーファの疑念に、

「しーっ」

　バルは言った。

　彼女の疑問はもっともだと彼も思うが、スライムは知能が高くない。
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　スライムは地面に穴を開けて自分のボディを地中に浸透させていく。

「スライムの知能だと私たちという脅威から逃げるよりも、弱った状態から回復を優先したというわけね」

　レナータが解説する。

「そういうことなんですねえ」

　エーファたちは勉強になるとつぶやく。

「スライムがマンドラゴラを捕獲したら色が変わるから、そこをもう一度捕まえよう」

　とバルが言う。

「はい」

　彼女たちはうなずいて地上に残っているスライムのボディを見つめる。

　少し時間が経たつとそれがフルフルと震え、紫色に変色する。

「頃合いだな」

　バルが言った。

「どうやって捕まえるんでしょうか？」

　ヘレナが困惑して聞く。

「スライムがマンドラゴラを消化しちゃうとまずいですよね？」

　エーファが少し焦った口調で言った。

「そうだが、時間はかかるよ」

　バルは落ち着いて答える。

「それまでに氷のかけらを作ってスライムのボディに当ててごらん」

　さらに彼は指示を出す。

「はい」

　ヘレナが言われた通りにすると、スライムのボディが震えて少しずつ地上に出てくる。

「スライムは冷たいものに触れるとなぜか地上に出る性質があるのよね」

　レナータが言うと、

「普通なら土の中に逃げ込みそうなのにね」

　エイミも言った。

「あ、言われてみればそうですね」

　エーファが目を丸くする。

「どうしてなんでしょうね？」

　ヘレナが疑念を口にすると、スライムに包まれたマンドラゴラが現れた。

　外見上は紫色のニンジンとでも言うべきだろう。

　スライムにやられてすでに力を失っているので脅威はない。

「もう一度凍らせてもいいですか？」

　ヘレナがバルに問いかける。

「依頼人次第だな」

　バルは答えた。

「マンドラゴラの採取を依頼する人はたいてい魔術の心得もあるから平気だが、まれに違う場合もある。渡す前に確認したほうがいいぞ」

「あ、はい」

　エーファがあわてて依頼書を取り出す。

「依頼者は魔術薬くす師しのシドゥールさんですね」

「その人なら問題ないな」

　バルは即答する。

「もしかして知り合いですか？」

　イェニーの問いにうなずいた。

「ああ。若いころは一級冒険者として活躍した猛も者さだ」

　とバルは説明する。

　さらに言うなら今の一級冒険者の師匠にも当たる人だった。

　イェレミニアスにとっても先輩になる。

（ひっかけで素人しろうとを依頼者にするかと思ったが、そこまで意地悪じゃなかったか）

　内心読み違えたことに苦笑した。

　イェレミニアスはそこまで性格が悪くなかったらしい。

「後は帰るだけね」

　レナータが言うと、

「一時間以上かかるのかあ」

　とエーファが凍ったスライムを見る。

　冷たいものを持ち運ぶにはなかなか長い。

「もちろん私たちは手を出さないよ？」

　サーラが言った。

「分かってます。帰るまでが冒険ですもんね」

　イェニーが仕方ないと言う。

「四人で分担していけばすぐさ」

　バルが慰めた。

「はーい」

『野を駆けるリス』は気を取り直して返事をする。

　彼らは何事もなく帝都へ戻り、シドゥールへ凍ったスライムを渡した。

「私たちもギルドに報告するわ。結果は数日待ってね」

　レナータはそう言ってバルたちは解散する。







第六話　新しい選択肢




　二等エリアの自宅にバルは戻り、通信用の魔術具を取り出す。

　相手はミーナですぐに反応があった。

『ミーナ、少しいいか？』

『いかがなさいましたか？』

　怪け訝げんそうな声が返ってくる。

『魔物のことで聞きたいことができた』

『どうぞ』

　ミーナは興味を持った声色に変わった。

『地上の魔物と魔界の魔物は共存できるのか？』

　バルの問いに彼女は息を飲む。

『申し訳ありません。考えたことがありませんでした』

　数秒後、恥じ入るような声が返ってくる。

『やっぱりお前もか』

　バルは予想していたがため息は出た。

『バルトロメウス様、どうしてそのようなことを？』

　ミーナに聞かれ、バルは先ほどのことを話した。

『知識や経験が盲点を生むということはあるのかもしれないな』

『御ぎよ意い』

　ミーナは同意する。

　まさか六級か五級かという少女のアイデアがヒントになるとは、彼女だって夢にも思っていなかっただろう。

『試してみる価値はあるってことでいいんだな？』

　バルに聞かれ、

『はい。ですが魔界の魔物をどこで捕まえればいいのか……』

　答えの最中でミーナは中断する。

『もしやバルトロメウス様、「闇の手」を利用するつもりですか？』

『できたらいいなと思っている』

　彼女が相手なのでバルは隠さずに打ち明けた。

『危険だがやってみる価値はあるだろう？』

『御意』

　肯定した後、ミーナはただしとつけ加える。

『ドラゴンでもない限り、地上の魔物が魔界の魔物とどの程度張り合えるのか疑問はありますが』

『一番の問題はそこだな』

　バルは彼女の正しさを認める。

　魔物は魔界のもののほうが強いのではないかというのは通説だ。

　ほとんど固定観念の領域ですらある。

　上手うまく食い合わせることはできるのか、できたとしても地上産が瞬殺されて終わるのではないか。

　そんな疑問が浮かぶのは当然だった。

『ドラゴンでも捕獲してみますか？』

　ミーナが笑いをまじえて提案してくる。

『それならミーナのほうが適任だな。私は殺すのはともかく生け捕りはおそらく難しいだろう』

　バルは捕獲用の技を持っていない。

　ミーナとの違いはそこにあった。

『お任せください』

　ミーナは笑いながら引き受ける。

『もっともドラゴンがどこにいるのか、探すところからになりそうだが』

　バルが言うと、

『御意。ですがシュタルク・オルドヌングの者たちに探させればよいかと思います。彼らの情報網は侮あなどれませんよ』

　ミーナはそう提案した。

『そうするか。陛下を通したほうがいいだろうな。なにせドラゴンだ』

　ドラゴンが出ると大国の大都市一つくらいは壊滅する覚悟が必要だというのが俗説にある。

『承知しました。私から伝えておきましょうか？』

　ミーナが聞いた。

『頼む』

　バルは答える。

『ところで昇格クエストのほうはいかがでしたか？』

　ミーナは話題を変えてきた。

『無難にこなせたと思うが、同行者が合格なのかは分からないな』

　バルは正直に言う。

　彼は立場上合格になるのは確実だろう。

　分からないのは『野を駆けるリス』のメンバーだ。

『今思えば少し口を出しすぎた気がする』

　とバルは苦笑気味にふり返る。

　自分が合格しても不自然には思われないようにという思いから動いていたのだが、『野を駆けるリス』の評価を邪魔してしまったかもしれない。

『それが私の反省点だな』

『別にかまわないのでは？』

　ミーナは淡々として言った。

『足手まといは不要ですよ』

　彼女の意見もバルは分かる。

『しかしだな、五級は私だけというわけにもいかないだろう？』

　彼はそう言ったが、ミーナの考えは違っていた。

『いいではありませんか。「夜空の月げつ桂けい樹じゆ」と上手くつき合えるからという理由にしてしまえば』

　彼女は冒険者としてのバルの立場を考慮する気はない。

『……それもありか？』

　バルは彼女の考えの有効性を認める。

『バルトロメウス様はご自身の評価は別に気になさらないでしょう？』

『まあな。みんなの安全のほうがずっと大切だ』

　ミーナに言われてバルはすっかり考えを変えた。

『そうなるとイェレミニアスに連絡しておいたほうがいいな』

　と彼は言う。

　イェレミニアスはバルが同行しやすいからという理由で、『野を駆けるリス』を合格させるかもしれない。

『私から言っておきましょう』

　ミーナがそう言った。

『すまない。ありがとう』

　バルは礼と詫わびを告げる。

『どういたしまして』

　ミーナは機嫌よさそうにクスクス笑う。

『「野を駆けるリス」には申し訳ない結果になるが……』

　頑張っていたのに大人の事情で認められないのは気の毒だ。

　バルはそう思う。

『命がかかっているのですし、お気になさることはないかと』

　ミーナはそう言って通話を終えた。

「仕方ないよな」

　バルはそっと息を吐き出す。

『闇の手』を壊滅させた後で昇格させてもいいのだ。

　今すぐにこだわらなければそれほど理不尽でもない。




　数日後、バルはクエストの結果を聞きにギルドに行くと、入り口の前でばったりと『野を駆けるリス』と遭遇する。

「あ、バルさん」

「ああ」

　手を振る三人にバルは笑顔を返す。

　三人とも表情はやや硬い。

「バルさん、どう思う？」

「分からないな」

　バルはそう答えるしかなかった。

「ですよね」

　三人は少し肩を落とす。

　バルには期待を持たせてほしかったのかもしれない。

　バルはそれを察しながら応じる気にはなれなかった。

　四人が中に入るとカウンターに座っていたニエベが立ち上がる。

『野を駆けるリス』を見た表情で、

（合格したか）

　とバルは察する。

　三人はまだ気づく能力はなく緊張した面おも持もちでニエベに視線を向けた。

　彼女は微笑ほほえんで、

「おめでとうございます。四人とも合格です！」

　明るく話しかける。

「えっ、本当ですか!?」

　エーファは目を丸くし、

「やった！」

　イェニーはその場で跳ねる。

「やりました」

　ヘレナは笑顔で胸をなでおろす。

　三者三様の喜び表現を示したところで、

「ただ、他大陸遠征はバルさんのみの合格です」

　表情を引き締めたニエベが追加情報を告げる。

「えっ」

　目をみはったのはエーファだった。

「そうなんですね」

　ヘレナは残念そうに顔をくもらせたが、驚きは見られない。

「仕方ないかなー。すごかったのバルさんだもん」

　イェニーはあきらめたように言う。

「そうね」

　エーファはしぶしぶという顔だった。

　バルは何も言わない。

　そんな彼を見てニエベがさすがだと感心する。

「残念でしたが、実力と知識をつけていけばきっとチャンスがありますよ」

　かわりに彼女が三人に励ましの言葉を送った。

「はぁい」

　エーファは残念そうに返事をする。

（望ましい結果ではあるな）

　とバルは思った。

　ミーナが気を利かせたのか、イェレミニアスの判断だろうか。

「冒険者になって数か月なんだもん、仕方ないよ」

　そんな彼女をイェニーがなだめた。

「むしろかなり早いほうだよ」

　とバルが口を出す。

「ほんとですよ」

　ニエベが認める。

「焦らず頑張ってください」

「はい」

『野を駆けるリス』がうなずいたところでレナータが一人でやってくる。

「結果は聞いた？」

　彼女の問いにバルを含めた四名がうなずく。

「私はいいんじゃないかと言ったんだけどねえ」

　彼女は残念そうだった。

「他大陸での調査は難易度が高くなりそうって判断が優先されたの」

「そうなんですね」

『野を駆けるリス』は興味ありそうな顔をする。

「バルさんは経験豊富だし、機転も利くって証明済みだからってことみたい」

　レナータが言えば、

「ああ、それで六級に昇格したんでしたっけ」

　とニエベが言った。

「よく知らないんですけど、二級冒険者のピンチを助けたとかうわさになりましたよね」

　エーファが首をかしげながらバルを見る。

「その時助けられたのが私たちよ」

　レナータが言った。

「へえ」

「なるほど」

『野を駆けるリス』は驚くよりも納得した顔になる。

「力の差がある相手も助けられるなんて、さすがバルさん」

「やっぱり違うわね」

　彼女たちは尊敬のまなざしをバルに向けた。

　バルは微笑むだけで何も言わない。

　ここで謙けん遜そんしないほうがよいと経験で知っていた。

「ところで他大陸への出発は何日後なの？」

　レナータがニエベに聞く。

「六日後の予定だそうです」

　ニエベは答えた。

「意外と間隔をあけるのね。準備を重んじてるのかしら」

　レナータが首をかしげる。

「ええ。共通語が通じるということ以外、分かっていないことが多いですからね」

　ニエベの返事にバルはうなずいて、

「織物や工芸品が輸入されてるけど、それくらいしか分かっていないと言える。飲み慣れない水を飲んで腹を下すかも」

　と言った。

「食べものが心配になってきたわ」

　レナータがそっと息を吐く。

　冒険に関する懸念事項を考え出せばキリがない。

　ある程度の強さ、知識、経験をギルドが要求するのも当然のことだった。

「持って行ったほうがいいだろうね。不安なら」

　バルの言葉にレナータはうなずく。

「だから他のメンバーは物資調達してるわ」

「あ、そうなんだ」

　エーファがなぜ彼女が一人だけなのかを理解する。

「バルさんは気づいてたわよ」

　レナータは笑いながら言う。

『野を駆けるリス』が見てくるので、バルは黙って肯定する。

「そこで気づいちゃうんだ」

「ちょっと自信なくしちゃうなあ」

『野を駆けるリス』は少し落ち込んでしまう。

「最初はそんなものだよ」

　バルが彼女たちを慰める。

「みんないっぱい経験してたくさん学んで成長していくのさ」

「そうなんですよね」

『野を駆けるリス』はうなずいた。

　理屈は彼女たちもよく理解しているのだ。

「じゃあせめて一緒に依頼を受けませんか？」

　エーファがバルに聞く。

「いいと思うけど、準備もあるからね」

　バルはそう言ってニエベを見る。

「水と食料は数日分支給されるとは思いますが……」

　彼女は困った顔で答えた。

「具体的なことはまだ決まっていなくて」

「ええっ、まだ決まっていないんですか？」

　エーファが驚いて叫ぶ。

「ええ、まあ」

　ニエベがあいまいな笑みを浮かべる。

「よくあるわよ」

　レナータがため息をついた。

「この国のギルドは国の支援でできた機関だけど、ある程度独立してもいるから国が介入してくると揉もめるのよね」

「他の組織になじめない人の受け皿でもあるから、余計にね」

　とニエベも嘆く。

「国とは合わなかった連中が大半だからね」

　国が出てきたら拒絶反応が出てしまうのだ。

　バルがそう指摘する。

「そんなこと言ってる場合じゃないのに」

　イェニーがぽつりと言う。

「バルトロメウス様や他の八神輝レーヴアテインの方々に活躍の場を取られるって不満をこぼす割に、いざとなったら協力しない輩やからもいるからね」

　レナータがいら立ちをはっきりとあらわにする。

「組織って面倒だな」

　バルは苦笑した。

　これは彼の中で本心である。

「本当にね」

　レナータがうなずくと、

「八神輝レーヴアテインって出ないんですか？　他大陸に」

　エーファがそんな疑問を提示した。

「どうなんでしょうね？」

　ニエベが首をかしげる。

　彼女は冒険者ギルドの受付嬢でイェレミニアスの信頼もあると言っても、さすがに知らなかった。

「ニエベさん、知らないんだ？」

　レナータが聞くと彼女は苦笑する。

「八神輝レーヴアテインの行動は国の最高機密ですよ。私なんかに教えてもらえるはずがないですよ。イェレミニアス総長ですら、ご存ぞん知じか分からないレベルなんです」

「総長でも？」

『野を駆けるリス』は驚く。

　イェレミニアスは国上層部の信頼が厚い男だ。

　そんな人物でも知らない情報なのだと彼女たちは認識を改める。

「おそらくどなたか動くとは思うのですが」

　ニエベは頰ほおに手を当てて推測を口にした。

「うかつには動けないんじゃない？　だって八神輝レーヴアテインって単独で大都市を攻め落とせるくらい強いんでしょう？」

　レナータがそう話す。

「侵略の意図はないと言っても、外国は信じてくれないかもな」

　バルは彼女の意図を汲くんで言った。

　まさに宰さい相しようや外務大臣が苦労しているだろうなと彼は思う。

（私を冒険者として送り込むより、ミーナたちを送り込むほうが難しいだろうな）

　こっそり戦力を派遣すること自体はどこの国でもやっているはずだった。

「でも他の国だってピンチなんじゃ？」

　エーファが首をかしげる。

「だよね。いっぱい魔物を連れてくる組織なんでしょ、敵って？」

　イェニーはそう言ってニエベとバルを見る。

　八神輝レーヴアテインは心強い加勢だと喜ばれる展開だってあるのではないか。

　彼女たちはそう言いたいのだ。

「それは分からないわね」

　レナータがけわしい顔になった。

「そんな組織の本拠地がある国、無事じゃない可能性が高いと思うわ」

「あ……」

　エーファがハッと気づき、怯おびえの濃い表情になる。

「あの物量で攻められたら、たいていの国はひとたまりもないでしょうね」

　ニエベが憂ゆう鬱うつそうに言う。

「帝国じゃバルトロメウス様が返り討うちだけどね」

　他の国にバルトロメウスはいない。

　レナータは暗にそう言ったのだ。

「ですよね」

　ヘレナは落ち込んだようである。

「その可能性はたしかにあるな」

　とバルも賛成する。

　他大陸の情報は入りにくい。

　だからこそミーナや冒険者の派遣が決まったわけだが。

（果たしてどうなるか……）

　今のところ中央大陸では健在の国家は確認されている。

　そこと交渉し、上陸する形になるのだろう。

「決まり次第、連絡するので定期的に顔を出してくださいね」

　ニエベは主にバルを見ながら言った。

「了解」

　バルは苦笑してうなずく。

「バルさん、気をつけてね」

「無事に帰ってきてね」

　エーファとイェニーが心配そうに言ったので、彼は苦笑を深める。

「今生の別れじゃあるまいし、大丈夫だよ」

　バルはあえて少しズレた返答をする。

「敵の本拠地に乗り込むかもしれないのに、落ち着いてますね」

　ヘレナが不思議そうに言った。

「一級冒険者も召集されるはずだからね。何とかなるだろう」

　バルは楽観的なことを言う。

　ミーナとクロードも参戦するので、敵の注意は冒険者からそれる可能性が極めて高い。

　それを伝えられないのは若干もどかしくもあるが、彼は平凡な冒険者の顔を崩さなかった。

「一級冒険者は誰が来るんでしょう？」

　ヘレナがワクワクしている顔で言う。

　ニエベはあいまいに微笑む。

　彼女たちには教えられないということだ。

「特級冒険者は無理なんですか？」

　エーファが聞いた。

「特級は飛び回ってるので……」

　ニエベの顔がくもる。

　特級はそもそも連絡がつかないことも少なくない。

「特級は無理だろうな」

　バルが言った。

　マヌエルが出身ということもあるように、帝国の特級は非常に優秀だが、めったに国内にいないという欠点がある。

「八神輝レーヴアテインが出るなら平気じゃない？」

　とレナータは言う。

「そのための八神輝レーヴアテインじゃないかしら」

　彼女はさらに言ってバルを感心させる。

（なかなか鋭いな）

　どれだけ強くてもいざという時、連絡をとって出撃してもらうことができないならあまり意味がない。

「おそらくはそうなんでしょうね」

　とニエベも賛成する。

「八神輝レーヴアテインが動いてくれるなら俺も安心だな」

　バルはしらじらしく言った。

「だが、その前に自分たちでできることをやりたいね」

「そうですね」

　レナータが彼に同意する。







第七話　バル対ドラゴン




　三日後、ミーナはいつものようにバルの家にやってくる。

「バル様、今日はパンと野菜を持ってまいりました」

「ありがとう」

　バルは礼を言って受け取り、彼女の顔を見て言った。

「何か事態の変化はあったか？」

「分かりますか」

　ミーナは目を丸くする。

「表情を見たら何となくな」

「さすがです」

　彼女に感心されてバルは苦笑した。

「気をつければ分かりやすいぞ」

「バル様にしか言われたことがないですよ？」

　ミーナは真顔で言う。

「そうか」

　バルはそれ以上言葉を重ねるか迷い、

「それで何があったんだ？」

　話を進めることを選ぶ。

「ドラゴンの住みかを特定できたと連絡がありました」

　ミーナが報告する。

「そうなのか？　ずいぶんと早かったな」

　バルは目を見開く。

　ドラゴンは良くも悪くも目立つ存在なのだが、それしても探しはじめて数日とはいくら何でも予想外だ。

「前もって確認だけはされていたみたいですね」

「なるほどな」

　バルは納得する。

　探し出したわけではなく、元々認知されていた個体の情報をもらった形なら、早くて当然だった。

「じゃあミーナが捕らえに行くのか？　陛下は何とおっしゃった？」

　バルは矢継ぎ早に問いかける。

「私が出る予定でしたが、バルトロメウス様にお願いすることになりそうです」

「私が？　なぜだ？」

　彼は困惑してたずねる。

　まさかミーナのほうが生け捕りには向いているという理由が考慮されなかったのか。

「私は今から中央大陸に出発することになりました。あちらのほうでは、我々が早めに向かったほうがよさそうです」

　事態が変わったらしいとバルは察する。

「『闇の手』が何かやらかしたか」

　そのために予定よりも早くミーナたちを派遣するのだろう。

「それじゃドラゴンは私がやるしかないか」

　バルはそっと息を吐く。

「捕獲用の魔術具は用意しておきました」

　ミーナはそう言って袋を彼に差し出す。

「殺さずに倒すにはどうすればいいと思う？」

　バルは彼女に聞く。

「ドラゴンならバルトロメウス様の強さを感じ取れるでしょうから、リミッターを外して屈服させるという手はいかがでしょう？」

　とミーナは提案した。

「なるほど」

　バルは納得する。

　危険察知能力の高い相手にはいい手だった。

「リミッターを外すだけなら簡単だしな」

　乗り気になったところで彼はミーナに問う。

「ドラゴンがいる場所はどこなんだ？」

「帝都からはるか北東にある孤島だそうです」

　ミーナの回答は意外なものだった。

「思っていたより離れていないな」

　彼の疑念に彼女は答える。

「つい最近休眠期があけたようです」

「なるほどな」

　バルは納得した。

　ドラゴンには数年から数十年眠る「休眠期」がある。

　具体的な年数は個体差があるのだが、休眠期が続いていたなら周囲に気づかれなくても不思議ではない。

「アイスドラゴンだという話だそうです」

「アイスドラゴンか」

　バルは自分の記憶からアイスドラゴンの特徴を探す。

「バルトロメウス様なら問題ないでしょう」

「魔界元げん帥すいより強くはないだろうからな」

　バルは軽口を叩いた。

「そうですね」

　休眠期を終えて活動しはじめたドラゴンが魔界元帥よりも強かったら、地上の危機である。

　食事を終えたバルはミーナに言った。

「じゃあ今から行こう」

「すでに日が暮れていますが」

　ミーナに確認するように言われて、

「承知の上だ」

　と彼は答える。

「ところで捕獲したドラゴンをどうするのかは決まったのか？」

　そして肝心な点をたずねた。

「ドラゴンの成体はそんなに食べなくても大丈夫なので、居場所さえ確保すれば問題ないのですよ」

　ミーナはそう説明する。

「あと、人語を解する知能を持つのでバルトロメウス様がおっしゃることには服従するでしょう」

「うん、それならいけそうだが」

　バルは首をひねる。

「さすがの帝国も放し飼いは無理じゃないか？　周囲の反応という意味で」

　彼が懸念したのは民の反応だった。

　帝国領は広いのでドラゴン一体くらいは何とかなるだろう。

「バルトロメウス様の威名を高める方向にすると宰さい相しようが申しておりましたが」

「あの人か」

　バルは納得して苦笑した。

　堅実な性格だがしたたかな一面を持つあの男ならやりかねない。

「私はかまわない」

「……そうおっしゃると思いました」

　ミーナは言って彼を見つめる。

「もしもバルトロメウス様が事後承諾を嫌がるようでしたら宰相を懲こらしめたのですが」

「はは、大丈夫だ」

　バルは笑ってみせた。

「物騒な考えはひっこめておいてくれ」

「はい」

　ミーナは少しだけ不満そうにうなずき、彼に往復用の魔術具を渡す。

「帰りはドラゴンに乗ってくるという手もありますよ」

　とミーナが言ったのは冗談だろう。

「ドラゴンが慣れたらそれもいいな」

　ただバルはアイデアを採用する姿勢を示す。

　外国への牽けん制せいになるだろう。

　八神輝レーヴアテインに懐疑的な者だってドラゴンという存在は脅威に映るに違いない。

「ドラゴンライダー・バルトロメウス様ですね」

　冗談を真ま面じ目めに返されたミーナは真面目に答える。

「私が乗っても意味ないだろう。戦力の底上げに使いたい」

　そこまで言ってバルは苦笑した。

「話してばかりで時間を潰つぶすのは惜しい」

『闇の手』との決戦が近づいている。

　少しでも効率よく動きたいものだ。

「申し訳ありません」

　ミーナが邪魔してしまったと肩を落としたので、

「いや気にするな。いつも世話になってありがたく思っている」

　笑って慰める。

　ミーナはホッとして、

「では行き先までは私がお送りしましょう」

　と申し出た。

「魔術具をもらった意味が半分なくなったな」

　バルは笑う。

「宰相は私にできるか確認しなかったので」

　ミーナはニヤリとする。

　相変わらずだなとバルは思いつつ、彼女の魔術のお世話になった。




　彼が転移魔術で飛ばされたのは孤島の砂浜だった。

　日が暮れていて景色はよく見えないが、強大な魔力の気配をはっきりと感じる。

「なるほど。こいつは別格だ」

　とバルはつぶやく。

　その強大な気配はゆっくりとだが彼のほうに向かっている。

（ちゃんと気配は殺しているはずだが）

　転移魔術による空間の揺らぎを感じ取ったのか。

　それとも気配を殺したバルに気づけるほどの強さなのか。

　どちらにしても生なま半はん可かな相手ではないことは確定だ。

　地響きが少しずつ大きくなり、やがて山と見間違えるほど巨大な影が現れる。

　水色の冷たそうな鱗うろこと青い瞳ひとみを持ったアイスドラゴンだ。

「グルルル」

　威嚇の唸うなり声をあげたところでバルはリミッターを二つ外す。

　秘められていた魔力が大きくはね上がり、ドラゴンはぎょっと固まる。

　そして頭を砂にこすりつけた。

「……命乞ごいか？」

　バルが言うと、

「ソウダ」

　少しぎこちないがドラゴンが人語を話す。

「我デハとても勝てヌ」

「こちらとしても私に今後服従するなら、戦う理由はないが」

　潔いさぎよく降参したドラゴンにバルは話しかける。

「貴公ニ従おウ。何ヲすれば良イ？」

　とドラゴンは言った。

「ひとまず私の故国に来てもらえるかな。その後、あなたは国の戦力として組み込まれることになるだろう」

「……我ヲ戦力にスルために来たのカ？」

　ドラゴンは気づいたらしく問いかけてくる。

「間違っていない。嫌なら断ってもいいが、周囲に迷惑をかける行為は慎つつしんでもらうぞ？」

　バルはそう話す。

　このアイスドラゴンには誠意をもって対応する方がよいと踏んだ。

「……イヤ、受けよウ」

「いいのか？」

　断られることを想定していたバルは確認する。

「アア」

　ドラゴンは肯定した後、少し間を置いて言う。

「貴公ノ庇ひ護ごヲ受けられルのは我ニ利点があル」

　ドラゴンの発言にバルはうなずき、

「あなたにとって望ましい形に落ち着くかは私の一存では決められないが、努力することは約束しよう」

　と答える。

　それが彼なりの誠意だった。

「ただし魔界勢力との戦いには手を貸してもらいたいが」

「魔界勢力ダト？」

　アイスドラゴンは驚きの声をあげる。

「事実なラ協力しヨウ。奴やつらハ我らどらごんニトッテモ相あい容いれヌ宿敵ダ」

　怒りをこめて言った。

　人が知らないところで因いん縁ねんがあったのかとバルは内心思った。

「それにしても人の子カラ貴公のヨウナ猛も者さが出てイルトハ」

　アイスドラゴンは驚きと感慨を込めてつぶやく。

「どれくらい生きてるんだ？」

　バルは試しに聞いてみた。

「サテ」

　アイスドラゴンは答えなかった。

　人とドラゴンでは時の流れが違う。

（人間の感覚で何年と換算できなくても仕方ないな）

　とバルは思った。

　元より本気で知りたかったわけでもない。

「ひとまず私の故国に案内したいが、少し待ってくれ」

　バルは断りを入れて通信用の魔術具を起動させる。

　つながったのは宰相だ。

『バルトロメウスです。ドラゴンは降伏しました』

『降伏……さすがバルトロメウスだ』

　バルの報告に唸うなる。

　彼でなければ信じてもらえたか怪しい結果だろう。

『このまま連れて帰って大丈夫ですか？』

『ああ、エルフたちの協力でドラゴン一頭の受け入れ態勢は出来上がっている』

　宰相はさらりと答える。

　バルが知らされていないだけで国は準備を整えていたのだ。

『仕事が早いですね、さすが』

　バルは素直に褒める。

『貴殿らの活躍を阻害しないのも仕事のうちだからな』

　宰相は何でもないことのように言った。

『帝国に必要なのは陛下とあなたですよ、宰相』

『貴殿抜きで不可能なことは多いよ、バルトロメウス』

　褒め合いになりかけたところで二人は咳せき払ばらいをする。

『転移で戻ってくるなら皇宮付近で頼みたい。根回しはすませてある』

『承知しました』

　バルは返事して通話を終えた。

「人ノ技術は大したモノダ」

　アイスドラゴンは感心している。

「魔術を道具にするという発想はドラゴンにはないだろうな」

　とバルは言った。

　そもそも魔術を使えない者のための魔術具だと言える。

　生まれながらに全員が強者のドラゴンには無用の道具だろう。

「ウム。そしてソレコソ人の強みカモシレヌ」

　アイスドラゴンはそう言った。

「否定はしない。いい意味でも悪い意味でも人はそういう生き物だ」

　バルの言葉を聞いたアイスドラゴンは、

「悪い点ヲ認めラレルのハ素晴らしイ」

　と感心する。

「これからあなたは私の故国に行き、そこでは他の人間の指示に従ってもらうこともあるが、かまわないか？」

　そのドラゴンにバルは念押しをした。

　温和で理知的なふるまいから信用してもいいと思いはじめているが、相手はドラゴンである。

　しつこいくらいのほうがよいと思う。

「ウム、やむヲえマイ」

　アイスドラゴンは承知する。

「ありがとう。協力感謝する」

　バルは礼を言ってリミッターをつけ直した。

「強大な力ヲ抑え込むカ。人の世モ大変ダナ」

　アイスドラゴンは何かを察したらしい。

「無用な争いは避けるべきだ。あなたなら理解してくれそうだ」

「ウム」

　バルの言葉をアイスドラゴンは否定しなかった。




　魔術具で皇宮に転移したバルとアイスドラゴンを、ヴァインベルガー将軍とライヘンバッハ魔術省長官、宰相の三名が出迎える。

「これがドラゴンか……」

　宰相は万感のこもったつぶやきを漏らす。

「この魔力、この威容、恐ろしい強さを感じるな」

　ヴァインベルガーは鋭い視線をバルたちに向ける。

「どこに降りればいいですか？」

　バルがたずねた。

「その前にドラゴンは自らの魔術で体の大きさを変えられると聞いたのだが」

　宰相に言われて彼はドラゴンに聞く。

「できるのか？」

「可能ダ」

　ドラゴンは答えると、体の大きさを成犬くらいにする。

「これでドウダ？」

「おお、すごい！」

「これなら問題ないな」

　ライヘンバッハはアイスドラゴンの魔術に驚き、宰相は満足そうな声を出す。

「さすがドラゴンと言うべきか」

　バルも感心する。

「賞賛として受け取ろう」

　アイスドラゴンは流りゆうちょうな人語を発した。

「発音は今のほうが上手いな」

　バルが指摘すると、

「元の体は人語を発するのに向いてない」

　アイスドラゴンは答える。

「サイズの問題なのか？」

　バルは首をひねるが、当事者がそうだと言うならそうなのだろう。

「彼らの案内と指示に従ってくれ」

　そしてアイスドラゴンに頼む。

「了解した」

　アイスドラゴンが答えたところで、

「名前はあるのか？　これから何と呼べばいい？」

　宰相がたずねた。

「なまえ？　何だそれは？」

　アイスドラゴンは不思議そうに聞き返す。

「あなたを他と区別するために使う単語、かな？」

　バルは何とか伝えようとして言葉をひねり出した。

「ああ、人は数が多いからそういうものが必要なのだな」

　アイスドラゴンは納得したようである。

「好きに呼ぶがいい。我にこだわりはない」

　彼はそう言った。

「ふむ、どうしたものか」

「これは想定していなかったな」

　ヴァインベルガーと宰相は軽く困惑する。

　彼らはバルを見た。

「何かいいアイデアはないかな？」

「イスラというのはどうだろう？」

　宰相に聞かれてバルはアイスドラゴンに言う。

「ふむ、響きは悪くないな」

　気に入ったような声を出す。

「では我はこれからイスラと名乗ろう」

「決まりだな」

　宰相はホッとした顔だった。

　真面目な彼にとってドラゴンの呼び名が分からないという状況は、気持ちが落ち着かなかったのだろう。

「では私はこれで」

　とバルは告げる。

「ああ、ありがとう、バルトロメウス殿」

　宰相が彼に礼を言った。

「いえ、これも私の役目です」

　バルはそう言って転移魔術具で自宅へと帰還する。

　それを見届けた宰相が口を開く。

「これからよろしくということでいいのかな、イスラ殿？」

「ああ。できることはしよう」

　イスラは物分かりのよい態度を示す。

「ではさっそく相談があるのだが」

　宰相は喜んでいろいろと提案を行っていく。







第八話　中央大陸に




　数日後、バルはギルドで他の参加者と顔を合わせていた。

（一部予想を超えていたな）

　とバルは目を丸くする。

　五級は彼だけで、四級は『土の囁ささやき』、三級は『光の歌声』に、二級『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』までは意外ではない。

（だが、一級冒険者パーティーが『天てん泣きゆう』とはな）

　皇帝は彼が思っていたよりもずっと用心深かった。

「揃そろったか」

　総長イェレミニアスが言うと、『天泣』のリーダー、ヨハネスが嚙かみつく。

「おい、五級がいるのはどうなんだ？　足手まといじゃねえ？」

　三十歳になったばかりのヨハネスは少し怒りっぽい。

　さっそくの不満に、

「あら、彼なら大丈夫よ」

　とレナータが擁よう護ごする。

「話は聞いてるぜ。てめえがマヌケだったのを救われただけだろ？」

　ヨハネスはじろりとレナータを見た。

「二級のフォローができるのは事実でしょ？」

　彼女はまったく怯ひるまない。

「我、彼を認める」

　と言ったのは『天泣』の老魔術師だった。

「クルト？」

　意外そうにヨハネスが眉まゆを動かす。

「我の見立て、彼なら大丈夫」

　クルトが言うと『天泣』の仲間が顔を見合わせ、

「クルトが言うならいいんじゃないか、ヨハネス」

「俺もそう思う」

「僕もだよ」

　いっせいにクルトに賛成する。

「分かったよ！」

　とヨハネスは引き下がった。

　リーダーと言ってもそこまで立場は強くない。

「何者かしら」

　とレナータがクルトを見ながらつぶやく。

　バルは無言でクルトに礼を言った。

　返ってきたのは微笑である。

（助けられたか）

　バルは皇帝の配慮に感謝した。

　ここで揉もめるのはたしかに何のメリットもない。

「じゃあ説明するぞ」

　イェレミニアスが言う。

「お前たち合同パーティーの目的地は中央大陸だ。そこを調査し、『闇の手』という地下組織の情報を集めるのが任務だ」

　ある程度知らされているのか、誰も質問はしない。

　彼らを見回したあと、イェレミニアスはつけ足す。

「なお、機密だが八神輝レーヴアテインはすでに中央大陸入りしている」

　この発言に一同はざわめく。

「マジか」

「八神輝レーヴアテインが動くほどの案件なのか？」

『天泣』の面子メンツが警戒をはっきりと表す。

「それは分からん」

　イェレミニアスはきっぱり言う。

「だが、最悪に備えて動いているらしい」

　彼はもう少し詳しく知っているが、そこまで明かすことはできない。

　情報漏ろう洩えいを警戒してのことだ。

「つまり我らは安全か」

　クルトが言う。

　聞こえるように配慮された大きめの声だ。

「なるほど、私たちをいざという時に守るためでもあるのね」

　レナータは納得して安心する。

「俺らは守られる側か」

　ヨハネスは舌打ちした。

　プライドの高い男だけに素直に喜べない。

「俺らだけで勝てるとは限らないだろ」

　仲間の剣士が彼をたしなめる。

「何せ大量の魔物を呼んできたりした奴やつらなんだ。だよな？」

　剣士はイェレミニアスに同意を求めた。

「そうだな。そのための備えと思ってくれていい」

　イェレミニアスがうなずく。

「まあいざという時八神輝レーヴアテインがいるなら」

　とレナータが応こたえる。

「誰がいるかは教えてもらえないんですか？」

　三級『光の歌声』のリーダーである男性が聞いた。

「そこは機密だな。この情報でもギリギリなんだ」

　イェレミニアスは答える。

「まあ八神輝レーヴアテインが動く可能性は敵だって考慮してるだろう。それくらいは教えてもいいってわけか」

　ヨハネスが鼻を鳴らして言った。

「そうだ」

　イェレミニアスは認める。

　バルが手を挙げてたずねる。

「移動手段はどうするんですか？」

「船を用意した。中央大陸北部に到着予定だ」

　イェレミニアスの返答にみなは納得した。

「転移魔術は無理なのか？」

　ヨハネスが聞く。

　ミーナやライヘンバッハなら送れるのではないか、と遠回しに聞いたのだ。

「交流がない国だからな。疑念を煽あおらないために避けることになった」

　イェレミニアスが渋面で話す。

「転移魔術で戦力を送るのは侵略行為、誤解されやすい」

　とクルトが言う。

「そんなものなのかねえ」

　ヨハネスが舌打ちをする。

「帝国は大国、疑われるのはよくない」

　クルトは彼をなだめた。

「だなあ」

『天泣』のメンバーはうなずく。

「政治的事情ってやつかよ」

　ヨハネスは唸うなった。

「俺はそれがいやで冒険者になったはずなんだがなあ」

「強くなるとついてくる。例外はない」

　クルトが淡々と言う。

　なだめるというには感情がなさすぎだった。

　それでもヨハネスは不満をおさめる。

「まあうだうだ言っても仕方ねえ。最善を尽くすとするぜ」

「あら、ただの不平屋じゃなかったのね」

　レナータが目を丸くした。

　皮肉ではなく素直に感心したのだ。

「ただの不平屋、一級のリーダーは務まらない」

　クルトが彼女に答える。

「失礼したわ」

　レナータは詫わびた。

「気にしない。彼はよく誤解される」

　鷹おう揚ようにクルトは笑う。

「勝手に許すなよ」

　ヨハネスは横から口を挟む。

「話を進めていいか？」

　大きめの声と強い口調でイェレミニアスが割り込んだ。

「ああ」

　ヨハネスもレナータも何事もなかったように受け入れる。

「船と水と食料は一応こちらでも用意してあるが、非常用だと思ってほしい」

「承知している」

　ヨハネスが言うと、

「船が用意してある場所までは魔術具で転送できることになった。国内の移動は問題ないからな」

　イェレミニアスが話を続けた。

「なるほどね」

　レナータが笑う。

「それくらいやってもらうのは当然だろ」

　ヨハネスが言った。

「憎まれ口、言わない」

　クルトが彼を[image: ]る。

「ち」

　ヨハネスは舌打ちして口を閉ざす。

「どっちがリーダーか、分からないわね」

　レナータが小声でバルにささやく。

　バルはあいまいに笑っただけだった。

「聞こえたぞ、そこの女」

　ヨハネスがじろりとレナータをにらむ。

「聞こえてもよかったからね」

　レナータは悪びれなかった。

「話が進まない」

　彼らの間にクルトが立つ。

　これに二人の勢いはそがれてしまう。

　イェレミニアスが杖つえのような魔術具を取り出す。

「では港まで転送するぞ。移動先には職員が待っているから、それに従うように」

「心得た」

「了解よ」

　クルトとレナータが代表して返事をする。

　直後、彼らの空間が歪ゆがんだ。




　そして彼らは帝国北部の港に移動していた。

「相変わらずすごいな、転移魔術ってやつは」

　キョロキョロしながら『光の歌声』のメンバーが言う。

「船はどれだ？　あれか？」

　ヨハネスが見たのは停泊している木造の大型船だった。

　中から若い男性が下りてくる。

「お待ちしておりました、みなさま」

　眼鏡をかけた男性はにこりと微笑ほほえむ。

　なかなか美形だったが、見覚えがないのは北の人間だからだろう。

「ありがとう、世話になる」

　クルトが礼を言う。

「船長と船員は中にいますよ」

　職員は笑いながら船を指さす。

「それでもありがとうございます」

　バルも礼を言った。

「律義ですな」

　職員は驚いたようである。

　北の冒険者は律義ではないのかもしれないとバルは思う。

　冒険者たちが順に船に乗り込んだところで、青い帽子をかぶった老年の男性が姿を見せる。

「あんたらが中央大陸まで行くっていう冒険者か」

　気難しそうな顔をしたまま、じろりと一行を見た。

「そうだが？」

　ヨハネスが強気に応じる。

「俺は船長のミハイルだ。船の上じゃ俺の指示に従ってもらうぞ」

　牽けん制せいするように言う。

「当然、我らは素人しろうと」

　クルトがうなずいた。

「魔術は魔術師、料理は料理人でしょ」

　レナータも言う。

「鍛冶かじはドワーフってつけ加えてほしいが」

　ヨハネスは力を抜いて言う。

「それなら海は魚人って言うべきだな」

　奥から魚ぎよ鱗りんを持った船員が数名現れる。

「魚人か。これは頼りになりそうだな」

　とバルは言った。

　魚人は海に生活拠点を置く種族である。

　船が難破したところで彼らがいれば不安はないだろう。

（もっともクルト様がいるから別の意味で心配無用だが）

　とバルは思う。

　名前を隠していて自分から名乗る気配がない以上、彼もまた秘密を守るつもりだ。

　クルトの正体をイェレミニアスは知っているが、それ以外に知っているギルドメンバーはおそらくバルだけだろう。

「乗ってくれ。部屋はパーティーごとでいいだろ？」

　船長の問いにみながうなずいたが、バルだけ手を挙げる。

「俺は一人なんだが」

「イェレミニアスから聞いてるよ」

　船長はにやりと笑う。

「あんただけ船員と同じ部屋だ」

「えっ」

　その発想はなかったとバルは目を丸くする。

「ガハハハ、五級だからな。足を引っ張んなよってことだな」

　ヨハネスが愉快そうに笑った。

「まあそうですね」

　バルは無難にやり過ごす。

「大丈夫、バルさん？」

　レナータが心配そうに声をかける。

「何なら私たちと同室でもいいわよ？」

　大胆に誘う。

「ちょっ」

「ええ」

『光の歌声』のメンバーがギョッとし、中には頰ほおを赤らめた女性もいる。

「それはまずいだろう」

　バルが苦笑する。

　妙齢の女性たちの間に男が入るのは外聞の問題があった。

「あら、みんなは反対しないでしょ？」

　レナータは仲間たちを見回す。

「ええ」

「バルさんなら別に」

　全員がうなずき彼女に賛成する。

「おいおいマジかよ」

　ヨハネスが呆あきれる。

「バル、モテモテ？」

　クルトは目を丸くする。

　バルの気のせいでなければ彼の視線が若干痛い。

「こんなのがいいとは趣味が悪いな」

　なんて憎まれ口を叩いたのは『天泣』の槍やり使いだった。

　レナータがじろりと彼をにらむ。

「あら、あなたより一万倍すごいわよ？」

「はっ」

　彼らの間で火花が散ったので、クルトが割って入る。

「争い、やめる。これから出発。我らは仲間」

「おう……」

　槍使いはすごすごと引き下がった。

「ありがとうございます」

　レナータがクルトに礼を言う。

「悪いのはこちら。申し訳ない」

　クルトは仲間の無礼を代わりに詫びる。

「もう気にしてませんよ」

　とバルが言う。

　そして彼は船員に案内された部屋に行く。

（悪くはないな）

　客室ではないが、それだけに普段は入れない部屋だ。

　バルは内心ワクワクしたし、自分の男の子な一面に気づいて苦笑する。

「文句は言うなよ？」

　魚人の船員に念を押されて、

「大丈夫だ。俺はどこでも眠れる」

　と切り返す。

「そういう問題なのか？」

「本人がいいならかまわないだろ」

　船員たちはそう言った。

「どれくらい目的地までかかる？」

　バルが聞くと、

「十五日ってところじゃないか？」

　答えが返ってくる。

「風をちゃんと捕まえられるかにもよるから、約束はできないぞ」

　別の船員がそう言った。

「分かった」

　バルはそう答える。

（仕方ないか。長いが）

　その間事態が動くことはありえるが、他の者たちを信じるしかない。

「それじゃ出港するぞー！」

　遠くで船長の声が聞こえた。







閑話




　ゲレールターは『闇の手』の総裁を呼び寄せていた。

「何かございましたか？」

　怪け訝げんそうな総裁に、

「恐ろしく強大な魔力の持ち主が複数この大陸に着いた」

　とゲレールターは告げる。

　ぎょっとする総裁に一いつ角かく鬼きは言った。

「我から見て圧倒的な気配の持ち主となると、八神輝レーヴアテインを想定したいね」

「ぎょ、御ぎよ意い」

　淡々と話すゲレールターに対して総裁は反応が遅れる。

「ついに乗り込んできましたか。まだ準備が整っていませんが……」

　そわそわとして落ち着きがない総裁に、

「迎え撃たないよ？」

　とゲレールターは言った。

「は？」

　総裁は間抜けな声を出す。

　一角鬼が何を言いたいのか、彼にはとっさに理解できない。

「なぜでしょうか？」

「これはチャンスだからだよ」

　ゲレールターはため息をついて説明する。

「八神輝レーヴアテインが複数乗り込んできたということは、本国の守りはうすくなったということだ」

「なるほど」

　総裁はようやく理解した。

「期せずして隙を作れたというわけですな」

　喜びを浮かべる彼にゲレールターは冷めた視線を向ける。

「まあそうだね」

　ゲレールターは本心を隠して答えた。

　彼にとって総裁や『闇の手』の面子メンツは道具であり、同胞ではない。

「信頼できる幹部を選んで通達してほしい。大陸を移動すると」

「はっ」

　総裁は下がった。

（思ったより来るのが遅かったね、帝国）

　独り残ったゲレールターは思索にふける。

　どうして帝国はこのタイミングに来たのだろう。

（やはりアリアと《紫し眼がん導どう師し》が理由だろうか？）

　アリアが捕まったことでこちらの情報が漏れた。

《紫眼導師》という有力な魔術師が消えたことで、『闇の手』の脅威度が下がった。

　帝国の考えはそんなところだろうか。

（《紫眼導師》は痛かったんだよねえ）

　ゲレールターはため息をつく。

　彼自身は処分に反対だったのだが、『闇の手』の構成員たちは違った。

　チャンスだとばかりに責め立て職権を取り上げた。

　ゲレールターが『闇の手』を見限ったのはこの時である。

（《紫眼導師》なしで【魔界扉イビルゲート】を開くのは現状不可能に近い）

　それがゲレールターの分析だ。

　となると考えられる手は一つしかない。

（『闇の手』を潰つぶして口封じだね）

　残念だが【魔界扉イビルゲート】を開くチャンスはそのうち来ると諦めるべきだった。

　一角鬼であるゲレールターはまだ千年以上生きることができる。

　今は帝国の八神輝レーヴアテインが強くても、千年後は分からない。

（最後まで生き残れる者が強いんだからね）

　戦わずに待つという戦法こそ最強だ。

　ゲレールターはそう思う。

　自分を除く『闇の手』全員には捨て石になってもらおうと決めた。

　問題は方法である。

　直接的に言えばさすがに反発され、裏切られるだろう。

　代替が利くのはお互いさまだ。

　彼らを納得させ、疑われることなく捨てなければならない。

（まずは分断する。半分はこの大陸に捨てていく）

　それは成功しそうだ。

　なぜなら総裁はゲレールターを疑っておらず、半数の配下を囮おとりにして移動することに賛成しているからだ。

（……ケビンだけは残してもいいかもしれないね）

　と総裁のことを考える。

　別に彼を信じているからではない。

　いいように利用できるからだ。

（おそらく自分さえ生きていれば組織は再生できると思っているだろうね）

　それがケビンの本性だとゲレールターは見ている。

　そのため彼の考えに賛同しやすいのだ。

「ゲレールター様」

　戻ってきた総裁が声をかける。

　ちょうど一人だった。

「やあケビン総裁」

　一礼する彼にゲレールターは笑いかける。

「腹を割って話そうじゃないか」

「……はい」

　総裁の表情が硬くなった。

「実際君はどう思う？　かなり状況は悪いと思わないかい？」

「御意」

　ゲレールターの問いにためらいながらも総裁はうなずく。

　現状が理解できないほど愚かでもない。

　だからこそゲレールターはつき合ってきたのだし、その判断は間違っていなかったと確信する。

「組織は君と我がいれば存続はできる。そう考えたことは？」

「……あります」

　ゲレールターの突然の問いかけにぎょっとしながらも、総裁は正直に答えた。

「現状だと我々だけでも生き残れるよう努力すべきだとは思わないかい？」

「思いますが」

　ゲレールターが本気だと理解し、ケビン総裁は答える。

「うん。そのつもりで行動しようじゃないか」

　ゲレールターが言えば、

「ゲレールター様はそれでよいのですか？」

　と総裁は聞いた。

「うん？　なぜかな？」

　ゲレールターは問いかける。

　総裁は面食らいながらも説明した。

「組織の維持と発展に尽力なさっていたので」

「ああ、なるほどね」

　ゲレールターは総裁の勘違いを理解する。

「『闇の手』の発展は目的をかなえるための手段だよ。大切なのは【魔界扉イビルゲート】を開くという目的だ。君は違うのかい？」

　ゲレールターに真顔で聞かれ、

「いえ、違いません」

　総裁も真顔で応こたえた。

「人間の言葉で損切りってやつを実行する段階にきてるんだよ」

　ゲレールターは言い聞かせるような口調になる。

「ゲレールター様さえよろしいのでしたら、私に異存はありません」

　総裁はすばやく言った。

　もたついていると自分も切り捨てられる対象に入ってしまうかもしれない。

　そんな懸念が脳をよぎったからだ。

「ふむ。分かってくれてうれしいよ」

　ゲレールターは言う。

　少しもたついてしまった感は否いなめないが、許容範囲だとゲレールターは判断する。

（人間は感情で動く非合理的生物だからね）

　彼らを利用するつもりなら、彼らの生態を把握して理解しなければならない。

「一応人員は集めておりますが」

　ケビンはそう言った。

　一応動いていたかとゲレールターは満足する。

「では部下を納得させる表現を考えてくれるかい？　むろん、残されるほうがだよ」

「はい」

　総裁は引き受けた。

　その後、再び幹部たちを集めて総裁は告げる。

「グループを二つに分ける。一つは私とゲレールター様とともに帝国へ侵入する者。もう一つはここで勢力拡大を図る者だ」

　総裁の言葉に驚きながらも幹部たちは黙って続きを待つ。

「共にゆくのはルーク、セレス、ギーブル、レイモンドだ」

　と総裁は名前を挙げる。

　いずれも有能で捨て駒ごまにするのは惜しいと彼が思う部下だ。

「残りのメンバーは誰が指揮をとるんだい？」

　ゲレールターは何食わぬ顔で総裁に聞いた。

「ガレスに任せようかと」

　総裁の言葉で一人の男に視線が集まる。

「なるほど、彼なら安心だね」

　ゲレールターは言った。

「承知しました」

　ガレスは壮年の慎重な男だ。

　総裁の留守役を任せられても誰も疑わないほどに。

（正直切り捨てるのは惜しいが）

　という気持ちが総裁にはある。

　だが、惜しい人材を残さないとさすがに誰かが不審に思うだろう。

　ガレスが残るなら「捨てられた」疑惑が浮かんだとしても、疑惑ですむはずだ。

「では残りの者は帝国との決戦のために備えよ」

「はっ」

　元気のよい答えが届く。

　総裁とゲレールターが帝国に行くと言ったからか、彼らの士気は高かった。

「留守はお任せを！」

「必ずや貢献してみせます！」

　彼らは自分たちが残されることを、いいように解釈したらしい。

　他の幹部たちも神妙な顔で、唯一の例外がセレスという女性幹部だ。

　勘のいい彼女だけは何か気づいたらしい。

「では委細頼むぞ」

　と総裁は言った。

　死地に赴おもむく戦友を見送るような空気の中、総裁とゲレールターは数名の幹部だけを連れて出発する。

（逆なんだけどなぁ）

　ゲレールターはほくそ笑む。

　死地になるのは残されるほうだし、彼らには何も伝えていない。

　盛大なパニックになるだろう。

　ゲレールターは小声で総裁に確認する。

「転移魔術具はすべて回収したかな？」

「確認します」

　総裁はセレスを呼んで聞き、ゲレールターに報告する。

「彼女がすべて回収したそうです」

「そうか」

　これで残った面子は魔術具で逃げることができなくなった。

　セレスの顔色が優れないので、ゲレールターが彼女を呼ぶ。

「彼らの退路を断ったのではないよ。我々が追いかけられて不利な状況になるリスクを排除したんだ」

「御意」

　セレスはうなずいた。

（人間は面倒だね）

　とゲレールターは思う。

　言い方を変えるだけで態度が変わるのだから。

　ただ、彼らを利用しない限り【魔界扉イビルゲート】を開くのはほぼ不可能だ。

　ならば彼らを賢く利用しよう。

（それが誇り高き一角鬼というものだ）

　ゲレールターはそう思うのだ。







第九話　中央大陸探索




　何事もなく中央大陸に到着した一行は久しぶりの陸地を堪たん能のうする。

　バルさえも例外ではなく、太陽の光を浴びながら思いっきり背伸びをした。

「じゃあ俺たちは戻る」

　と船長は言い、一行を驚かせる。

「あんたらが戻ったら俺らどうやって帰るんだ？」

　ヨハネスが当然の疑問をぶつけた。

「任務が終わったあんたらを送り届ける手段はあるって国は言ってたぜ？」

　船長は不思議そうに答える。

（ああ、ミーナが今この大陸のどこかにいるからな）

　とバルは納得した。

　彼女ならこの大陸から帝国まで、一行を魔術で送るくらいわけもないだろう。

「何だ、そりゃ？　どうやるんだ？」

　ヨハネスは納得せず不満をぶつけるが、船長は取り合わない。

「じゃあ頑張ってくれよ」

　大して休みもせずすぐに出港してしまう。

「呆あきれるくらいにタフだね、彼ら」

　バルは思わず言った。

「本当にね」

　隣に立っていたレナータが共感する。

　二週間船の上で過ごすのは思っていた以上に体力を奪われた。

　同じ経験をしたはずの船乗りたちはピンピンしている。

　慣れだけではすまないと彼らは感じたのだ。

「クソッ！　どうしろってんだ！」

　のどかな彼らとは対照的に、ヨハネスはイライラしていた。

「おそらく八神輝レーヴアテインの力だろう」

　と言ったのはクルトだった。

「ああ。何名か動いてるって話だったもんね」

『天てん泣きゆう』の面子メンツが理解を示す。

「ことが終われば見つけて回収してもらえるのね」

『光の歌声』のリーダーが言う。

「となると、来ているのはヴィルヘミーナ様なのかな？」

『天泣』の一人が予想する。

（当然予想されるよな）

　バルはその点は仕方ないと思いつつ、疑問を持った。

　彼らが気づくなら敵だって気づくのではないか。

　そんな懸念があるのだ。

（もちろん、私の考えすぎかもしれないが）

　敵の情報収集能力を過大評価しているだけかもしれない。

　持っている情報が違うのだから、彼らと同じ考えに至るとは限らないのだ。

（だが、それでも変だ）

　とバルが思うのは皇帝の慎重さを知っているからだ。

　ミーナに臆病と酷評される彼が、「敵は気づかないかもしれない」という前提で策を用いるなどありえない。

（敵に狙ねらいを読まれた時のことを想定した策を用意してあるのが自然だ）

　そこまでバルは分かるが、では皇帝はどうするのかという点が読めなかった。

　バル、ミーナ、クロードという八神輝レーヴアテイン三強を全部この大陸に送ってしまったので、自由度も下がってしまっている。

「バルさん？」

　レナータが不思議そうに声をかけてきて我に返った。

「何だい？」

「いえ、ぼーっとしてどうしたのかなって」

　レナータの瞳ひとみには心配の色が強い。

「ああ、これからどうしようと思っていたんだよ」

　彼は笑顔を作って答えた。

「ならいいんだけど……」

「よくねえだろ。考えんのは俺たちの仕事だ。五級はサポートに徹してろよ」

　ヨハネスが彼らの会話に嚙かみつく。

「余裕がない男ねえ」

　レナータが顔をしかめる。

　気の小さく余裕がないというのは、未知の土地ではありがたくない存在だ。

「ヨハネス、我慢しろ」

　とクルトが言う。

「ちっ」

　ヨハネスは舌打ちをして黙ってしまった。

「なぜ彼が一級のリーダーなのかしら」

　レナータは小声でバルにだけ聞こえるように言う。

　実のところバルも不思議だった。

　クルトがリーダーをやっていない理由は想像がつくが、他ほかに適切な人材はいなかったのだろうか。

「ひとまず移動しませんか」

『光の歌声』のリーダーが疲れたように言った。

「そうね」

　レナータが同意し、仕切りはじめる。

「じゃあみんなで移動しましょう。私たちが先頭に立つわ」

　そう言って『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』の面子が歩き出す。

　彼女たちにとってかなり不本意だった。

　本当なら一級が仕切って先頭に立ってほしかったのだ。

　バルは彼女たちの気持ちを理解し、彼女たちの後に続く。

「ヨハネス、我らが最後尾をやろう」

　とクルトは言った。

　二級が先頭に立つなら一級が背中を守るべき。

　この考え方は彼らにとって自然だったので『天泣』は従う。

「何でそんなイライラしてるんだよ、ヨハネス？」

　歩き出したところで仲間がリーダーに聞いた。

「お前のせいで俺らの評判も下がりそうなんだが？」

　ローグが声を低めて追及する。

「……すまん」

　仲間たちから辛しんらつな空気を浴びせられ、ようやくヨハネスは冷静さを取り戻した。

「理由、我らに話すべき」

　クルトがじっと彼を見つめる。

「だって俺らだけでいいじゃねえか」

　ヨハネスはぽつりと言う。

「危ねえことをするのはよ。二級とは言え女とか、五級とか何を考えて送りこんできたんだよ？」

　彼の不満を知って仲間たちは納得する。

「相変わらず不器用で口下手で素直じゃないリーダーだぜ」

　仲間が鼻をこすりながら言った。

「要するに心配だから帰れと言いたかったわけか、彼らに」

　クルトはため息をつく。

　あれでは嫌われただけだとみんなが思ったが、誰も言わない。

　ヨハネスは冷静さを取り戻せば馬鹿ではない。

　自分の振る舞いが裏目に出たと気づけるだろう。

「何でって言われても、人手不足だからだろう？」

「俺たちだけじゃ大陸は広いしな」

　仲間たちにうなずきつつ、クルトは、

（バルトロメウスを冒険者の一人として送り込むというのが真の目的であったからな）

　と思う。

　もちろん言えるはずがないが。

「みんなに謝ったほうがいい」

　かわりにヨハネスに忠告する。

「そうだな。謝る機会があればな」

　ヨハネスはぷいっと横を向き、仲間たちの笑いを誘った。

「やれやれひと安心か」

　クルトはため息をついて、

「町を発見すれば集まるだろう。その時頼むぞ？」

　とヨハネスに声をかける。

「分かった。俺のせいだからな」

　ヨハネスはいい年をしてすねた顔で言った。

　そんな彼らの雰囲気の変化を前方にいるバルは感じ取る。

「どうやら上手うまくいったみたいだな」

「えっ？」

　横を歩くレナータがちらりと彼を見た。

「『天泣』だよ。空気が変わった」

　彼に言われて彼女は後ろを振り向き、

「たしかにちょっと違うわね」

　と認める。

「よく分かるわね、バルさん」

　そして彼の敏感さに感心した。

「気配りできないと存在感を発揮できないからね」

　バルは自じ嘲ちよう気味に言う。

「そんなことないと思うけどなぁ」

　レナータはすねた。

「イチャつくなよ、うぜえ」

　後ろからぼそっと男性の声が飛ぶ。

　レナータは不快そうに眉まゆを動かしたが、

「誤解された俺たちが悪いな」

　とバルが言ったため、破局は回避された。

「今のところ変なところはないね」

　サーラが言った。

「そうだな」

　バルがうなずく。

　港には人影はなかったが、管理ができていそうだった。

　魔物が大量に徘はい徊かいしているということもない。

「この辺にまで影響は出てないのか？」

「だとすると面倒だね」

『夜空の月桂樹』たちはそう話し合う。

「探すのに骨が折れそう」

「不意打ちの上手うまさを考えると、潜伏が巧たくみな可能性は想定していたけど」

『夜空の月桂樹』たちは悔しそうに言った。

　バルは話に加わらず考えている。

（何か引っかかるな）

　理由は自分でも分からないが、何か消化不良を起こしていた。

　何か見落としがあるのではないかという気がしている。

（それが分からない）

　バルが悩んでいると、レナータが顔をのぞき込む。

「どうしたの、バルさん？」

「何か気になることでもあるの？」

『夜空の月桂樹』たちは次々に問いかける。

　バルは我に返って言った。

「ああ。ここからどうやって探すのか。帝国の指示がなかったと思ってね」

　彼が指摘すると、

「ほんとそうよね！」

　レナータが同意する。

「これじゃ雲をつかむような状態だわ」

「せめてもうちょっと何とかしてほしかったね。そんな余裕ないんだろうけど」

　サーラが肩をすくめた。

「……あるいは読み違いか？」

　バルはふとひらめく。

　何の根拠もない思いつきだが、見当はずれでない可能性もある。

「読み違い？　どういうこと？」

　レナータが聞く。

「帝国への攻撃が執しつ拗ようだったので、この大陸はもっと酷いことになっていると、帝国上層部は思っていたんじゃないかなと」

　バルは答えた。

「なるほど！」

　手を叩いて同意したのはレナータだった。

「だから手がかりもすぐに見つかると思ってたというわけね。たしかにこんな異常が見当たらない状況は、私たちも予想外だったわ」

　そう言ってから彼女はため息をつく。

「まあまだ判断は早いかもしれないが」

　とバルは言った。

「何か思いついたの、バルさん？」

　サーラが首をかしげる。

「簡単に言うと上陸した場所、国が悪かった可能性だな」

　バルが言うと、

「うん？　ああ、そういうこと」

　数秒後にレナータが理解してうなずいた。

「……他の国は平和じゃないかもってこと？」

　サーラが彼女を見てその可能性に気づく。

「ええ。私たちがこの大陸は平和だって単に早合点しただけかもしれないでしょう？」

「それはそうね」

　サーラはうなずき、

「もっとも全部の国を見て回るとなると相当キツイけど」

　と苦笑する。

「つまりバルさんがさっきから考え込んでたのもそういうことよ」

　レナータはそう言ってバルを見た。

「ね、そうよね、バルさん」

「まあそうだな」

　バルは認める。

（少し違うが……まったく間違ってるわけじゃない）

　だったら肯定しておいてよいと判断した。

　ここから『闇の手』の手がかりを探すという冒険者としての任務は、非常に大変なのは事実なのだから。

「とは言え、どこの国に行けばいいのか分かんないわよね」

　エイミがぽつりと言う。

「誰かに聞けばいい気はするけど、何も知らない人がいてもふしぎじゃなさそう」

　サーラが不安を口にする。

（まあ私たちは囮おとりで、本命はミーナなんだろうが）

　とバルは思うが言葉にしない。

　せいぜい囮らしくしようと彼は提案する。

「住民がいたら積極的に話しかけたほうがいいかもしれないな」

「危険じゃない？」

　サーラが首をかしげた。

「バルさんのことだから、何かアイデアがあるのよね？」

　レナータが信頼を込めた視線を向ける。

「八神輝レーヴアテインが動いてるという情報はあっただろう」

　バルはいずれ誰か気づくと考え、はっきり言った。

「つまり彼らを目立たせないための俺たちじゃないかな」

「……私たちは陽動ってわけ」

　レナータが表情を少し硬くする。

「そりゃそうか。考えてみればおかしいもんね」

　サーラが天をあおいだ。

　彼女たちは頭の回転は遅くない。

「本当に冒険者で解決したいなら、特級を動かす……」

　エイミがぽつりと言った。

（こっちはある意味特級より豪華な面子だがな）

　バルはクルトを思いながら内心で言う。

　自分とクルトがいるのは冒険者たちに対する保障のようなものなのだろうと推測する。

（私はともかく、クルト様はいざとなったら正体を明かしてもいいからな）

　もちろんそうならない展開が理想だが。

「じゃあ陽動をしっかりこなさないとね」

　気を取り直したレナータが明るく言った。

「切り替えが早いね」

　バルは感心する。

　彼女たちが囮扱いをいやがるような性格だと思ってはいなかったが、こうもあっさりと受け入れるのも予想外だった。

「頑張ったら褒美をもらえるでしょ？」

　レナータが意味ありげに笑う。

「あ、分かった。ヴィルヘミーナ様にお会いしたいんでしょ！」

　サーラが指摘すると、

「ええ」

　レナータは笑顔で認める。

　バルは内心意表を突かれた。

「へえ、レナータはヴィルヘミーナ様にお会いしたいのか」

「笑わないの？」

　バルにレナータはたずねる。

「笑わないさ。ヴィルヘミーナ様は魔術師の最高到達点と言われる方だしね」

「ええ、そうなのよ！」

　レナータは表情を輝かせた。

「とてつもなくお強いのよ。一級冒険者の戦士に接近戦で勝てちゃうくらいにね」

　彼女の言葉にバルはおやっと思う。

（ミーナの戦闘、見ていたのか？）

　あの時どうだったかと首をひねるが思い出せない。

　見られても困るものではないので気にしないことにした。

「笑わないの？」

　レナータはもう一度問いかけてくる。

「笑うって？」

　バルは彼女の意図が理解できなかった。

「そんなことできるわけないって、言う人いたのよね」

　レナータが不快そうに顔をくもらせる。

「ああ、なるほど」

　バルは納得した。

　魔術師が接近戦で一流の戦士にかなうはずがないというのは、多くの者が何となく思っていることだろう。

　彼はミーナに該当しないと知っているから何とも思わないが。

「ヴィルヘミーナ様ならあるいは、と思うからね」

　バルはそう話す。

「クロード様より接近戦が強いと言われたら、さすがに信じないけど」

「それはそうよね」

　レナータは苦笑する。

「私だって信じないわ。だって八神輝レーヴアテイン同士じゃない」

　彼女の言葉にバルはうなずいておいた。

　町が見えたところで彼らは後ろを向く。

「町よ！」

　レナータの言葉で後ろの面子は小走りで寄ってきた。

　少し先に見える町は城壁がなく、荒れた様子もない。

　ありふれた港町にしか見えなかった。

「活気があるわけじゃないが、何もおかしなところがないな」

　とヨハネスが言う。

「マジかよ。まさか虱しらみ潰つぶしに探して行けってことか？」

『光の歌声』の面子がぼやく。

「いや、俺らはたぶん囮だな」

　ヨハネスが言った。

「えっ？」

　クルトとバル、『夜空の月桂樹』以外の面子が驚いて彼を見る。

「八神輝レーヴアテインが動くって総長が言ってただろ？」

　ヨハネスの指摘に、

「ああ、なるほど」

　と『天泣』の面子が納得する。

「考えてみりゃすぐ分かることだった。総長はちゃんとヒントをくれてたんだな」

　ヨハネスが自嘲気味に笑った。

「あれってヒントだったのね」

　レナータがそこまでは分からなかったとつぶやく。

「分かりにくい」

　クルトがきっぱり言った。

（たしかにな）

　バルは内心同意する。

　イェレミニアスの批判めいたクルトの発言に、他の面子はとまどっているようなので、態度に出すのは控えた。

「囮なら派手に行動したほうがいいのか？」

『天泣』の一人が言う。

「この人数だから普通にやるだけで目立つだろ」

　ヨハネスが切り返す。

「違いないわね」

　レナータが賛成する。







閑話




　アリアは緊張していた。

　無事に自分の故郷に着いたのだが、同行者に喜びはない。

「妨害や出迎えくらいはあると思っていたが」

　とミーナは冷めた目で周囲を見回す。

　彼女は魔術探知で周囲に異常がないことを確認し終える。

「転移魔術を探知できるのは貴殿くらいしかいないだろう」

　クロードが指摘すると、

「【魔界の民】ならあるいはと思ったがハズレだったらしい」

　ミーナはふんと鼻を鳴らす。

「私が【魔界の民】なら逃げるがな」

　クロードがそう自分の考えを述べる。

「逃げる？　どこに？」

　少し意表を突かれたらしいミーナが聞く。

「分からぬ。だが、我々が知らない場所くらい探せばいくらでもあるだろう」

「それはそうだな」

　ミーナはクロードの意見を否定せず舌打ちする。

【魔界の民】が逃げに徹したら非常に面倒だ。

「そう言うなら、逃げる相手を捕まえるアイデアはあるのか？」

　ミーナが問いかける。

「実は何もない」

　クロードは渋い顔で答えた。

「地上の生物ならともかく、【魔界の民】に魔界の技術と知識を使って逃げられるとなるとな……」

　アリアはもっともだと思う。

　言葉には出さなかった、いや出す勇気がなかったが。

「何かアイデアを出せ」

　とミーナが言う。

「急には無理だな。貴殿こそ何かないのか？」

　クロードが逆に聞き返す。

「今、皇帝がやっているだろう？」

　ミーナが真顔で告げる。

「……私たちを動かしていることか？」

　クロードが首をひねると、ミーナは鼻で笑う。

「帝都は今、だいぶ隙が生まれただろう」

　そして冷たく指摘する。

「……まさか」

　クロードは目をみはった。

「帝都をわざと空にするのが陛下の本命なのか!?」

　彼はうなる。

「でないなら帝都防衛が任務の貴様が来る必要はあるまい。マヌエルやイングウェイでよかったはずだ」

　ミーナは決めつけた。

　クロードは根拠がないと否定するのをためらう。

（たしかに私が来る必要性はあまりない。バルトロメウスとヴィルヘミーナだけでも十分なくらいだ）

　と納得してしまう。

　皇帝らしくない作戦である。

　だが【魔界の民】を取り逃がすほうがリスクは高いと判断したのかもしれない。

「ということは我々が奴やつらを帝国へ追い立てる作戦なのか？」

　クロードは考え込む。

　皇帝の意図通りに動くためにはどうするべきかと思うのだ。

「あくまで可能性の段階だ。ゆえにバルトロメウス様にもお伝えしていない」

　とミーナは言う。

「それはそうだろうが」

　だいたい【魔界の民】が帝国の都合のいいように動くとはかぎらない。

　いくらでも可能性はある。

「知らないフリをしておいたほうがいいかもしれないぞ」

　ミーナはそう忠告した。

「……それもそうだ」

　敵を騙だますにはまず味方からという言葉もある。

　クロードは納得してアリアに視線を向けた。

「貴殿が知っている場所にはここからどう行けばいい？」

「ここから西へまっすぐです」

　アリアは答えた。

「よし、行くぞ」

　ミーナが言うと、クロードが制止する。

「ちょっと待て。まさかこのまま突っ込むつもりか？」

「もちろんだ」

　ミーナは平然と言った。

「さすがに危ないのでは？」

　アリアが不安そうに声をかけるも、

「危険を冒さずして大きな成果は得られない。覚えておけ」

　ミーナは相手にしない。

「貴殿は私とヴィルヘミーナで守る。心配はいらない」

　クロードが力強く言った。

「はい」

　アリアはありがたくうなずく。

　彼女の強さは一般人並みでしかない。

　守ってもらわないと『闇の手』戦闘員に瞬殺されてしまう。

（裏切り者だと狙ねらわれる危険を覚悟でついてきたのだから、きちんと守ってほしいわね）

　と思う。

「では行くぞ」

　ミーナが魔術で自分を含めて三名の体を浮かす。

　アリアからすれば何をしているのかさっぱり分からない。

　詠唱すら必要とせずこんな魔術を発動できるあたり、ミーナの実力はあまりにも飛びぬけている。

（こんな魔術師、知らない）

　大陸が違えば名前も知られにくいのかとアリアは思った。

　三名は文字通り風のようなスピードで移動する。

　そして止まったかと思うと、クロードが剣を抜いて下から飛んできた矢を弾いた。

「防御魔術は使ってくれないのか？」

　クロードがミーナに聞けば、

「少しは貴様も働け」

　と彼女は切り返す。

　アリアは何が起こったのか分からない。

　ミーナとクロードが見ている方向に視線を向けると、見覚えがある黒服たちがいる。

「幹部が混ざっています！」

　アリアの上司も幹部の一人だったので、その秘書として顔を合わせたことがあった。

「総裁や一いつ角かく鬼きは？」

　ミーナが鋭く聞く。

「いません。それに幹部も全員はいません」

　アリアが早口に言った。

「逃げたか」

　クロードがつぶやく。

　組織の中でも重要だろう総裁と一角鬼がいないなら、そう考えるのが妥当だ。

「我々の存在に気付いたとすると、なかなかの気配探知能力だな」

　ミーナは考え込む。

　クロードはアリアを背後に庇かばいながら相手の出方をうかがう。

「舐なめやがって！」

『闇の手』の構成員の一人が不愉快そうに叫ぶ。

　敵を目の前にしながら一人は考えごとをしていて、舐められているように感じる。

　彼らでなくとも怒る場面だった。

「ヴィルヘミーナ」

「黙れ」

　呼びかけたクロードに対してミーナはそう返す。

「奴らくらい貴様一人で十分だろう？」

「何を呼べるのかすら分かっていないんだが」

　クロードとしては油断禁物だと言いたかった。

「なら今すぐ制圧してしまえ」

　ミーナはイラついた声を出す。

「もう遅い！」

「我らが力を見よ！」

『闇の手』の構成員たちは紫色に輝く石をいっせいに砕く。

「あ、あれは！」

　アリアが恐怖から叫ぶ。

「何だ？」

　とクロードが聞く。

「上位の魔物を封じた石です。幹部だけが持つことを許されているのです！」

　焦ったアリアが早口で説明する。

「へえ、何が出るか」

「『闇の手』の底が分かるな」

　クロードとミーナは慌てるどころか興味深そうな反応だった。

　クロードはこの一戦で『闇の手』の戦力の上限を見きわめようとしたのだが、

「どうかな」

　ミーナは否定的な考えを示す。

「あいつらはおそらく捨て駒ごまだろう。最大戦力は持ってないんじゃないか？」

「なるほど。一理あるな」

　その指摘にクロードはもっともだと納得する。

　総裁や一角鬼がいない以上、目の前の幹部たちが最大戦力とは思えない。

　彼らがそのようなことを言いあっている間に、石を使った召喚は終わった。

　現れたのは紫色の小さな蛇バジリスクが二頭。

　大きな斧おのを持った牛頭の怪物ミノタウロスが五頭。

　山羊やぎの頭と黒い槍やりを持ったサテュロスが三頭。

　それからアウズンブラが十頭だった。

「ひっ」

　アリアが息を飲む。

　彼女だけだと軽く千回は死んでしまいそうな、圧倒的な戦力だ。

「これは都市一つ分を破壊できそうじゃないか？」

　とクロードが言う。

「帝国騎士団も存外だらしないな」

　ミーナは彼にいやみを向ける。

「いや、バジリスクは石化の邪眼を持っているし、サテュロスは呪のろいを振りまくし、ミノタウロスは城壁にヒビを入れる怪力を持っているからな」

　クロードは魔物たちの特性を一つ一つ指摘した。

　精鋭と言えど、同時に相手にするのは厳しすぎる相手だと。

「その通りだ！」

「死ねえ！」

『闇の手』たちは叫び、魔物たちに命令を下す。

「まあ邪眼対策はしておこうか。【天鏡反照】」

　ミーナが魔術を発動させ、直後にバジリスクが石化の邪眼を発動する。

　見る者を石に変える邪眼はミーナが展開したうすい鏡のような壁に跳ね返され、バジリスク自身を石にしてしまう。

「な、何だと？」

　思いがけない展開に『闇の手』のメンバーは硬直する。

　他の魔物たちも足を止めた。

「なまじ知性があると的になるという例だな」

　ミーナが言うと、クロードは苦笑する。

「対集団戦は苦手なんだが」

　彼はそう言って剣を水平にかまえて斬撃を放つ。

【月斬剣】

　開祖が斬撃を月が描く弧に見立てたことからつけられた名前だ。

　クロードが放った遠距離斬撃がミノタウロスたちの首を綺き麗れいに落とす。

　さらにアウズンブラたちの体も上下に真っ二つになった。
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　サテュロスたちは位置の関係で無傷だった。

「やはり全ては無理だったか」

　クロードは息を吐く。

「使えないな」

　ミーナが舌打ちする。

「集団相手が苦手って、誰が？」

　アリアは目の前の光景に啞あ然ぜんとした。

　彼女の前に現れた魔物たちは、木こりが木を切り倒すように容易たやすく葬ほうむれるような存在ではないはずだった。

「クロードだ。とにかく攻撃に柔軟性がない男だな」

「否定はできん」

　クロードはミーナの評を受け流す。

　彼自身本気でそう思っているようだった。

（八神輝レーヴアテイン、怖い）

　アリアは本気で震える。

　何も知らなかったとは言え、一度はこんな連中を敵に回してしまったのか。

　無知の恐怖を今さらながら嚙かみ締しめる。

「あ、ありえない」

「ウソだろう」

「ミノタウロスだぞ？　バジリスクだぞ？」

『闇の手』の面子メンツは腰を抜かしてしりもちをついている。

　彼らの戦意はへし折れてしまっていた。

　奥の手である魔物の群れがまったく相手にならない。

　しかもミーナとクロードはまだ余裕たっぷりだ。

「さて、総裁たちがどこに行ったのか話してもらおうか」

　とクロードが聞く。

「知っているのか？　こいつらが？」

　ミーナが疑問を口にする。

「知っているが、言うか！」

　一人がしりもちをついたままにらみあげながら叫ぶ。

「まあ別に貴様が言う必要はないからな」

　ミーナは冷笑し、他の者を見る。

「裏切るなら助かる可能性があるぞ？　そこのアリアがそうだったようにな」

　勧誘としては下手だったが、それだけに『闇の手』構成員には真実に感じられた。

「は、話す！　話すから助けてくれ！」

　一人が意を決したように叫ぶ。

「何だと、貴様！」

　別の一人が憤ふん慨がいして食って掛かる。

「裏切るつもり」

　だが、最後まで彼は言えなかった。

　彼ばかりではなく、裏切りを叫んだ男以外は全員が眠りにつく。

「これは……？」

「ヴィルヘミーナの魔術だ」

　クロードが言ったのはアリアに説明するためだ。

「え、ウソ？　みんな一瞬で眠らされたの？」

　アリアはぎょっとする。

　幹部クラスなら魔術に対抗するアクセサリーを持っているはずだった。

　詠唱もせずその守りを突破したというのか。

「この程度、児じ戯ぎにすぎない」

　とミーナは冷たく言った。

　本気で大したことがないと思っている声だとアリアは直感して黙る。

（ズレてる。この人たち、本当にズレてるわ）

「全員生け捕りにするのか、ヴィルヘミーナ？」

　とクロードが聞く。

「ああ。この際、捕ほ虜りよは多いほどいいだろう。役に立つかは知らないが」

　ミーナはそう言って魔術で眠った者たちを拘束していく。

「これで私たちの役目は終わったというところか」

「そうだな」

　ミーナはうなずく。

「簡単すぎ……」

　アリアは畏い怖ふする。

『闇の手』壊滅がここまですぐ終わるとは思っていなかった。

　八神輝レーヴアテインが動くとはそういうことなのだ。

　彼女も『闇の手』もまるで理解できていなかったのだ。

「ふん」

　ミーナは鼻を鳴らす。

　アリアに対してフォローするつもりはないのだった。

「こちらの作戦が終わったのなら、バルトロメウス様と連絡をしてもよい気がするんだが？」

　そしてクロードに提案する。

「それはいいがどうやる？　他人の目もあるんだぞ？」

　クロードの言うことはもっともだった。

「……そうだな」

　ミーナは少し考える。

「やっぱり貴様が行け、クロード。状況を伝えるだけだからな」

「それはかまわないが」

　クロードは答えた。

『闇の手』の構成員を魔術で拘束し続けるのは、ミーナだからできる規格外の行為である。

　それを考えれば冒険者たちへの伝令役をこなすのは妥当だった。

「冒険者たちが今どこにいるのか、私では分からないぞ」

　クロードは魔術についてはそこまで規格外の力量ではない。

「そこは私がやる。冒険者たちがどこにいるのか、すぐに特定できる」

　とミーナは言った。

　正確にはバルがどこにいるのかを把握できるのだが、あえて言わなかった。

　クロードも知っているので訂正は求めない。

「分かった。どういう手順でやる？　貴殿の魔術なら先に奴やつらを帝都に送ってもよさそうだが」

「そうだな」

　ミーナはうなずいた。

「まず貴様を魔術で飛ばす。それから捕虜どもを帝都へ連れて行く。アリアも私が連れて行こう。後は自力で戻れるだろう？」

「ああ」

　クロードは答える。

　彼も魔術は使えるし、魔術具も持っている。

　一人で帝都に戻るだけならば問題はない。

「それでいいんですね」

　アリアがつい口を挟む。

「二手に別れたところで襲撃があるなら、それはかまわないさ」

　クロードが気負いない笑みを見せる。

「そのほうが好都合だからな」

　とミーナは不敵に笑う。

（もしかしてこの人たち、それを待ってる!?）

　とアリアは直感する。

　逃げる敵を追うのは面倒だが、仕かけてくるなら捕まえるだけでよい。

　圧倒的な強さと自信がある者が考えがちなことだ。

（だけど、この二人なら思い上がりじゃないわね）

　むしろこの二人に勝てると思うほうが傲ごう慢まんで愚かだ。

『闇の手』のように。

　ミーナが右手を振るとクロードの姿が消える。

　バルがいるところへ転移したのだ。

「では行くぞ」

　ミーナはアリアを見て言う。

「は、はい」

　アリアがうなずくと、次の瞬間景色が歪ゆがんで彼女は帝都の皇宮に戻ってきていた。

「さていろいろとやることがあるぞ」

　ミーナはそう言って捕虜を宙に浮かせて歩き出す。







第十話　敵を騙だますにはまず味方から




　バルたちは町で宿をとって部屋に荷物を置いた後、一度建物の外に集まっていた。

「今日は休むとして、明日は移動するか、それともこの辺を調べるかだな」

　とヨハネスが言う。

「移動でいいんじゃない？」

　レナータが提案する。

「どう見ても問題ないもんね。異変がある国の情報を集めたほうがいいんじゃない？」

　と『光の歌声』のリーダーが賛成した。

「俺も賛成だ」

　ヨハネスもうなずく。

　方針が固まったところにクロードが転移してきた。

　バルと目が合ったが、お互い態度には出さない。

「冒険者たち、揃そろっているか？」

　貴族然としたクロードがあいさつもせず呼びかけると、

「何だ、てめえ？」

　不信感を全開にしたヨハネスが嚙かみつく。

「いきなり何だよ？」

　他の冒険者たちも同様だったが、すぐに相手に気づく。

「まさかあんた、八神輝レーヴアテインのクロード？」

　ヨハネスが思い出したという顔で聞いた。

「そうだ」

「八神輝レーヴアテインが先にひと仕事を終えたってことかしら」

　レナータが悔しそうに言う。

「すまないが君たちの役目は終わったと考える」

　クロードは感情を抑えて端的に説明する。

「突然現れて、一方的に言われて納得できるかよ！」

　四級のパーティーたちが叫ぶ。

「同感だな」

　三級パーティー『光の歌声』も彼らに同調する。

「俺らを道化にする目的だったのかよ？」

　ヨハネスが吐き捨てた。

「そんな意図はない」

　クロードは力強く否定する。

　冒険者たちが皇帝に怒り、不信感を持つ展開だけは避けたい。

　そのためにバルの力を借りたいと視線を向ける。

（そうは言ってもな）

　バルは反応しなかった。

　感情的になった彼らを理屈で納得させるのは難しい。

　それが分かるからこそ、バルは沈黙を選ぶ。

（今は何も言わないほうがいいぞ）

　バルは目め配くばせでクロードに伝える。

（そうは言われてもな）

　クロードとしては受け入れることはできない。

　冒険者の立場を理解はしても、彼はあくまでも貴族で八神輝レーヴアテインだ。

　彼らに媚こびを売るようなまねはできないと考える。

「提案がある」

　と口を開いたのはクルトだった。

「クルト、何かあるのか？」

　ヨハネスが少しうれしそうに言った。

　バルは意外に思いながらもクルトの言葉を待つ。

「あなたたちがどこで何をやったのか、教えてもらいたい。そして我らもそこに行かせてもらいたい」

　クルトはクロードに要求する。

「そうだな、遠くまで来たのに知らないうちに解決してましたじゃ納得できねえよ！」

　ヨハネスが続いて言った。

「ふむ」

　クロードは迷う。

（本来なら反対するべきだが）

　いくら何でも冒険者たちが気の毒だ。

　力ずくで抑え込むのも悪手だろう。

（それにバルトロメウスとクルト様がいるんだ）

　めったなことにはならないと判断する。

　二人をちらりと見ると、どちらもおだやかな顔だ。

　任せて大丈夫だとクロードは解釈する。

「いいだろう。国には報告するが、君たちの行動を認めよう」

　クロードの言葉に冒険者たちはホッとした。

　これはヨハネスでさえ例外ではない。

　相手は八神輝レーヴアテインでも有名なクロードということで、緊張はあったのだ。

「だが、条件がある」

　クロードは彼らの緊張が再発することを言った。

「私と模擬戦をしてもらう。その結果で決める」

「……は？」

　この展開はバルにとっても予想外だった。

　間抜けな声はあちこちから生まれる。

「どうしてだ？」

　クルトが問いかけた。

「『闇の手』の残党狩りが必要になるかもしれない。そのためには最低限の強さがいるだろう」

「なるほど、それならいいぜ」

　ヨハネスが腕まくりをする。

「てっぺんの強さを拝ませてもらおうぜ」

　彼が言うとあっけに取られていた『天てん泣きゆう』の面子メンツがうなずく。

「ああ、いいな、それ」

「私たちも参加していいかしら」

　レナータも手を挙げる。

「かまわない。一級と二級なら歓迎しよう」

　クロードは答えつつさりげなく線引きをした。

「三級以下は足手まといだろうな。下がれ」

　ヨハネスに言われて三級以下のパーティーとバルが下がる。

　クロードは剣を抜いて中段にかまえた。

「ではどこからでも来い」

　と彼は言う。

「意外と普通の対応じゃねえか」

　ヨハネスが鉄てつ槌ついを取り出してにやりと笑った。

　他のメンバーも一いつ斉せいに武器を取り出す。

　ごく自然に理想的な陣形へとなっていく。

（素晴らしい練度だ）

　とクロードは評価する。

　帝国精鋭の騎き士したちですら、これ以上円滑に陣形を組めるかどうか。

（組織に馴な染じめない実力者の受け皿を作ったのは正しいと言えるな）

　そう思いながら彼は待つ。

　自分から仕掛けると力を発揮することなく退場してしまう者が現れてしまうだろうし、それは彼の本意ではない。

　冒険者たちの力を見て受け止めたいという気持ちがあったからこそ、このような戦いを提案したのだ。

「おりゃああ！」

　ヨハネスが鉄槌を振り回す。

　速く鋭く強烈な一撃だが、クロードは余裕を持って紙一重で後ろに避よけた。

「【泥の手】」

　その直後、レナータが発動した魔術でクロードの両足が拘束される。

「ほう」

　見事な魔術にクロードは感心したわけではない。

　同時に『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』の面子が両横から迫る連携の見事さが理由だ。

　彼女たちはけわしい顔のまま槍やりの突きと剣撃を左右から繰り出す。

　クロードは右手を素早く動かし、剣で二つの攻撃を跳ね返した。

「うっ」

『夜空の月桂樹』は驚かない。

　はっきりとした力の差を感じただけだ。

「【打ち砕く渦流】」

　そこにクルトの魔術が発動する。

　クロードの足元から水が生まれ、それが渦巻きになって彼を包み込む。

「はぁっ！」

　クロードは何と気合だけで抵抗し、打ち消してしまう。

「クルトの魔術を気合で相そう殺さいって、バケモンすぎるだろ」

『天泣』の面子から畏い怖ふの声が漏れる。

「まだまだあ！」

　ヨハネスが諦めず攻撃を仕かけるので、レナータがそれに合わせた。

　クロードの目に向かって光の魔術を浴びせたのだ。

「うっ」

　クロードはとっさに目を閉じる。

「勝機！」

　ヨハネスはそう判断して必殺技を繰り出す。

　我流・【剛爆砕】

　自身の魔力を槌つちに集中させ、強烈な衝撃波で鋼鉄すら粉々にする。

　この必殺技でヨハネスは一級冒険者の領域に到達したのだ。

　視界を一時的に潰つぶされた状態なら、さすがの八神輝レーヴアテインもまともに食らう。

　冒険者たちはそう確信した。

（これはまずいな）

　クロードは視界が潰されていても、繰り出された攻撃の危険度を察知する。

　無防備で食らってよいものではないと判断するまで早かった。

　愛剣を使って衝撃波を撃ち出し、ヨハネスの衝撃波を相殺する。

　そして剣で槌を受け止めた。

「……えっ？」

　声をあげたのは硬直したヨハネスだが、冒険者たちは同じ気持ちだった。

　何が起こったのか彼らには理解できない。

　必ず当たると思えた攻撃が、気づいたら打ち消されて防がれていた。

　冒険者たちにはそうとしか思えない。

「ふう、ちょっと危なかったな」

　とクロードは言う。

「よく言うぜ。俺の奥義を余裕で相殺したのに」

　距離をとったヨハネスはふーっと息を吐き出す。

　他の面子も仕かけようとはしなかった。

　彼らはすでに気づいてしまっている。

　クロードは少しも本気を出していないことを。

「ここまでかな」

　とクルトが言う。

　彼らが即席の連携でできる攻撃はさっきので最高だろう。

　これ以上は続けようがないと彼は判断する。

「そうだな。悔しいけど、さすが八神輝レーヴアテインだぜ」

　ヨハネスはそう称たたえた。

「まさか見もせずに俺の攻撃を防がれるなんて、夢にも思ってなかったからな」

　ヨハネスはうなる。

　彼にとって相当衝撃的だったようだ。

「あれは反則よね。ね、バルさん、分かる？」

　後方に下がってレナータがバルに聞く。

「分からない」

　とバルは答えたが、ウソだった。

　彼はクロードの戦闘スタイルを知っているので、解説することもできる。

　もちろん言えるはずがないが。

「そっか、そうよね」

　レナータは仕方ないと思う。

　彼女だってよく分からなかったのだ。

「それで？　俺らは合格か？」

　ヨハネスは鉄槌をしまいながら聞く。

「ああ。合格だ」

　クロードは剣をおさめて答える。

「君たちなら危険にも対処できるだろう。改めて実感できた。この後よろしく頼む」

「へ、分かればいいのさ」

　クロードの評価を聞いてヨハネスがうれしそうに言った。

（いざという時にはバルトロメウスもいるしな）

　ならば心配はいらない。

　クロードは結論を出した。

「じゃあ教えてもらおうか？　どこに行けばいいのかを」

　ヨハネスの要求に彼はうなずく。

「『闇の手』の本拠地があったのはここからかなり南、ソシア王国という国だ」

「ソシア王国……四か国も先なの」

　レナータはため息をついた。

　中央大陸の地図を頭に入れていた者たちはみんな、似た反応だった。

　この大陸の中央付近は北から南に五か国が重なるように存在している。

「ここは一番北の国の北部、ソシア王国は最も南の国だもんな」

　気持ちは分かるとバルが言う。

「馬で何日かかるか分からないわね」

『光の歌声』のリーダーがつぶやく。

「そこは転移魔術で私が送ろう」

　クロードが答える。

「え、いいんですか？」

『光の歌声』のリーダーは驚いていた。

「せめてもの詫わびだ」

　クロードは優しく微笑ほほえみ、彼女は頰ほおを赤らめる。

（相変わらずだな）

　とバルは内心思った。

　クロード本人は自覚していないが、女性にモテるのだ。

　端正な顔立ちの貴公子という外見に加えて、上級貴族という家柄、八神輝レーヴアテインという実力。

　男が望むものはだいたい持っているのがクロードという男だ。

「君たちさえよければ今からでも出発したいが」

「ありがたいね」

　ヨハネスが軽口を叩たたく。

　クロードが取り出したのは紫色の壺つぼのような魔術具だ。

　それが光ると彼らはクロードとミーナが『闇の手』と戦った場所へと移動する。

「これだけの人数を動かせる魔術具があるなんて」

　レナータは驚いた。

　彼女は魔術師だからこそ、集団転移の難しさが理解できる。

「八神輝レーヴアテインは持ってる装備からしてケタ違いというわけだ」

　ヨハネスが言う。

（ミーナ手製だがな）

　とバルだけ思った。

「近くには町もあって人もいるようだ。補給は何とかなるだろう」

　クロードがそう話す。

　そうでなければワガママは認められなかっただろう。

「分かった」

　とヨハネスが言った。

　クロードは一度全員を見回してうなずき、転移魔術具で帰還する。

「帰ったか」

　クルトが言うと、

「強かったわね」

　レナータがつぶやく。

「防御一辺倒だったのにあの強さは反則だな」

『天泣』のヒーラーが言った。

「ちっ」

　ヨハネスが面白くなさそうに舌打ちする。

　気に入らなくてもクロードが見せた強さは本物だった。

　それを否定するのは彼のプライドが許さない。

「さすがというところか」

　クルトが締めくくった。

　白々しく聞こえたのはバルくらいだろう。

「あれで三番目って本当かしら？」

　サーラが疑問を口にする。

　彼女からすればそれだけクロードは圧倒的だったのだ。

「バルトロメウスとヴィルヘミーナのほうが強いってか？　怪しいな」

　ヨハネスは悔しまぎれに辛しんらつな言い方をする。

「ウソをつく理由がないけどね」

　レナータが指摘した。

「調査をやろうか」

　クルトがヨハネスに言う。

「ああ。『闇の手』とやらのことを調べてやるぜ」

　彼は怒りに燃えていた。

　疎外した帝国上層部に、そして疎外される程度の力しかない自分自身に。

「痕跡から察するに『闇の手』は魔物を呼んで戦ったんだな」

　ヨハネスが言う。

「そして八神輝レーヴアテインはどうやって応戦したのかしら？」

　レナータは首をかしげる。

『闇の手』のものらしき戦闘の痕跡はあるのに、八神輝レーヴアテイン側のものは残っていない。

「どういうことかしら？」

「クロードが戦ったかもね」

　疑問を浮かべる者たちにクルトが告げる。

「彼が普通に戦う分には痕跡なんて残らないだろう」

「たしかに」

　レナータがうなずいた。

　ヨハネスと戦った時も静かそのものだった。

「ちっ」

　ヨハネスがまた舌打ちをする。

　意図せず八神輝レーヴアテインとの違いを思い知ることになり、面白くないのだろう。

（違いを感じ取れるだけで大したものだが）

　とバルは思ったが言わなかった。

　彼が言ってもおそらくヨハネスの心には届かない。

（それにしても残念だな）

　バルは続いてそう考える。

　彼としては【魔界の民】と戦ってみたかったのだが、このままでは空振りだ。

　皇帝はあえて最大戦力の彼を空振りさせるという作戦に出たのかもしれない。

　バル自身、予想外で裏をかかれた思いをしているのだから、敵に分かるはずがないということだ。

（敵を騙だますには味方から、だったか）

　かつて師匠に教わった戦術を思い出す。

　皇帝の予想通りに事態が推移しているなら、それでいいとバルは思う。

「バルさん」

　レナータが話しかけてくる。

「どうした？」

　バルが聞くと、

「バルさんはどう思いますか？　今回の依頼について」

　レナータはじっと彼を見つめた。

「分からないことだらけだよな」

　バルは正直に言う。

　八神輝レーヴアテインたちに『闇の手』を倒してもらうだけなら、もっとやりようはあったと思うのだ。

「聞いても教えてもらえないでしょうね」

　レナータは嘆息する。

「自己満足でいいなら、調査をするか？」

「ええ。バルさんは？」

　レナータに聞かれてバルは肩をすくめた。

「俺は遠慮しておくよ。みんなの支援メンバーのはずだが、あまり役には立てないだろうしね」

「そう。じゃあ私の手伝いをして！」

　レナータは思い切って言う。

「いいよ」

　バルが快く承知するとレナータが彼の手をとる。

「こっちよ！」

「調べものは逃げないと思うなぁ」

　少女のように無邪気に笑うレナータに苦笑しつつ、バルは彼女についていった。




　総裁が率いた『闇の手』の幹部は無事に帝国へ到着する。

　旅の集団自体は帝国では珍しくないので、彼らは目立っていない。

「我はさすがに無理だろう」

　と言って港で別れたゲレールターは現在行方不明だった。

「ゲレールター様が安全にいられる場所を確保せねば」

　総裁の意見に幹部たちはうなずく。

　すっかり人数が減ってしまったが、彼らはまだ希望を捨てていなかった。

　それどころか何とか帝国に一泡を吹かせようと意欲に燃えている。

　そのことに誰も疑問を抱かない。

「総裁、具体的にはどうしますか？」

「適当な村に行こう。たしか都市には騎士団か軍が滞在しているんだったな」

　総裁は部下に調べさせた帝国の情報を思い出す。

　帝国は大国だけに常備戦力が他の国よりも多い。

　だが、さすがに村までは無理だった。

　せいぜい依頼された冒険者がやってくるくらいなので、今の彼らでも簡単に制圧はできるだろう。

「漁村でいいのでは？　海の魔物もいますし」

　女性幹部の提案にケビン総裁はうなずく。

「全員で行こう。早さが生命線だからな」

　とケビンは言った。

　今の彼らではただの騎士にすら勝てるか分からない。

　異変に気付いた敵戦力がやってくるまでに場を離れるべきだった。

　総裁たちが漁村に忍び込んだ時、村人たちは彼らに声をかける。

「あんたたち、何者だ？　どこから来た？」

　あまり知識を持たない村人からしても奇妙に思ったのだろう。

　不審さがこもった発言にケビンは舌打ちする。

「騒がれると面倒だ」

　彼は懐から黒い石を取り出して魔力を込めると、黒い霧が噴き出す。

　それを顔面に浴びせられた村人は意識を失って倒れる。

「悲鳴が遠くの騎士たちに聞こえるとは思えないが、なるべくあげさせるな」

「はっ」

　ケビンの指示に従って『闇の手』のメンバーは動き出す。

「それと殺すなよ。生け捕りにしたほうが長く使える」

　今の彼らはそれくらいまで弱体化している。

　幹部たちにもそれは伝わっていた。

「何だぁ？」

　村人の一人が火の魔術を彼らに向かって撃つ。

　幹部の一人が相殺する。

「帝国はみな徴兵され、戦闘訓練を積むと聞いていたが面倒だな」

　ケビンが舌打ちをする。

　彼としては無抵抗な村人が望ましかったのだ。

　誰でもいいからとにかく生いけ贄にえがほしい状況で質にこだわってなどいられない。

「不審者だ！　返り討うちにしてやれ！」

　誰かが大きな声で叫ぶと、何人もの若い男性がやってきて鍬くわや鎌をかまえる。

　一流とは言えなくてもそれなりに使えると、動作で伝わってきた。

「帝国が大国と言われる理由をこういう形で思い知らされるとはな」

　ケビンは苦い顔でつぶやき、

「殺してもかまわん！　成果をあげろ」

　部下たちに指示を出した。

　一いつ角かく鬼きの召喚に成功し、《紫し眼がん導どう師し》を獲得して一大勢力を築いたはずの組織の凋ちよう落らくを首領として感じながら。

　村人たちの喚かん声せいを聞きつつ、何人も気絶させていく。

「さすがに村人に負けるわけにはいかないからな」

　ケビンは安心する。

　勝ったと思った瞬間、彼の背中に悪寒が走った。

「まさか堂々と悪事を働く輩やからがいるとはね」

　振り向くといつの間にか若い女が村の入り口に立っていた。

　見たところ貴族か資産家の令嬢にしか見えない服装だが、もちろんそんなはずがない。

「誰だ？」

　ケビンが問いかけたが女性はそれを無視し、背後の村人たちを見た。

「死人はまだ出てないみたいね。間に合ったということかしら」

「間に合った？　大言を」

　幹部の一人が魔石を取り出しながら叫ぶ。

「待て！」

　いやな予感がしたケビンが制止する。

　だが遅かった。

　魔石が使われるよりも早く、彼の手が凍り付いてしまう。

「うわあ」

　幹部は手を振るが、そんなことをしても体が凍っていくことは止められない。

「そ、総裁！」

　助けを求められたケビンは、女性の正体を必死に考える。

　詠唱もなく幹部を凍らせるくらい氷の魔術に長たけた女性と言えば。

「まさか、八神輝レーヴアテインシドーニエ？」

「正解」

　ケビンのつぶやきにシドーニエは残酷に微笑ほほえみながら答える。

「クソッ！　読まれていたというのか!?」

　ケビンは思わず叫ぶ。

　でなければこんなタイミングよく来られるはずがない。

（何か勘違いしてるわね）

　シドーニエは推測する。

　この村は彼女が住むエリアから近いので、何かあれば気づけるのだ。

　敵にミスがあったとすれば、八神輝レーヴアテインがどの地域で暮らしているのか、しっかりと調査しなかった点だ。

　もっともシドーニエにそれを教えてやる義理はない。

「に、逃げ」

「あら」

　逃げようと魔術具を発動させようとした者がいたので、シドーニエは視認できる魔術具を全て凍らせてしまう。

「ヒッ？」

「う、うそ……」

『闇の手』たちはあまりの力の差に愕がく然ぜんとする。

　同時にシドーニエは眉まゆをひそめた。

　あまりにも手ごたえがない上に、いちいち自分の力に驚いているところに違和感がある。

（八神輝レーヴアテインの力を承知してやってきたのではない？）

　何かがおかしいと女の勘が告げていた。

「それであなたたちの名前を聞いてもよくて？」

　シドーニエは答えるはずがないと思ってたずねる。

「『闇の手』創設者にして総裁のケビンだ！」

　ところがケビンは堂々と答えた。

「えっ」

　そして自分で戸と惑まどっている。

「なるほどね」

　シドーニエはつぶやく。

「眠りなさい」

　彼女がそう言うと『闇の手』の残党は全員その場に崩れ落ちる。

　それを遠巻きに見ていた村人たちがおそるおそる近づいてきた。

「みなさん無事かしら？」

　うって変わって優しい微笑を浮かべて、シドーニエは問いかける。

「は、はい……」

「もしかしてシドーニエ様ですか？」

「ええ」

　村人の問いにシドーニエは笑顔で応じた。

「遅くなってごめんなさいね。でもみんな無事でよかったわ」

　彼女の華やかな魅力に村人たちは魅了され、もっと早く来てほしかったという声は上がらなかった。

「いえ、全員助かりましたから」

　男性がデレデレと鼻の下を伸ばしながら言う。

「ところでこいつらは一体何者なんですか？」

　女性の村人がもっともな問いを投げる。

「それはこれから調べるわね」

　とシドーニエは答えた。

　彼女の一存で話してしまうわけにはいかないのだ。

「【氷ひよう枷か】」

　彼女は氷の拘束具を作り出し、全員の動きを封じる。

「では私はこれで行くわね。ごきげんよう」

　シドーニエはそう言い残して転移で帝都に移動した。

　そしてすぐに人を呼んで騎士団に引き渡し、自分は皇帝のところに足を運ぶ。

　仕事中だった皇帝だが、すぐに彼女の面会に応じる。

「どうかしたか、シドーニエ」

「防衛担当地域に『闇の手』の首領ケビンと名乗る男たちが現れたので、捕らえました」

「何!?」

　皇帝は目を見開いて叫ぶ。

「本物なのか？」

　そばにいた宰さい相しようが疑わしそうな声を出す。

「それはこれから確かめてくださいな」

　シドーニエは柔らかく答える。

「そうだな」

　宰相と彼女は皇帝を見た。

「もしや陛下は今回の展開を予想なさっていたのですか？」

「……確率が低いと思っていたので誰にも言わなかったがな」

　皇帝は彼らの推測が正しいことを認める。

「詳しくうかがいたいのですが」

　宰相に申し込まれて皇帝は言った。

「一角鬼はどたん場になれば彼らを見捨てるのではないかと考えたのだ」

「【魔界の民】にとって彼らは仲間ではないと」

　宰相がうなずきながら合いの手を入れる。

「一角鬼を逃がしたのは残念ですわね」

　シドーニエは嘆息した。

『闇の手』はこれで壊滅だろうが、あと一手足りなかった感は否いなめない。

「そうだな」

　と皇帝は残念そうでもなく言った。

　宰相はそれに気づき、主君に問いかける。

「陛下、もしかして何か腹案がおありなのですか？」

「さらに確率が低い賭かけなのだ」

　皇帝はためらった。

「……もしやバルトロメウスを送ったのも？」

　宰相はひらめいたと手を叩たたく。

「なぜ分かった!?」

　これには皇帝が目をみはった。

　シドーニエも皇帝に同意見である。

　たしかにバルトロメウスが他の大陸に送られたのは謎なぞだったが、どうして結びつけることができたのか。

「最大戦力のバルトロメウスをあえて送ったということは、そこが最重要攻略ポイントだと陛下はお考えになるでしょう」

　宰相は話す。

「バルトロメウスを帝国から出したのは隙を見せるためではない？」

　シドーニエは意表を突かれた気分だった。

　たしかに最大戦力を最重要ポイントに送るのは合理的である。

　彼女が気づかなかったのは、バルが冒険者として送られたからだ。

　考えてみれば単純なのに心理を利用して気づかせなかったのは見事だとシドーニエは判断する。

「さすが陛下。してやられましたわ」

　彼女がそう称えると、

「まだ分からぬ。肝心の一角鬼はまだ網にかかっていないのだからな」

　皇帝は渋い顔で答えた。

　彼の読みでは一角鬼は『闇の手』を囮おとりとして帝国へ送り出し、意識をそらしているうちに本拠に戻るのだが。

「果たしてどうなるか」

　皇帝のつぶやきに誰も答えられなかった。

「なぜ一角鬼が中央大陸に戻るとお考えになったのです？」

　シドーニエがたずねる。

「エルフから譲ゆずられた文献の解読が進んだ結果、かつて現れた一角鬼の性格や行動パターンが記されていた」

「へえ、そうでしたの」

　シドーニエは目を丸くして続きを促うながす。

「文献によると一角鬼は劣勢になると、仲間を囮にするそうだ。そしてほとんどの個体は逃げたと見せかけた後住み慣れた場所に戻っていたという」

　皇帝の発言に宰相が首をかしげた。

「本拠地を知られていてしかも逃げた後すぐに舞い戻るとは普通は思いませんな。それを狙ねらっての行動でしょうか？」

「ああ。【魔界の民】風に言うと『死体の下が最も安全な隠れ家』らしいが」

「なるほど。では今回の一角鬼もそうだということですわね？」

　シドーニエが納得すると、

「他ほかに手がかりがないから賭けるしかない。それが本当のところで、だから言えなかったのだ」

　皇帝は渋い顔で説明する。




　バルたちは皇帝の意図を知らず、まんまと狙い通りのことをしている。

　そんな暮らしも三日が過ぎた。

「何もないな」

「だいたい調べ尽くした気はするわね」

　冒険者たちは見事に空振り気分を味わっていた。

「何もないとはなぁ」

　みんなの嘆きにバルは内心共感する。

（私がこの地に派遣された理由は何だったんだ？）

　皇帝の狙いが不発に終わったということだろうか。

　もちろん皇帝だって人間なのだから、たまには狙いを外すこともあるだろう。

　バルの中ではそう結論が出ている。

　戻ったら理由を聞いてみようかと思ってレナータが差し出したコップを受け取った。

「そろそろ帰還を考えたほうがいいかもしれないな」

　とバルは声を落として言う。

　ヨハネスが反発しそうだったからだ。

「同感ね。ダシにされてちょっと悔しかったけど」

　レナータはそっとため息をつく。

　彼女は現実的な考えができる女性だった。

「賛成だけど私たちだけじゃ帰れないよね」

　サーラがちらりと『天泣』のほうを見る。

『夜空の月桂樹』が抜ければ大きな戦力ダウンで、この状況で実行できない。

「あの人たちを説得するのか」

　レナータが嘆息する。

「ヨハネスってドワーフ以外は話が通じそうだけどね」

　サーラが肩をすくめた。

（……最悪クルト様に……うん？）

　バルがヨハネス説得計画を練ろうとした矢先、感覚に引っかかる。

　同じくクルトが彼と同じ方向をちらりと見た。

　そこには一匹の角が生えた異形が立っている。

「計算違い。冒険者どもがまさかいるとは……だが、それもまたよしとしよう」

「何だぁ？」

　冒険者たちがいっせいに立ち上がって戦闘のかまえになったのはさすがだろう。

「誰だてめえ？」

「君たちに名乗る意味はあるまい」

　鬼が目を赤く光らせると同時に、冒険者たちの意識が遠のく。

「もう君たちは我の下僕しもべだ。いいね？」

「断る」

　バルとクルトの声が重なった。

「何？」

　鬼はぎょっとして彼らを見る。

「馬鹿な。我が【邪眼】が効かない人間がいるだと……」

　バルは冒険者たちの首を光の弾で優しくなで、彼らを気絶させる。

「光の魔術……いや、異能？」

　一角鬼はバルの行動を見てハッとなった。

「私の異能は一見魔術と区別が難しいはずだが、それができるあたり貴様が【魔界の民】ということでよさそうだな」

「八神輝レーヴアテイン、バルトロメウスか！」

　バルとゲレールターはお互いの正体を当て合う。

「貴様と会うつもりはなかった」

　ゲレールターは転移を試み、

「【転移封鎖】」

　クルトによって妨害される。

「何ッ!?」

　ゲレールターはクルトをにらみつけた。

「貴様、何者だ？」

「わが名はゼルギウス。かつて八神輝レーヴアテインに名を連ねた魔術師」

　クルトと名乗っていたゼルギウスは本名を明かす。

「八神輝レーヴアテイン級が二人だと……」

　ゲレールターの瞳ひとみは絶望に染まる。

「お前は逃がさないし許さない。今まで帝国が受けてきた数々の落とし前、きっちりとつけさせてもらおう」

「くっ」

　バルの宣言にゲレールターは後ずさりをした。

「【渦流障壁】」

　その背後に、いや周囲全体を覆うように渦巻く水の壁が出現する。

「バルトロメウスが逃がさないと言っただろう？」

　ゼルギウスが無慈悲に告げる。

「《水王》ゼルギウス様、頼りになります」

「世辞はいい」

　バルの褒め言葉には照れた顔を見せた。

「おのれ、おのれ！　地上民めが！　暖かい日光と肥ひ沃よくな大地、潤じゆん沢たくな水を持つ地に生まれた者どもめ！　何もない我ら魔界の怒りを思い知れ！」

　ゲレールターは怨おん念ねんの言葉を吐き出し、腰から下げていた袋から黒い石を取り出す。

　そして全て口の中に放り込む。

「まずい、バルトロメウス。パワーアップされる」

　ゼルギウスはそう指摘した。

「ゼルギウス様、みんなを守っていただけますか？」

　バルの頼みに彼はうなずく。

「そのほうがいいな」

　ゼルギウスはバルが器用なタイプではないと知っている。

「ウガガ、グガアアア！」

　魔獣のような叫びをあげ、ゲレールターの体が巨大化する。

　膨大な魔力を持ち、腕が四本に増え、目は赤黒く燃えていた。

「一応聞く。元げん帥すいより強そうか？」

　倒れたみんなの周りに水の盾を展開させながら、ゼルギウスは聞く。

「まさか。とてもそうは思えません」

　バルは微笑ほほえむ。

　一角鬼はそこまで強くないのだろう。

　強化されても限度があるのだ。

「おのれええ！」

　緊張感のない彼らの会話にプライドを傷つけられたゲレールターは激怒する。

　魔力の奔ほん流りゆうで理性と知性が溶けて粗暴になった彼は、口から魔力を放出した。

「【エルブス】」

　バルが応戦し光のビームと闇のビームがぶつかり合う。

　そして拮きつ抗こうすることなく、光のビームが闇を蹴け散ちらしてゲレールターの上半身を吹き飛ばす。
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　光のビームはさらにゼルギウスが作った障壁を蹴散らしてしまった。

「おっと」

　加減をミスしたかとバルは冷や汗をかく。

「何もない場所に飛んで行ったから平気だろう」

　ゼルギウスは笑った。

「これにて一件落着か。手こずったわりにあっけない終わりだった」

　彼の言葉にバルもうなずく。

「崩れる時は一瞬というやつですね」

　そしてゼルギウスに頼む。

「一角鬼、ゼルギウス様が倒したことにしていただいてもいいですか？」

「うん？　ああ、そう言えばお前は五級冒険者だったな」

　バルの願いを聞いたゼルギウスは納得する。

「我も一級冒険者なのだが……まあよいか。お前の正体がバレるより影響は小さい」

　ゼルギウスは苦笑して引き受けた。

「申し訳ありません」

　バルは謝罪する。

　自分のワガママのしわ寄せがゼルギウスにいくのだ。

「気にするな。我は老い先短い身だ。後進の可能性を閉ざすよりはよかろうよ」

　ゼルギウスは明朗な笑みを浮かべる。







エピローグ




　皇帝の名のもとに『闇の手』の壊滅、黒幕だった一いつ角かく鬼きの討伐が知らされた。

　ケビンの首とゲレールターの遺い骸がいは帝都でさらされる。

　野蛮だと見る動きもあるが、帝国を脅おびやかした者はこうなるという見せしめの目的だった。

「八神輝レーヴアテインが倒したんだって！」

「さすがだな！」

　帝国民たちは問題の解決を知らされて大いに沸く。

　そしてバルはベアーテに呼び出されていた。

「お疲れ様、バルトロメウス」

　皇女のねぎらいの言葉をバルは丁重に受け入れる。

「後日、陛下から褒賞があるでしょう。楽しみ？　それとも迷惑？」

　彼女はからかうような視線を彼に向けてきた。

　メイドたちは慌てるが今さらである。

「ほっとした気持ちが一番ですね」

　バルは動揺せずに答えた。

「殿下の安全も守られることですから」

　バルが言うと彼女は肩をすくめる。

「その点は疑ってないわよ。窮屈なレベルだから」

　ベアーテはこういう言い方をしても、それは感謝の裏返しだ。

　バルは気づいているから優しいまなざしを彼女に送る。

「バルトロメウスはよく分かっているわね。わたくし最大の理解者かもしれないわ」

　ベアーテは皇女にしては大胆な発言をした。

「光栄です」

　バルはそれを余裕の笑みをもって応こたえる。

「……あなたには勝てないわ」

　ベアーテはため息をついて負けを認めた。

「これから少しは平和が来るのかしら」

「そうだといいですね」

　バルは断言を避ける。

「それは困るな」

　人型になっているイスラがひょっこり顔を出した。

「イスラ」

　バルが呼びかけると、彼は不満そうに言った。

「魔界勢力との決戦に備えて我は来たつもりだったのが」

「すぐには始まらないだろうが、そのうち時は来るだろう。奴やつらが手て駒ごまを多少失った程度で、地上への侵攻をあきらめるとは思えない」

　バルが言うとベアーテがうなずいてため息をつく。

「そんな切り替えが早いのなら、バルトロメウスが元げん帥すいを倒した時点であきらめたはずだものね」

「ですね」

　バルが同意したが、イスラはぎょっとなる。

「ま、待ってくれ。元帥を倒した？」

「ああ。ゲパルトゥとか名乗っていた気がする」

　おそるおそる確認したイスラにバルは答えた。

「ば、馬鹿な。魔界元帥ゲパルトゥを人の子が倒したというのか」

　驚きよう愕がくの極みという顔でイスラは声を震わせる。
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「だってバルトロメウスは地上最強の戦神だもの」

　ベアーテは自慢するように言った。







あとがき




　みなさま、お久しぶりです。

　それとも初めましてでしょうか。

　六巻をまとめ買いしてくださった猛も者さはそうそういないと思いますが、もしかしたらいらっしゃるかもしれないので初めましてというあいさつもしておきます。

　今更ながらピザとコーラのセットの破壊力を体験しました。

　これも巣ごもりの成果ですね。

　ほどほどにしておかないと健康診断が恐ろしいので、月一、二回くらいを上限にしようかなと思っています。

　料理をはじめた方も多いようですが、ズボラな私は市販品を買うだけで済ませています。

　みんなすごいし偉いなあ……。

　引きこもり適性自分では高いと思っていたのですが、鉄道やバスに長いこと乗っていないことに気づいて乗りたくなってきたので、私はもしかしたら割とライトじゃない乗り物オタクだったのかもしれません。

　収束したら北陸新幹線に乗ってみたいなぁくらいにしか思ってなかったはずなんですけどね。

　九州新幹線には乗ったことあるし、東北新幹線は去年初めて乗りました。

　後は北海道新幹線にも乗ってみたいですね。

　まあそのうち乗るチャンスはあるでしょう。

　そして毎度恒例の謝辞を。

　担当Ｋ様、スニーカー文庫編集部様、いつもありがとうございます。

　イラストレーター桑くわ島しま黎音れいん様、今回も美麗なイラストの数々をまことにありがとうございます。

　校正様、デザイナー様、いつもお世話になっております。

　おかげさまでここまで本を出すことができました。

　私がこれを書いてる頃はまだ緊急事態宣言が解除されていないのですが、本が書店に並ぶ頃には事態がよくなっていますように。








二〇二〇年五月　相あい野の仁じん　





















日にち常じようではさえないただのおっさん、

本ほん当とうは地ち上じよう最さい強きようの戦せん神しん６
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